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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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※この作品はフィクションです。実在の人物、団体および実際の出来事とは一切関係ありません。









　僕の通う学校には「暗殺部」がある。

　活動内容は、残虐非道な「いるか人間」を殺すこと。




　──この世のどこかに邪悪な「いるか」がいるという。

　そいつは自らの思念を油のように人間社会にしみこませていって、やがて心に隙すきのある人間を選び、脳内に「いるかの子ども」を植え付けて完全に支配する。

　それが「いるか人間」である。

　彼らは、人類社会に邪悪を送りこもうとする。その「いるか」は、人類をひとりでも多く地上から減らすことに喜びを感じているようだ。本当にヤバくなる前に、手先である「いるか人間」たちを僕たち暗殺部で速すみやかに排除しなければいけない。──はいはい、そこの君、僕が何を言っているのかよくわからないって？

　大丈夫、僕にだってまだよくわかってない。















　深ふか作さく零れい士じという少年にとって切実な話をしたい。

　たとえるなら、遭そう難なんして漂ひよう着ちやくした無人島だ。そこには食べ物も飲み物もない。鳥も飛んでこないし、雨もふらない。しかたがないから、地じ獄ごくの苦しみを覚悟して海水を飲むかどうか悩んでいる。海水を飲むと一時的に渇きは癒いやされるが、すぐに喉のどが焼けるように痛くなる。傷口に塩を塗ぬったように熱く痛くなる。渇きが癒されることはなく、塩分の過か剰じよう摂せつ取しゆで死ぬまで海水を飲み続けねばならない。──それくらい切実な話だ。もしかしたら、他の誰かにとっても切実な話かもしれない。




　切実な話は、いくつかある。

　まず第一に、零士の身長の話だ。高校生男子の平均身長はおよそ一七〇センチ。女子が一五八くらい。年度によって数センチの上下がある。零士の身長は一五七センチなので、女子の平均よりもさらに一センチ低い。これはどう考えてもコンプレックスの原因であり、思春期のど真ん中で恋愛への憧あこがれを持て余している零士が頭を抱えても仕方のないことだろう。

　零士の部屋の柱には、一五七センチの高さにマジックの線が引いてある。自分の背が低いのはわかっているのに、その線でちょっとでも伸びていないか毎日チェックしてしまうのだ。これはまるで自分の体にかかった呪いだ、と零士は思っている。呪いとはもっと洒落しやれにならないものだ、と人は言うかもしれない。しかし、零士にとって低身長は立りつ派ぱに洒落にもなんにもなっていない。

　周囲に好感と善意をふりまく人間だけが、周囲から好意を受け取ることができる。贈ぞう与よと返答、そして交換だ。人間の社会はそういうふうにできている──理屈はわかっていても、零士にはそれが実じつ践せんできない。自分のことが好きになれないから、他人のことも好きになれない。そして他人には、自分のことを好きになる理由がない。わかりやすい悪あく循じゆん環かんだ。

　そして零士にとって二つめの切実な話。

　──生まれて初めて、人が人を殺す瞬間を間近に見た。

　人間の命が消える瞬間というのは、よくロウソクの火が消える光景にたとえられる。零士が目もく撃げきした死は、そんなにおとなしいものではなかった。ロウソクではない、まるで花火だった。炎の代わりに血ち飛沫しぶきがあがる花火だ。

　凶器は減音器サプレツサーつきの銃。それを構えている暗殺者は──少女。狙われているのは、身なりのいい初老の男性。少女が銃の引き金を絞る。男は咄とつ嗟さに両腕で自分の頭部を守る。弾丸は非情だ。弾丸はまず男のてのひらを貫かん通つうし、指を三本飛ばし、二発目が腹部を貫通し、三発目が胸部を貫通し、そこで痛みのためか男の腕がさがったところで、四発目と五発目を顔面に叩きこむ。

　初老の男性は、高圧の電気を流されたように痙けい攣れんした。彼の鼻がなくなっていて、ぽっかりと赤黒い「へこみ」が生じていた。さらに、貫通した弾丸の圧力で後頭部もほとんどなくなっていた。

「…………」

　場所は、駐車場だった。

　まだ空気が突き刺さるように冷たい早朝だ。

　ところで零士は、毎朝のランニングを日課としていた。家の周囲をおよそ五キロ、走る。背が低いぶん、なんとか体力だけは平均以上を目指したいという、自分でも涙ぐましいと思う努力だった。

　走っている最中に「……っ！」「お前が！」言い争うような声が聞こえて、足を止めたのが運の尽きだった。声がしたのはランニング中いつも通りかかる駐車場の奥で、周囲は工事中の空き地ばかりで、こんな時間にまず人を見かけることはない。

　──今考えると、人目を避さけてなにか物ぶつ騒そうなことをするにはぴったりの場所だ。

　たくさんの車が邪じや魔まだったので、なんだろうと思って様子を見にいって、そこで殺人を目撃した。

　人生の分ぶん岐き点てんにおいて、変な方向を選択してしまったわけだ。




　夜は明けたもののまだまだ薄暗い。道端の草葉から誰かの涙のように朝あさ露つゆが垂れている。季節は秋に入り、ギラついた八月に比べるとすべての風景が鮮度を失っていくように見える。

「平気よ」

　と、彼女は言った。

　人を殺したばかりの彼女が、いかにも秋っぽい涼しい声で。涼しい顔で。

　何が平気なのだろうか。零士にはよくわからなかった。

「これはいるか狩りだから」
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　そう言って、彼女は射殺した初老男性に近寄って、半壊した頭部を今度は踏みつぶした。あちこちひび割れて大穴が開いていた頭ず蓋がい骨こつが、粉々に砕け散った。すると驚おどろくべきことに、中から出てきたのは脳ではなく半透明の奇妙な物体だった。なるほど、確かにいるかに似ている。半透明のそれは、学校の売店で買える焼きそばパンくらいの大きさで、うっすらと青色で、いるかのような口をしていて、ひれもついている。彼女はもう一度足をあげて、人の頭の中に隠れていたいるかも踏みつけた。ゼリーをアスファルトに叩きつけたみたいにいるかが飛び散って、それで終わりだった。

「ほらね」

　ほらね、ときたか。

　零士は思った。僕はたぶん、頭がおかしくなってしまったんだ。──これは、コンプレックスをこじらせてしまったせいだな。

　高校二年生──深作零士は背が低い。親は「卒業するまでにぐんと背は伸びる」と言うのだが、中学校三年間でたったの五センチしか成長しなかったのに、どうしてこれから先に期待できるだろうか。零士の身長は、事実上小学校六年生で止まっているのだ。

　零士は顔も童顔なので、たまに中学生と間違われる。短い髪かみを茶色に染めている。健康で、体力があり（特に、長距離走のタイムでは学校でもトップクラス）、成績も優秀なのに、背が低いせいで自分は何も持っていないように感じる。みんなが自分を笑っているように感じるから、友達もいない。

　そして、彼女──。

　長い黒髪から、自信が溢あふれている。凜り々りしい、大きな目だ。ちょっと猫っぽい、つまらなそうな表情が魅力的だった。本当は何を考えているのかわからない、でも、とりあえず周囲に対して無関心を装よそおっている感じ。

　スタイル抜群で、黒いタイツが見事な美脚を引き締めている。

　彼女は制服姿だった。ネクタイに紺色のベスト、チェック柄の短いスカート。おいおい、ちょっと待ってくれよ、と零士は胸のうちだけでつぶやく。同じ学校の制服──なんとなく、思い出してくる。隣のクラスの、未み但馬たじま裕ゆ佳か梨りだ。今までほとんど接点がなかったので、気づくのに時間がかかってしまった。

「……そっか、ころしを見られてしまった」

　見た目はクールそのものなのに、彼女の口調はどこか舌足らずだ。冷たくて、子どもっぽい。不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きの持ち主。

　裕佳梨は、左手を制服のポケットに突っ込んだまま、右手だけでサプレッサーつきの拳けん銃じゆうを構えていた。その銃口が、つうッ──と動いて、零士を狙ったところで固定される。

　悟った──ああ、口封じか。

　この駐車場は、利用者がいるのかいないのかわからない。車はたくさんとまっているが、どれもホコリをかぶっていたりひどく汚れていたりする。零士はぼんやりと思う。──スクラップ置場みたいな駐車場で、僕はスクラップみたいに死ぬのか。

「きみは、人間だね」

　裕佳梨が言った。その言葉の意味を、瞬時に理解するのは難むずかしかった。つまり彼女が言いたいのは、頭の中に例のいるかはいないよね？　ということだろう。

「だと思います」

　零士は答えた。自分の頭の中をのぞいたことはないので推測にすぎない。ただ、もしもあんなものが自分の中にいたら、いま、こんなふうに感じたり考えたりはできない気がする。

「しかも」裕佳梨は言う。「同じ学校に通っている。何度か廊ろう下かですれ違った記憶がある」

　整理する。零士はランニングしていた。裕佳梨は拳銃で人を殺した。なぜ殺した？　初老男性の頭の中にいた奇妙ないるかがどうやら殺しの理由らしい。彼女もいるか狩りだと自分で言っていた。今のところ、すべてが幻覚だった、悪夢だったという結末が零士にとってもっとも望ましい。

「勘かん違ちがいしないように言っておくけどさ」

　彼女は、ネコじゃらしみたいに適当に拳銃をゆらゆら振った。

「私が殺したいのはいるか人間であって、人間じゃない。わかるかな？」

　零士はうなずく。しかし、本当はよくわかっていない。

「私たちも人間を殺すことはあるけど、それは滅めつ多たにない非常手段なんだ」

　裕佳梨が銃口を下げた。引き金を引いても弾丸は地面に突き刺さる。

　零士は安心した──いや、安心するべきだと頭では思ったが、できなかった。それどころか少し「もったいない」と感じた。

「いま、きみは『もったいない』って顔をした」

　あっさり、彼女に表情を読まれてしまった。

「かもしれません」

「怖くないの？」

「生きていても死んでいても、どっちでもいいというか……生まれ変わりがあると嬉うれしいです」

　零士は、他人事のように淡白な口調で言った。

「輪りん廻ね転てん生しよう」

　と、裕佳梨は辞書の項目を読むように言った。

「生まれ変わったら、もっと体格のいい人になりたいです。きみみたいにきれいな女の子に撃うち殺ころされるっていうのは、自殺とか、何かの事故で死ぬことよりもずっと素す敵てきなことだと思う。上う手まく言えないけど、こういう理り不ふ尽じんなら悪くない」

　声は落ち着いていても、内心零士は焦っていた。我ながら変なことを言い出したものだ。本当は死にたくないに決まってるじゃないか。──いや、ちょっと待て。死にたくないに決まってる？　いつ決まった？

「…………」

　つまらなそうな表情のまま、しかし未但馬裕佳梨の頰ほおがほんのちょっとだけ赤くなった。漫画やアニメではないので、本当のところ人間の顔色というのはそこまでわかりやすく変化したりはしないのだが、零士の目にはそう映った。錯さつ覚かくかもしれなかった。ほんの少し驚いただけかもしれなかった。とにかく、彼女の表情に微妙な温ぬくもりがさしたのは間違いなかった。

「変な噂うわさが広がらないように、薬を使うこともあるんだ。目撃者が出たら」

「そうなんですか」

「でも、今回は私の用心が足りなかった。ねぇ、きみ。名前は？」

「深作零士」

「私は、未但馬裕佳梨。零士くん、うちの部活に入らないか？」

「部活ですか」

「そう。正せい袈げ裟さ高校の暗殺部」

　三つめの切実な話。

　零士は、自分が通っている高校に暗殺部なんて活動があることを初めて知った。

　四つめの切実な話。

　そして、暗殺部に勧かん誘ゆうされてしまった。

　五つめの切実な話。

　女の子を好きになってしまった。

　身長は、彼女のほうが七センチも高い。おまけに彼女は人を殺したことがある。これからも殺していくだろう。















「渇かつ望ぼう、って言葉を使ったことはありますか？」

「渇望？　それは強い言葉だ。あんまり使わないね」

「僕はよく使います。例文『深ふか作さく零れい士じは背が高くなることを渇望している』」




　　　１




　吊り橋効果、という心理学の用語がある。テレビドラマか何かに出てきて有名になった言葉らしい。不安定な、しかも落ちたら確実に死ぬような高さの吊り橋の上で男女が出会うと、高所の恐怖で心しん臓ぞうが激しく脈打っているのを、脳が勝手に「一ひと目め惚ぼれ」と判定してしまう。ドキドキしているのは相手に出会ったからだと勘かん違ちがいしてしまう──そんな現象のことだ。

　未み但馬たじま裕ゆ佳か梨りのことを好きになってしまったのは、吊り橋効果のせいかもしれない。零士はその可能性を検討してみた。なるほど、確かに殺人を目もく撃げきして零士はドキドキしていた。それを脳が「恋」と勘違いするのは、理屈は通っているように思える。

　だが、そうは言っても──。

　思い出す。つまらなそうな彼女の表情に、温ぬくもりらしきものがさした瞬間があった。零士が彼女に好意を抱いたのは、殺人の恐怖からではなく、あの笑顔のせいだ──そう思えてしかたないのだ。




　殺人を目撃してから、零士は家に帰った。口封じはされずに、見逃してもらったみたいだ。「しかし何もしないかわりに」と未但馬裕佳梨は言っていた。「今日の放課後。きみには、かならず部室まで来て欲しいんだ」

　部室？　と零士が首を傾げると、裕佳梨は続けて言った。「高校の体育館の隣に、全然使われてない卓球場があるだろ。あそこ」

　それを聞いて零士は妙に納得してしまった。正せい袈げ裟さ高校には卓球部がないのに、やけに立りつ派ぱな卓球場があるものだとずっと奇妙に感じていたからだ。──なるほど、実は暗殺部とやらの活動拠点だったわけですね。

　帰宅するなり、零士は鏡で自分の顔や体を念入りにチェックした。もしかしたら、ほんの数滴でも、血ち飛沫しぶきがついたかもしれないと考えたのだ。大丈夫だった。安心した零士はとりあえず顔を洗った。

「ふー……」

　冷たい水のおかげで、皮膚と神経が一緒に引き締まり、本当の意味で目が覚めた気がした。

　それから部屋で学校に行く準備をしていると、さっき顔のついでに手も洗ったばかりなのに、爪の隙すき間まがちょっと黒く汚れていることに気づいた。ホコリだろうか、泥だろうか──。例の駐車場で、長い間放置されている車に触ったのがいけなかったのかもしれない。制服に着替えた零士は、ちょうど伸びてきたところだったので爪切りを手にとった。切った爪がどこかに飛んでいかないように、側面を覆おおうようなケースがついているタイプだ。

　爪の先端を刃で挟んで、力を込める。

　刃の側面がちょっとだけ指先の肉に食い込んだ。

　爪切りは「ぱちん！」と、零士が期待していた通りの乾いた音を立てた。汚れが付着した爪のかけらが、爪切りとセットになっているケースに吸い込まれる。中で、切った爪が何度か跳ね返るような感触があった。

　零士の爪は伸びるし、髪かみの毛けも伸びる。それなのに、身長だけが伸びない。養分が余計なところに回っているように感じられて、零士は悲しくなった。

　零士は一人っ子で、マンションに親子三人で暮らしている。家は３ＬＤＫで中なか廊ろう下か型がたの間取り。両親は共働き。母は都内の国立大学の事務職員。父はレコード会社の販売管理部係長という、零士にはピンとこない仕事をしている。

　父の仕事はそれなりに忙しいようで、零士がリビングに出るともう軽めの朝食をすませて出勤したあとだった。

「『いってらっしゃい』って言い損ねた」

　零士は独り言のようにつぶやいた。

　リビングのテーブルには、トーストとバター、レタスとトマトのサラダ、グレープフルーツ、そして牛乳が並んでいる。

「さ、零士もさっさと食べて」

　母に急せかされたが、はっきり言ってあまり食欲がなかった。とりあえず大皿に盛られたサラダを自分の小皿に移して、食べた。口を動かしているうちに、なんとなく食欲も復活してきて（そもそもランニングのあとなので腹は減っているはずなのだ）、結局トーストにもバターを塗ぬって頰ほお張ばった。牛乳を飲み、口の中をさっぱりさせるためにグレープフルーツもかじる。




　殺人を目撃し、放課後呼び出された件について、母親には何も気づかれなかった。

　登校して、いつも通りに授業を受けるが、何一つ頭に入ってこない。英単語や数式や年号や変格活用が、乾いた砂のように隙間から流れ落ちていく。なんとか昼休みをやり過ごして、午後になると妙に緊きん張ちようしてきて、放課後になった。携けい帯たいで今日のニュースをチェックする。今朝の死体のことはまだニュースになっていない。

　零士が通う正袈裟高校の校舎は三つ。第一棟から第三棟まで。どれも三階建てだ。校舎の他には、第一体育館、第二体育館、武道場──そして卓球場がある。

　正袈裟高校の不ふ思し議ぎな卓球場は、とにかく窓が少ない建物だ。長方形の平屋造りだが、地下一階があるという。建物は鉄筋コンクリート製で、いかにも壁かべが分厚そうな感じ。全体的に黒ずんでいて、まるで中世ヨーロッパの砦とりでのよう。

　こうやって改めて外観を観察してみると、卓球場は実にバランスが悪かった。他の建物との調和がとれていない。それなのに、正袈裟高校の生徒たちは誰も気にしていない。

　他でもない零士も「奇妙だ」とは感じてもそれ以上掘り下げようとはしなかった。

　あまりにも堂々と奇妙で不自然なので、逆に怪しさを打ち消しているのかもしれない。

　初めて行く場所には緊張する。それが、とんでもない部活の拠点ならなおさらだ。不良に呼び出された、生活指導室に放送で呼び出された──なんとなくそんなタイプの緊張に似ていた。好きな緊張感ではない。

　いい緊張感とは、ゲームのクリア寸前だったり、ボウリングでボールを投げる寸前に味わうものだ。今零士が味わっているのは、悪い緊張だ。──かといって、逃げるわけにもいかない。

　彼女から逃げることには、たぶん、なんのメリットもない。

　零士は出入口ドアの前に立った。鋼鉄製で、鍵かぎ穴あなつきのドアノブだった。手を伸ばすとドアの内部からカチャン、という金属音がして、ドアノブを回すと静かに開いた。おそらくどこかに目立たないように監かん視しカメラが設置されていて、遠えん隔かく操そう作さで解かい錠じようされたのだ。零士は卓球場の中に足を踏み入れた。

　下げ駄た箱ばこは見当たらないし、土足ＯＫのようだ。建物の中は意外なほど広々としていて、天井も高かった。通路を進むと、最初の部屋は卓球場というよりまるで大きな会議室だった。会議室との違いは、壁にロッカーが並んでいることだ。

　そして、それが当然のことであるかのように、卓球台は一つもなかった。

　大部屋に、飾り気のない長机が三つ置かれている。それぞれの長机に、両側合わせて八つの椅い子すが配されている。安っぽい、いかにも部活の備品らしいパイプ椅子ではなく、背もたれがばねのようにしなるオフィスチェアだ。──零士は思う。この部には、大金がかかっている。

　そのオフィスチェアに、未但馬裕佳梨が座っていた。ゆったりと腰を沈めて、背もたれに体重を預けて、相変わらずのつまらなそうな表情で、ミニスカートから伸びる美脚を大きく組んで文庫本のページをめくっている。黒いタイツの太ももに目が引きつけられる。有名な彫ちよう刻こくのように完成している彼女の脚線美に、零士は胸の高鳴りを禁じ得なかった。

　本は、寺てら山やま修しゆう司じの『書を捨てよ、町へ出よう』だった。

　それは、完かん璧ぺきな光景だと思えた。零士がもしも画家だったなら、絶対に作品にしたはずだ。タイトルは『美しいが、つまらなそうな少女』。写真家だったなら、最高級のカメラでおさえておきたい一枚だ。

「きたね」

　と裕佳梨の形のいい唇くちびるが動いた。

「きました」

　零士は、裕佳梨の唇が何かに似ていると思った。ちょっと考える。思いついたのは、薄い色の花びらだった。シロツメクサのような小さな花の、花びらだ。

「きみが逃げたら……」

　裕佳梨は本を長机の上に置いた。

「こっちも乱暴な手段をとらないといけなかった」

　平然と人を殺す彼女だ。乱暴な手段が必要になったら、ためらわないだろう。

「逃げるといっても、どこにいけばいいのやら……」零士は言う。「両親を巻き込みたくはないし、逃走資金なんてほとんどないし……。それに、さっきニュースをチェックしたんですが、例の死体のことが報道されていなかったんです。ということは、暗殺部とやらには何らかの組織力がある。死体をきれいに掃そう除じする力か、報道に規制をかける力か、どちらかはわかりませんが……とにかく、組織に対して個人で対抗するのは難しい。見なかったことにして学校生活を続けていくのも無理そうだし。通報なんて一番まずそうな感じだし」

「賢かしこい判断だ」

　そう言いながら、男子生徒がこの大部屋に姿を現した。部屋には、零士が入ってきたドアの他に、奥にもう一つ出入口があった。ドアではなく、分厚い間ま仕じ切きりカーテンによって部屋の内外が隔へだてられている。彼はそこを潜くぐってきた。

「部長の、岡おか本もと鬼き一いちだ。三年ね。きみが、〈いるか狩り〉を目撃した深作零士くん」

「はい」

「人間の知力というのは、普通の学力試験や記憶力で測定することはできない」と岡本鬼一は言った。「俺はね、深作くん、知力には三つの要素があると考えている。自分の目の前に『選択肢』があると気づく要素。そしてなるべく多くの『選択肢』を思いつく要素。最後に『選択肢』の中から一番正しいものを選ぶ『判断力』の要素。知力というよりは悟ご性せいといったほうがニュアンスは近いかもしれない」

「……はい？」

「だから、きみは、賢い。俺が自分の中に設定した知性の基準では間違いなくそうだ。そういうことを言いたいわけだ」

　岡本鬼一に関して──変な人だ、というのが零士の第一印象だった。言っていることは何一つ変ではない。むしろ零士は、鬼一が述べた知性の基準に納得した。変だと感じたのは、つまり、いきなりだったからだ。

　鬼一はメガネをかけている。目、眉、口──すべてが直線的な造形で、周囲に誠実な印象を与える。零士からすると羨うらやましいことに、かなりの長身で、しかも全身にしっかりと筋肉がついているのが制服の上からでもわかる。上う手まく言えないが、零士は「なるほど」と思った。暗殺部部長という珍妙な肩書きでも、彼が使うとなぜか説得力をともなう。

「本題から片付けよう」

　正袈裟高校の男子制服はブレザーだ。鬼一は、その上着の脇のあたりに手を差しこんで、拳けん銃じゆうを抜いた。ドラマに出てくる刑事のように、ホルスターを身につけていたのだ。抜いた拳銃を長机の上に置き、そのまま軽く回転させる。

　──本物だろうか？

　本物だろう。重厚な質感、整備用油の鈍にぶい輝き。リボルバーではなく、細長い弾倉をさしこむタイプ──いわゆるセミオートマチック・ピストル。素人しろうとの零士だって、それくらいの単語は知っている。銃の名前は──たぶん、ベレッタみたいな、なんとか。アクション映画で同じものを見たことがあるような、ないような。

「簡単だよ。やっぱり『選択肢』と『判断力』の話だ」鬼一は続ける。拳銃がコンパスの針のように回っている。「今回、深作くんに与えられた選択肢は二つ。一つ、薬を使った特殊処理を受けて、狩りを目撃したことをきれいさっぱり忘れる。もちろん、多少薬の副作用はあるが、それはたとえば盲腸の手術後よりもずっと楽だろう。しかし、慣れない二日酔いよりはきついかもしれない。一生後こう遺い症しように苦しむようなことはないと断言できる」

「もう一つは？」

「二つめ──この暗殺部に入る」
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「じゃあ、入部します」

　零士は言った。新しい有料チャンネルと契けい約やくするみたいに。

「あっさりだね」鬼一は微笑ほほえんだ。「俺の予想では、一晩は悩むかと」

「別に僕は、そちらの未但馬裕佳梨さんにその場で撃うち殺ころされてもよかったんです。僕は、僕の人生がそこまで好きではない。変化が欲しい」

　零士がそう言った瞬間、裕佳梨の眉がぴくりと動いた。

「…………」

「変化という言葉はあまり好きじゃない」と鬼一。「受動的だ」

「じゃあ言い直します。自分を変えたい」と零士。「これは、能動的ですか？」

「俺はそういう頭の回転の速さが好きだよ」

「あなたに褒ほめられると、なぜか照れない。普通に嬉うれしいです」

「裕佳梨さんから、どの程度聞いたのかな？　この部について」

　零士は言う。「人間ではない、〈いるか人間〉を殺す部活動だと」

　鬼一はうなずく。「その通り」

「普通の人間はめったに殺さない。それは非常手段だと」

「その通り」

「よくわかりませんが、不良グループや犯罪組織とはちょっと違う何かを感じました」

「深作くんは、うちの部に向いていると思う。さすがは裕佳梨さんだね。人を見る目がある」

「どういうことでしょう？」

「いくら〈いるか狩り〉を見られたからって、誰にでも入部の話を持ちかけるわけじゃない。裕佳梨さんが言ってたんだよ。『彼は、使えると思う』って」

　零士は驚おどろいて裕佳梨を見た。彼女は鬼一に対して「余計なことを……」とでも言いたげな視線を送る。

「じゃあ……」

「でもね……」鬼一は回っていた拳銃をつかんで、止めた。その銃口が、ぴったり零士に向いていた。「入部には条件がある」

「条件？」

「入部テストだ。なにしろ、人の命と日本の未来がかかってる。当然、厳しいテストになる」

　鬼一は拳銃を握り直して、零士に狙いを定めて引き金を絞った。まさか、と思う間もなく目の前で銃口から炎が噴いて、鼓こ膜まくを叩かれたような痛い音がして──本物の銃声だ──零士は腹部をバットで殴なぐられたように後退し、そこに強烈な熱を感じた。

「……っ!?」

　吐き気がして、呼吸が苦しくなって、膝ひざから力が抜けて、零士はその場で腹を抱えてうずくまった。鬼一はにこにこと微笑んで、零士に歩み寄り、零士の頭にどこから取り出したのか真っ黒い袋をかぶせた。腹を撃たれた零士には抵抗出来なかった。さらに鬼一に手首をつかまれて、ひねりあげられて、手て錠じようもかけられた。

　零士は出血していなかった。撃たれた箇所はものすごく痛いが、それだけだ。

　──銃は本物だが、弾丸は訓練用のプラスチックかゴム製のものだったんだろう。

　鬼一は零士の首根っこをつかんで、強い力で引っ張って、厳げん重じゆうなロックがかかったドアをいくつか通って、卓球場──暗殺部部室の地下一階に移動した。そして、目隠しがわりの黒い袋を取り去ってから、零士を乱暴に一室に放り込み、外から鍵をかけた。

　閉じ込められたのだ。

　さっきまでにこやかに会話していた相手が、いきなり暴力的になったので零士は動転し、総そう毛け立だった。暗殺部を甘く見ていたことを思い知った。彼らは「人間に似たいきもの」を殺す毎日を送っているのだ。普通ではない。

　これから先の人生で、できることならもう二度と黒い袋はかぶりたくないものだ、と零士は思った。まともな人間のかぶるものではない。

　零士は閉じ込められた地下室を見回した。その間ももちろん腹が痛くて体中から脂汗が滲にじみでている。天井に埋め込み式の、やや弱めの照明。鉄筋コンクリートむき出しの冷たい壁、そして床。唯一の出入口は合金製のドアで、内側から開けるのは不可能に見える。隅に、なんの覆いもなく、無む造ぞう作さにトイレが設置してある。

　誰かを監かん禁きんするために、ただそれだけのために設計された部屋だ。この地下室では、何を食べても美う味まくは感じないはずだ。

　寒くはないが、暑くもない。この室温なら、外にいるよりは楽だ。室内の空気は無臭に近く、ということは目立たないところに換かん気き扇せんか通気口がある（脱出に使えるようなものではないだろうが）。

「こりゃあ、大変なことになってきたな……」

　零士は思わずつぶやいた。人生は、何が起きるかわからないものだ。いつも通りの一日を過ごすつもりでいたのに、朝に殺人を目撃して、放課後に監禁されることもある。両手を背後に回した状態で、手錠をかけられている。

　大変なことになったとは思うが、それでも零士は岡本鬼一を──裕佳梨も──信頼できる人物だと感じていた。揺らいでは、いない。

　鬼一が言っていた通りだ。これは、厳しい入部テストなのだ。上等じゃないか、と零士は思った。部活とは名ばかりの殺し合いなわけだ。簡単に入部できるのでは、逆に信用できない。

「とはいえ……」

　もう一度、部屋を見回す。零士は、多少は体を鍛きたえているものの、自分のことをひ弱な現代っ子だと考えている。生き物としての根源的な力というか、生命力的な観点の話だ。

　地下なので携帯電話は圏けん外がい。苦しんだり悩んだりすることの他には、何もすることがない。携帯ゲーム機も文庫本もない。

　こんなことなら、ｉＰｏｄを常時ポケットに入れておけばよかった。いや、あったとしてもこんな状況で音楽を聴く気になったかどうかは別問題だが──零士は最近よく聴いているグループを思い出す。ＭＡＲＯＯＮ５と、コールドプレイ。どちらも、監禁中の気分に合う曲はあまり歌っていないかもしれない。

　いや、待てよ、と零士は考えなおす。コールドプレイの『マイロ・ザイロト（ＭＸ）』に入っている『パラダイス』なら今の状況にぴったりだ。あれは「楽園パラダイスは素す晴ばらしい」という歌ではなく、「つらい現実を忘れて楽園パラダイスを夢見る」という歌だから。

「──ん？」

　零士は、床に小さな鍵が落ちていることに気づいた。

　見た瞬間ピンときた。手錠の鍵だ。

　なるほど──手錠での拘こう束そくに大きな意味はないらしい。零士がテストを受けるのも、非ひ致ち死し性せいの弾丸で撃たれるのも、ここで鍵を見つけるのも、すべて暗殺部の予定通りということか。

　これから本格的なテストが始まるに違いない。

　零士は後ろ手に鍵を拾い、ちょっと苦労をしてなんとか鍵を穴にさしこみ、手首をきつめの方向にひねって回す。カシャン、と金属音がして手錠が外れる。──やはり人間の手は、前に向かって伸ばせる状態でないとだめだ。




　手錠が外れてから、三時間が過ぎた。携帯は圏外でも、時間は確認できる。この三時間を長いと考えるか短いと考えるかは個人差もあるだろうが、零士にとってはどう控ひかえめに表現しても地じ獄ごくだった。

　飲み物も食べ物も、何もない。

　退たい屈くつなので横になって眠ろうとしたら、急に照明が強くなり、しかも壁の内部に埋め込んであるらしいスピーカーからピンク・レディーの曲が流れる（でも、なぜピンク・レディーなんだ？）。それが、脳に曲を直接流し込まれているような大音量だからたまらない。シンプルだが効果的な拷ごう問もんだった。

　諦あきらめて体を起こすと、照明は通常に戻り大音量も止む。

　こんなにも恐ろしいことが自分の人生に起きるなんて、朝起きたときはまったく想像もしていなかった。痛みも恐怖も治まらない。もう、数年間監禁された人間のように零士は疲れきっている。三時間でこうなるのだから、本当に数年間監禁されたら（どう考えても刑務所よりも悪い環境だ）、まず間違いなく最初の数ヶ月で発狂する。

　零士は考える──このまま一晩帰らなかったら、両親は不審に思って警けい察さつに通報するだろう。暗殺部はそのことを気にするだろうか？　あまり気にしないかもしれない。暗殺部はただの高校生ではない。武器、そして資金が豊富なことから、背後に大きな組織がついていることは疑いようがない。もしかしたら、警察の偉い人にも強いコネがあるのでは──。

　そもそも暗殺部が卓球場を使っているということは、活動は学校ぐるみなのだ。担任の教師が親に電話をかければ、最初の夜はそれでごまかせる。「そちらの零士くんですが、なんでも新しい部活に入ったみたいで、ええ、もうすぐ文化祭も近いので、学校に泊まりになるようですよ。でも大丈夫です。教師の目が行き届いていますから──」とかなんとか。

　零士の意識が徐々に絶望に染まりつつあった。その時だ。

　突然、壁の内側からモーターの作動音のようなものが響いた。すると壁の一箇所がスライドして、小窓が現れた。一辺三〇センチほどの正方形の窓だ。

　零士は窓から向こう側を覗のぞいた。

　隣にも似たような監禁部屋があり、そこでは下着姿の少女が鋼鉄の椅子に縛り付けられていた。ただの椅子ではない。いかついバッテリーがいくつもセットされた、まるで処刑用の電気椅子だ。

　たくさんの電極が、アダルトアニメの触手みたいに少女の体にからみついている。
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　少女がつけている下着は布地の面積が小さく、両方の手首と足首に縄なわをかけられ、さらに首輪までつけられているので、その姿の痛々しさといったら零士の思考が一瞬停止してしまうほどだった。なんなんだこれは？　という言葉が頭の中に太字で浮かんだまま、しばらくただ見続けることしかできない。

　少女の髪はうっすらと藍あい色いろで、染めているのか、生まれつきなのか、どちらか判別がつかなかった。長さは、ショートとセミロングの中間くらいだろうか。

　彼女はおでこや頰が丸っこく、幼顔気味だ。ぱっちりとした大きな目をしているが、今はすっかり怯おびえて微かに濡ぬれている。豊満なプロポーションで、ゴムマリのような胸が下着からこぼれそうになっている。腰や足首がきゅっと引き締まっている。ここが監禁部屋でなく、彼女が電気椅子に拘束されていなければ、零士も性的に興こう奮ふんしたかもしれなかった。

　数分過ぎて、ようやく、零士の頭に思考能力が戻ってきた。

　──なんなんだこれは？

　決まっている。入部テストだ。

　零士は壁が動いて現れた小窓を軽く叩いた。かなり頑がん丈じようだと感触でわかる。力をこめて、てのひらの底で小窓を殴る。やはり、びくともしない。ポリカーボネートが混ざった防犯ガラスだ。全力で一発、拳こぶしで殴ったが、すぐに皮ひ膚ふが裂さけて血が流れ出し、次に同じことをしたら骨が折れそうな気がしたので力に任せるのは諦めた。冷静に考えてみれば、人力で割れるようなガラスを監禁部屋に使うわけがないのだ。

　零士と少女の目が合った。少女は、視線で零士に助けを求めている。

　考える──彼女は何者だ？　一、暗殺部の部員か？　二、それとも、彼らが狩っている〈いるか人間〉なのか？　三、それともまったく無関係な人を、この入部テストのためだけに拉ら致ちしてきたとか？

　三番は、リスクを考こう慮りよするとありえない気がする。

　ということは、一番か二番。

　これがテストであることを考慮すると、一番が最もありそうな気がする。

「すみません！」

　窓を叩きながら、零士は叫んだ。「すみません！　どうなってるんですか、これは!?」こちらの声が、どの程度相手に届いているのかはわからない。しかも少女はゴムバンドの猿さる轡ぐつわを嚙かませられているので、向こうからの声が返ってくることはなかった。

「あー……」

　零士はため息とうめき声を同時に発した。いよいよ、自分が何をすればテスト合格なのかわからなくなってきた。拘束された少女と電気椅子という組み合わせに嫌な予感が走って（嫌なものを感じないほうがどうかしている）、零士は必死になって部屋の中に何か脱出の手がかりがないか探し回った。体力、集中力が残っているうちに、隅々まで確認しておかねばならない。

　ドアを蹴ける。壁や床を叩いて、音が変化する場所がないか確かめる。空振りが続くが、落ち込んでいる余裕はない。コンクリートとコンクリートのつなぎ目や、床のパネルに刻きざまれている細い溝みぞを、爪でほじくり返すように丹念に調べていく──。最後には洋式トイレに手を突っ込んで、奥に何か隠されていないか探す──これが、当たりだった。この部屋に閉じ込められてから、自分ではまだ一度もトイレを使っていなかったのが不幸中の幸さいわいだった。

「よし、なんか見つけたぞ……くそ、バカヤロー」

　引っ張り出した。よりによってトイレに隠してあったそれは、ビニール袋で防水処理されたリモコンスイッチだった。小さな箱に、短いアンテナと赤くて丸いボタンスイッチがついているだけで、あとはなんの説明書きもない。ビニール袋はただのビニール袋だ。だんだん腹が立ってきた。

「……で、これをどうしろってんだよ、くそ、まったく……ふざけやがって……」

　本当にやばい感じだ、と零士は思う。いよいよジェームズ・ワンの『ソウ』みたいになってきたぞ。ソリッド・シチュエーション・スリラーなんて言い方をすれば響きはいいが、ようするに檻おりの中のねずみで残ざん酷こくな実験を行っているようなものだ。

　いかにも押せと言わんばかりのリモコンスイッチ。

　──押してみたら、どうなるだろうか？

　予想される最高の結果──ドアが開き、零士も少女も解放される。

　予想される最悪の結果──スイッチを押した瞬間、電気椅子が作動して少女が死ぬ。

　零士は、隣の部屋の少女が見える窓の近くまで移動した。そして少女にリモコンスイッチを見せる。彼女は何かを訴えるような目をする。かなりきつめの首輪らしく、彼女は頭をふることさえできない。

　部屋は、これ以上どこも調べる場所がない。時間ばかりが過ぎていく。リモコンスイッチを前にして、零士は悩む。──押すべきか、押すべきではないのか、それが問題だ。

　少女の目は、「そのスイッチを押さないで」と言いたげに見えた。零士の本能に近い感覚がそう告げていた。しかし、他には何もできることがないのに、リモコンスイッチをただ眺めているだけというのはありえないほどのストレスだ。監禁、空腹、退屈、睡眠妨害──少しでも早くこの状況から逃れたい！

　──とりあえず、押してみようか。

　未但馬裕佳梨は、人間を殺すのは非常手段だと言っていた。ということは、考えられる展開は二つ。あの少女は人間ではないか、それとも、あの電気椅子は見た目はいかついが人を殺すほどの威い力りよくは持っていないか。

　ゆっくりと押し出されて、どこかへ落ちていくように、零士はリモコンスイッチに親指をのせた。あとは、力をこめるだけだ。──しかしそこで、思いとどまった。いやいやいやいや、だめだだめだだめだだめだ！　あの目だ。少女の怯えきった目。押してはいけない、という直感が働く。

　暗殺部の入部テスト──岡本鬼一の狙いが、いよいよ選択肢として浮かび上がってきた。判断力の話、あれはヒントだったわけだ。

　とにかく、試ためされている。

　──スイッチを押す度ど胸きようを試されているのか？

　──それとも、スイッチを押さない忍耐力を試されているのか？

　どちらかが正解で、どちらかが間違った判断ということになる。

　押す理由は？　単純だ、他にできることが何もないからだ。

　押さない理由は？　直感だ、少女の目は助けを求めていた。

　監禁されるストレスに、スイッチを前にして悩むというストレスもくわわった。まるで、神経にヤスリをかけられているみたいだ。吐き気が止まらない。

　何度もスイッチに指をのせて、すぐに引っこめた。それを繰くり返かえした。一時間過ぎて、結局我が慢まんできなくなって零士はトイレで吐いた。胃が空っぽになるまで吐いた。脱水症状気味なのか、体が急激にだるくなって、頭痛も始まる。しかし、トイレの水を飲むのは最後の手段なのでまだやめておく。

　飲めないと思うと、余計に喉のどの渇きを意識してしまう。零士は自動販売機から出てくる冷たいコーラやファンタを想像して自分の喉をかきむしった。硬貨を入れたら飲み物が手に入るなんて、冷静に考えると凄いことだ。「水道水はまずい」とずっと思っていたが、なんと贅ぜい沢たくな話だろうか。自動販売機も水道も、人間の善意が作り出した。そして善意の道は、ほんの些さ細さいな悪意で遮さえぎられてしまう。

　──決めた。

　零士は、リモコンスイッチを持って窓に近寄り、隣の部屋の少女に向かって話しかけた。声は届いていない可能性が高いので、唇や口の形を読んでもらうために意識してはっきりと発音した。伝えたいことは一つだけ。「押さないよ」──それだけ。

　伝わったのかどうかはわからないが、少女の目から不安や怯えが少し抜けていったように感じた。零士はリモコンスイッチをビニール袋に入れて部屋の隅にやった。それから制服の上着を脱いで、それを自分の目と耳にきつく巻きつけてから横になった。上着のおかげで、強くなる照明も大音量のピンク・レディーも少しは緩かん和わされた。こっちも意地だ。なんとしても睡眠をとろうとする。




　零士は眠ることに成功した。目が覚めて、頭に巻いていた上着をとってから時計を見ると、朝の八時三〇分になっていた。この監禁部屋で、地獄の一晩を過ごしたのだ。喉が渇いて、腹が減って、もう少しで本当に死にそうだと思った。普段なら家を出て通学路を歩いているところだ。あと一〇分で朝のショートホームルームの時間になり、二〇分後には一時限目の授業が始まる。こんな状況だ。一時限目の授業がどうしても思い出せない。

　八時四〇分、突然、出入口ドアのロックが解除された。その金属音が、聖人を祝福する教会の鐘の音のように零士の耳には聞こえた。まるで、今までに一度たりとも鍵がかかったことなんてありませんよとでも言いたげな自然さで、ドアが開く。監禁部屋に、岡本鬼一と未但馬裕佳梨が入ってくる。

「合格だ。重要なのは選択肢と判断力。今日からきみは、俺たちの仲間だ。深作くん、ではなく零士と呼んでいいかな？」

　と鬼一が言った。




　　　４




　裕佳梨が、スポーツドリンクのペットボトルを持ってきていた。彼女が「あげるよ。おつかれさま」とボトルを手渡してきて、奇妙なことに零士は自分が監禁されていたことも忘れてとても感謝した。零士は疲労と興奮のあまりふるえる手でボトルのキャップを開けて、口をつけた。監禁されてからおよそ一六時間ぶりの水分。なんの誇こ張ちようもなく、この世で一番美味い飲み物だと感じた。これから先何十年生きても、これほど美味いスポーツドリンクを口にすることはまずないだろう、と思った。全身の、毛細血管にまで水分がしみわたるような感覚があった。零士はボトルを一気に飲み干した。

「そして、おめでとう」

　空のペットボトルを持ったまま零士が立ち尽くしていると、裕佳梨が抱き締めてきた。男女の抱ほう擁ようというよりは、同志を歓迎する旧ソ連の共産党員を思わせる力強い抱擁だった。裕佳梨が離れると、次は鬼一の番だった。彼の分厚い体とほっとするような体温に感動して、零士はたった一年先輩なだけの鬼一に父親を感じた。本物の父親がまだ生きているのに。感動して、涙が溢あふれそうになった。何か凄すごいことを達成したような気分だ。この体験を、一生忘れることはないだろう。同時に、頭の片隅には冷静なままの零士もいて、軍隊や新興宗教のマインド・コントロールとはこういうものかもしれない、と思った。

　なにしろ、たったの一晩で零士はこのありさまだ。これが一週間──いや、三日間続いていたら、精神が完全に崩ほう壊かいしていただろう。もしもこれが本物の拷問だったらと想像するだけで寒気がする。

　裕佳梨が隣の監禁部屋のロックも解除して、中にはいり、電気椅子の少女の拘束も解といた。下着姿のまま、特に恥ずかしがる様子もなく、その少女は「えへへ」と笑みを浮かべて零士に近づいてきた。なんとなく予想できていたが、つまり彼女も暗殺部のメンバーなのだ。零士を試すために、あえて拘束されていた。

「あたし二年の原はら田だ魅み杏あん。きみはごーかくしたから、もうなかまだから、あたしのこと『みゃん』ってよんでいいよ」

「ミャン、さん」

「そう」とうなずいて、魅杏はにひひと笑った。監禁されているときはあまり気づかなかったが、彼女からはちょっとだけ「かわいいたぬき」という感じがした。田舎いなかから東京にやってきたたぬきの女の子が、人間に化けて頑張っているような、そんな雰ふん囲い気き。

「……やっぱり、隣の電気椅子も入部テスト用の『しこみ』だったわけですね」

　と、零士はため息まじりに言った。

「ああ」と部長の鬼一。「でも、電気椅子そのものはスイッチを押したら作動したよ。命を奪うばうほどじゃないが、魅杏ミヤンには改造スタンガンを全身に当てられるような激痛が走る」

「僕がスイッチを押していたら？」

「もちろん不合格だ。薬物で記憶を処理することになったろう。この部活で重要なのは、忍耐と自制心、そしてギリギリでの判断力だからね」

「……ちょっと休みたいんですが」

「上に仮眠室がある」

「母にメール送ってもいいですか」

「文面はこっちで用意していいかい？　昨晩、暗殺部の顧こ問もんがきみの家に電話してる。怪しまれないように。そこと話がくいちがうとまずい」

「いいですよ。大丈夫だって伝わればそれでいいんで……」

「詳しいことは、休きゆう憩けいしてからだな」

　鬼一の言葉通り、零士は仮眠室で休憩することになった。その前に、熱いシャワーを使わせてもらった。監禁の汗や汚れを洗い流し、生まれ変わったような気分を味わう。シャワーを発明した人間は天才だと零士は思う。そういえば、鬼一に撃たれた腹の一部が赤紫色に腫はれていた。内出血だ。だいぶマシにはなってきたが、腹筋が伸のび縮ちぢみするだけでかなり痛む。なるべく気にしないようにする。

　用意がいいことに、ベッドの上に着替えの制服や下着まで準備してあった。サイズまでぴったりだ。暗殺部の手て際ぎわの良さにはぞっとする。──映画に登場する諜ちよう報ほう機き関かんのような部活じゃないか。

　新品のボクサーブリーフをはくと、ついさっきまで監禁されていたのを夢の中の出来事のように感じる。

　卓球場の、シャワールームの隣が仮眠室だった。仮眠室には、無印良品で買ってきたようなシンプルなベッドと、電気ケトルがのったパイン材のテーブルと、ティーセットとコーヒーメーカーが収納された棚があった。トイレをすませてから、零士はベッドに飛び込んだ。ゆっくり眠るのがこれほど幸せなことだなんて、ほんの一日前には考えたこともなかった。シーツは清せい潔けつで、掛かけ布ぶ団とんからは太陽の匂いがした。















　結ゆう城き隆たかしは大手居酒屋チェーンの従業員で〈いるか人間〉だ。

　脳内に〈いるかの子ども〉がいる。三〇年近く、面白くもなんともない、女性にも相手にされないつまらない毎日を送ってきたが、〈いるかの子ども〉が住みついてからは人生の歯車が嚙かみ合あったように感じる。子どもがダイレクトに与えてくれる知識やアイデアは素す晴ばらしく、結城は職場の誰にもバカにされなくなった。ずっと目の前にかかっていた靄もやが晴れたような気分だ。また、脳内の子どもは特殊な酵こう素そによって身体能力まで向上させてくれた。生なま意い気きな新入りを店の裏でぶん殴なぐって一方的に半殺しにすることができた。学生時代、ケンカなんて一度も勝ったことがなかったのに！　体が軽い。力がみなぎる。

〈いるかの子ども〉は、テレパシーのように結城に語りかけてくる。「好きなようにやっていいんだよ」と。「やりたいようにやるのが人間だ。そちらの世界の偉人であるトマス・ホッブズのことばを借りれば『万人の万人に対する闘争状態』という感じかな。自己保存と欲望の追求はごく自然なことだ」

　結城は「もっともだ」と思った。──テレビも新聞も人の欲望を煽あおる広告で溢あふれているし、人間は自由であるべきだと言っている。やりたいことはたくさんあるのに、金はないし、誰も言うことを聞いてくれない。世間の自分に対する評価が不当に低いことは疑うたがいようがないので、こちらとしては暴力を使うしかない。言ってもわからない犬は、叩いてしつけるものだ。一人の夜は寂しいしでも女の子たちは相手にしてくれないし寂しいし段々腹は立ってくるし何一つ上う手まくいかないしそれなのに俺は自由で欲望を追求する権利は持っているし寂しいしイライラするし腹も減ったし眠たいしセックスしたい誰かを傷つけないと気がすまない。

　表参道の中規模なライブハウスで獲え物ものを探した。その夜は、インディーズのビジュアル系バンドが演奏していた。結城は、建物の中にたくさんの少女たちが入っていくのを眺めていた。──性的なほのめかし。遅ち刻こくしたらしい、慌あわてた表情で大急ぎの少女を見つける。少女は一人で、息を切らしていて、派は手でなフリルの黒いワンピース姿。ロングの、少し傷いたんだ雰ふん囲い気きの金髪。にきびを化け粧しようで隠している感じ。周囲にひとけがないタイミングで、ライブに遅刻した少女をぶん殴って路ろ地じ裏うらに連れ込んだ。悲鳴をあげないように、少女の顎あごに何発も頭突きをくらわす。彼女の口の中、そして喉のどの奥までゴボゴボと血で溢れかえって、か細いうめき声しか出てこなくなる。

　結城はその少女をガムテープでぐるぐる巻きにして、サラダ油をかけて火をつけた。彼女の怯えきった瞳、顎が割れているのに必死に命乞いしようとしている光景が最高だった。燃える少女を路地裏に残して、結城は上じよう機き嫌げんで歩き出した。煙を吸い込んで死ぬのも、皮ひ膚ふが焼やけ爛ただれて死ぬのも想像を絶する苦しみだと聞いている。ビジュアル系のバンドも、そのファンの女の子たちも、自分の人生にはなんの関係もない。むしろ目に入ると不ふ愉ゆ快かいで邪じや魔まだ。たった一人でも、殺してすっきりだ。




　結城は盗んだ自転車で中野に移動した。〈いるかの子ども〉のおかげで体力が上がっているので、自転車一つで関東縦断だって楽勝だ。途中で、着替えと四本セットのキッチンナイフを購入。一番長いナイフは、刃渡り三〇センチほどだ。よく切れそうで、テンションが上がる。以前、百円ショップで買った刺身包丁を殺しに使ったら、肋ろつ骨こつの隙すき間まに食い込んだあと簡単に折れてしまったことがある。百円のものには百円ぶんの性能。やはり、いいものにはそれなりの値段がつく。今日買ったキッチンナイフはそれなりの値段。四本もあると『エルム街の悪夢』の殺人鬼、フレディ・クルーガーの爪みたいだ。

　夜の中野ブロードウェイで、獲物としてちょうどいい少年を見つけた。メガネをかけた、おとなしそうな少年だった。「ちょっとこっちに来い」とナイフをちらつかせて、利用者が少なそうな狭せまいトイレに連れ込む。少年が大声をあげたり、抵抗されたりしたら厄やつ介かいだったが、彼は恐怖のあまり息をするだけでやっとという感じだった。たとえば護身術の道場で、最初に教えるのは「いざというとき、大声を出す方法」だという。たいていの人間は甘く考えているが、恐怖の中で助けを呼ぶのは、立りつ派ぱな技なのだ。

　結城は少年の膝ひざを蹴けった。〈いるか人間〉の蹴りは強く、すぐに少年は立っていられなくなってタイル貼りの濡ぬれた床に尻餅をついた。ナイフを、彼の喉に突きつける。

「お……お願いです……」少年は虫のようにか細い声で命乞いを始めた。「だ、大好きなマンガの最新刊を買ったばっかりなんです。凄すごい長期連載の、さ、最終回なんです……。何をするにしても、それを読むまで、ちょっとだけ時間を……」

　結城は笑った。超笑えた。──これから死ぬのにマンガの心配をするなんて面白いやつだ。どんな漫まん才ざいやバラエティ番組でもこんなに面白かったことはない。少年は震える手でバッグからその単行本を取り出した。結城も知っている人気マンガだ。月刊誌でもう連載一八年目で、最終巻は三〇巻だ。

　目の前にいる少年は高校生くらいか。一七年間生きてきたとして、そのマンガの連載期間はそれを上回っている。なるほど、少年の短い生涯からすると、そのマンガを読んできた時間はかなり重要なものに違いない。

「いいよ、そのマンガ読むまで待つよ」「ありがとうございます」少年は泣きながら笑った。「噓うそだよ、バーカ」余計な時間をかけている余裕はない。少年が間抜けなことに結城の言葉を信じてマンガのページを開いたところで、彼の口を手で押さえて、胸を刺した。次に喉、そして腹。少年は苦しみ抜いて涙を流して死んでいく。笑える。マジで。

　こんなに愉快なのに、〈いるか人間〉になるまで人を殺したことがなかったなんて、もったいない話だ。人生を損していた。

　結城は、殺人用の道具を詰めたスポーツバッグを常に持ち歩いていた。中には、粉こな石せつ鹼けんを溶かした水筒が入っている。体についた返り血を落とすための特製石鹼水だ。血のにおいを消すために、柑かん橘きつ系けいの芳香剤も混ぜてある。これも、〈いるかの子ども〉が授けてくれた知恵だった。特製石鹼水で少年の血を落として、結城はその場で服を着替えた。そして、何事もなかったかのような顔でトイレをあとにする。しかし内心はハッピーで気を抜くとスキップしてしまいそうだ。

　家に帰る途中、糸ノコギリを買った。前々から目をつけていた一人暮らしの老人の一軒家が近所にあったので、忍び込んで襲おそいかかった。無用心なおじいちゃんで、庭側の窓にいつも鍵かぎをかけ忘れている。病院にいって、あとは家でテレビを見ているだけの生活を送っているおじいちゃん。これはもう、人間とは呼べない。動く肉にく塊かいだ。

　結城はおじいちゃんに猿さる轡ぐつわをかけて、両手両足をロープで縛り、ゆっくりと時間をかけて糸ノコギリで生きたままバラバラにした。

　死体みたいな老人を解体しただけだ。──これは、殺人ではない。これが殺人なら、ほとんどの料理人も有罪ということになってしまうからそれはまずいと思うしちょっとおかしいし筋が通らないだろお前わかってんのかな上手く言えないけどつまり笑えるし寂しいしイライラするし腹も減ったし眠たいしセックスしたい素晴らしき〈いるか人間〉の日々。

　ある休日、結城が大手チェーンの牛丼屋で食事をしていると、

「あなたは、頭の中に〈いるか〉を飼っていますね」
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　スーツ姿の美しい女性に話しかけられた。ショートカットで、高価そうなメガネをかけている。結城は、直感的に理解した。彼女も〈いるか人間〉だ。

「……あなたも、そうなんですね」

「はい」と女はうなずき、小声で言う。「私は、もう長いこと〈いるか人間〉としてある組織で働いています」

「組織？」

「〈いるか人間〉の集まりです」
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　暗殺部の拠点──卓球場の仮眠室。

　五時間で目が覚めて、しかし零れい士じは次の瞬間、あまりの空腹で気を失うかと思った。ずっと腹は減っていたのだが、眠気と疲労がそれに勝っていたのだ。睡眠をとってそのバランスが崩くずれた今、空っぽの腹は無視できない悲鳴をあげていた。すると、零士が起きるのを待っていたかのように、仮眠室のドアが開いて人が入ってきた。正せい袈げ裟さ高校の制服をきた女子生徒だ。未み但馬たじま裕ゆ佳か梨りでも、原はら田だ魅み杏あんでもないが、この卓球場に出入りしているということは暗殺部の部員なのだろう。少女は、サンドイッチとスポーツドリンクをのせたトレイを両手で運び、テーブルの上に置いた。零士はサンドイッチと少女の顔を交互に見て、訊ねた。

「食べて、いいの？」

　少女がこくり、とうなずいたので、零士には天使に見えた。

　零士はさっそくサンドイッチに飛びついた。

　よくできた日本刀で切ったような、鋭い切り口のパンだった。中に挟んであったレタスもベーコンも、鋭くカットされていた。見事な、博物館に見本として展示したくなるようなサンドイッチだった。嚙かむとその鋭さが、口の中で爽そう快かいさとなって広がった。

「…………」

　少女は何も言わずに、凄すさまじい勢いでサンドイッチを食べる零士を見守っている。

　皿に並んだサンドイッチは六つ。すべて胃に収めて、ドリンクを飲み、ようやく零士は食事を運んできてくれた少女をゆっくり見る余裕を得た。

　少女は真っ白いロングヘアの持ち主で、ややくせっ毛で、全体的に髪かみが波打つようにふわふわしている。まるで高級な人形やぬいぐるみのような可か憐れんな印象の少女。卵形の綺き麗れいな目で、瞳の色素が薄い。身長は一五〇センチちょっとくらいで、胸が薄く、腰も腕も足も細い──中学生くらいに見える。常に少し恥ずかしそうで、微び熱ねつ気ぎ味みの表情だ。

「彼女の名前は、石いし井い輝てる佳か。暗殺部の一年だ」

　いつの間にか鬼き一いちと裕佳梨がドアのあたりに立っていた。

「彼女は、〈いるか人間〉に目の前で両親を殺された。それ以降、うまく言葉を発することができない」

「……ぅ……ぁ……」

　鬼一の言葉を裏づけるように、白いロングヘアの少女──輝佳──は、もどかしそうに口を動かしたがやはりちゃんとした音にはならず、やがて諦あきらめたのか無言のまま零士をぼんやりと見つめた。あまりにも無む造ぞう作さに、比較的軽い調子で「両親を殺された」という話が出てきたので、零士は上う手まくリアクションをとることができなかった。未但馬裕佳梨の殺人を目もく撃げきして以降、すべてがこんな調子で進んでいく。いちいち現実離れしていて、しかし痛みやサンドイッチの美う味まさはありえないほど生々しくて、どんなにアンバランスでもこちらは受けいれるしかない。

「彼女も、〈いるか人間〉と戦うんですか？」

　輝佳に視線をやりつつ、零士は訊ねた。

「もちろん」と鬼一は微笑ほほえむ。「輝佳をバカにしちゃいけないよ。こう見えて、刃物を使わせたらうちの部では一番の腕前だ」

「刃物」

　それを聞いて零士は、さっきのサンドイッチの見事な切り口を思い出した。

「もしかして、サンドイッチは石井さんの手作りですか？」

　その問いに、輝佳はこくりとうなずく。そして彼女は、またもどかしそうにごにょごにょと唇くちびるを動かす。

「輝佳、と呼んでほしいそうだ」鬼一が解説した。「石井さん、はなしで」

「唇を読んだんですか？」と零士。

「そんなところかな。一緒に行動しているうちに、零士くんもなんとなく彼女が何を言いたいのかわかるようになるはずさ」

　零士は彼女のサンドイッチを食べた。それはとてつもなく大きな借りだと思えた。




「……さっきも言ったように、入部試験に合格した。これから零士くんは暗殺部の一員となる」と鬼一が言う。「殺したり、殺されたりすることになる。最初は、ついてくるだけで精一杯だと思う。とにかく、最初のうちは訓練に訓練を重ねて……少し休んだらまた訓練をする。射しや撃げき、格闘、潜せん伏ぷく・偵てい察さつ技術、破壊工作、サバイバル……ひと通り、こなせるようになってもらう」

「僕は強くなれますかね？」

　──こんなに低い身長なのに？　と付け加えたかったが、自じ虐ぎやく的てきすぎるので零士は口には出さなかった。しかし、未但馬裕佳梨には見み透すかされた。

「……言っておくけど、普通のケンカと違って、暗殺部の活動は身長が低くてもそんなに不利じゃない」と、裕佳梨は自分の爪をいじりながら言う。「ちゃんと当てることさえできれば、弾丸の威力はどんな体格の人間が撃うっても変わらないから」

　それは、零士にとって殺し文句だった。

　ここまでは、流れの速い川に落ちてしまって、その勢いに身を任せるだけだったが、裕佳梨の言葉を聞いてがぜんやる気が出てきた。ちゃんと訓練さえすれば、実銃を持たせてもらえるのか──本当だろうか？　事実、裕佳梨は〈いるか人間〉を殺していた。

　うん、頑がん張ばろう──と零士は覚悟を決めた。拳銃がほしい。猛烈にほしい。ずっと欲しかったもののような気がする。自分が本当は何がほしかったかなんて、手に入りそうになるまでわからないのかもしれない。たいていの人は、本当にほしいものも知らずに、本当はどうでもいいものをかき集めることに必死になって、虚むなしい思いを抱えて死んでいくのかもしれない。

「直感が大事なんだ」

　鬼一が言った。この人は、いきなり大事な話を始めるくせがあるらしい。入部テストのときもそうだった。いきなりが好きなのだ。

「ベレッタ、ファブリック・ナショナル、スミス＆ウェッソン、グロック、ヘッケラー＆コッホ、ステアー、ＳＩＧ、ＩＭＩ、ルガー、コルト……今、俺が言った単語の中で、一番気に入ったものを答えてくれ。なかった、わからない……というなら、それはそれでいい」

　どこかで聞いたことがある名前ばかり。どれも銃器メーカーだとすぐにわかった。

「ＳＩＧ」零士は即答した。「凄すごくいい響きです」

「いいセンスだ」と鬼一は笑う。「明日、きみにＳＩＧの銃を渡す」

「暗殺部って、女子が多いんですか？」

　零士は、今までに会った部員を思い出す。未但馬裕佳梨、隣の監かん禁きん部屋にいた原田魅杏、サンドイッチをくれた石井輝佳、そして部長の岡本鬼一。

「もう一人、副部長の小お沢ざわ晃こう生せいってのがいる。男子だよ」

「僕も入れて、全部で六人？」

「とりあえずは……そういうことだね」
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　石井輝佳に、手当てをしてもらった。彼女は黙ったまま、そして恥ずかしそうに零士の腹部の傷を消毒し、薬を塗ぬり、包帯まで巻いてくれた。サンドイッチにケガの手当て。零士は彼女にいくら感謝してもし足りない。そのあと鬼一に「今日はもう疲れているだろうから帰って休め」と言われて、家で飲むための鎮痛剤と傷の化か膿のうを防ぐ抗生物質の錠じよう剤ざいを渡された。

　家に帰ったらたまたま仕事が休みだったらしい母がいて、「一晩で凄く瘦やせた。総合格闘技ってそんなに大変なの？」と驚おどろいていた。暗殺部は表向き「総合格闘技研究会」ということになっている。格闘技の部活という「設定」なら、暗殺任務でケガをしてもある程度はごまかせる。零士は「帰宅部に比べたらなんでも大変」と適当に答えて、リビングに置いてあったみかんを食べて、ミネラルウォーターで薬を飲んだ。一眠りしたので大丈夫かと思っていたが、まだ疲れがたっぷり残っていて、しかも鎮痛剤の影響で大変な睡魔に襲おそわれて、零士は自分の部屋に戻るなり制服を脱ぎ捨ててベッドに倒れ込んだ。

「…………」

　数時間は寝たか──。トイレにいきたくなって、零士は夕方に目を覚ました。尿に血が混ざっているのではないかと心配したが、考え過ぎだった。零士は背は低いが鍛きたえているので腹筋が厚く、そのおかげでそれほどひどい傷にならずにすんだのかもしれない。塗った薬と鎮痛剤の効果も抜群で、ようやく撃たれた痛みが無視できる程度に治まってきた。

　父は帰りが遅くなるというので、夕飯を母と二人で食べた。

　学校から電話があったとはいえ、息子の突然の外泊に母はかなり戸惑い、不安を覚えたという。食べながら、その話ばかりしていた。ところで夕飯のメニューはトンカツに味み噌そ汁しるに白いご飯という定番のもので、しかし今日はまだサンドイッチしか食べていなかった零士は最上級のごちそうとして母の料理をがつがつと食べた。よく食べて、零士が「うまい、うまい」と連発するので、母も久しぶりに食事中に笑っていた。何もかもがうまくいきはじめている、と零士は思った。夕飯を終えて、また薬を飲んだ。

　零士は腹部の包帯を解いてから風ふ呂ろに入って、あがったら自分で薬を塗って、包帯を巻き直した。こうして丁てい寧ねいに処置していると、いつの間にか赤紫色のアザにさえ愛着がわいてきたから不ふ思し議ぎなものだ。

　鎮痛剤を飲んでも、昼間たっぷり寝たせいか、なかなか眠くならなかった。零士の部屋には、自分用のテレビとブルーレイ・レコーダー、かなり安物のノートパソコン（性能は悪いが、ネットをちょっと巡回するぶんには困らない）、そしてゲーム機と本棚がある。零士はマシンの電源を入れてゲームソフトをセットした。『コール・オブ・デューティ』シリーズの一番新しいやつ。部長の鬼一が銃器メーカーの名前を羅ら列れつしたとき、どれもどこかで聞いたことがある気がしたが、なんのことはないゲームの中で使っていたのだ。

　プレイヤーは特殊部隊の兵士となって世界各地の戦場で戦う。ゲームは現実とは違うが、自分がこれから似たようなことをするかと思うと、トリガーボタンを弾く指に自然と力がこもった。前にプレイしたときよりずっと集中できたし、楽しかった。

　キリのいいところでゲームをやめて、零士はヘッドホンでニルヴァーナの最新リマスター版『ネヴァーマインド』を聞きながら本を読むことにした。

　本棚から選んで手にとったのは、三み島しま由ゆ紀き夫おの『金閣寺』だ。もう、何度読んだかわからない。この物語の主人公は吃きつ音おん症しようで、それがコンプレックスとして膨ふくらんでいって、やがて金閣を燃やさねばならぬという妄もう執しゆうにとりつかれる。コンプレックスをこじらせていく過程が他人事とは思えなくて、零士はこの本を読むたびにありえないほど感情移入する。彼が金閣寺を燃やさないといけなかったように、零士は〈いるか人間〉を殺さないといけない──たぶん、そういうことなのだ。

『金閣寺』の気に入っているところだけを数十ページぶん読んで、零士はようやく眠気を覚えた。歯を磨みがいて、母親と少し話してから、ベッドの上で横になる。深ふか作さく零士は、他の大多数の少年少女もそうであるように、毎晩毎晩生まれ変わっている。




　　　３




「そもそも、〈いるか人間〉ってどういう存在なんですか？」

　零士は、鬼一に向かって訊ねた。

「裕佳梨さんからの説明だけじゃ足りない？」

「はい……『人間じゃない、危険な連中』ってことしか聞かされてません」

「この世のどこかに……たぶん、深い海の底あたりだろう、邪悪な〈いるか〉がいるんだよ」

　鬼一は言った。「昔、日本には織お田だ信のぶ長ながっていたんだよ」──その程度の口調で。

「その〈いるか〉は、電波みたいに自分の思念を飛ばすことができる」

「思念を？」

「そう、思念を。映画の超能力みたいに。ある意味人間以上の〈いるか〉なんだ」

「…………」

「とにかく、〈いるか〉は自分の思念を油のように人間社会にしみこませていって、やがて心に隙すきのある人間を選び、その脳内に〈いるかの子ども〉を植え付けて完全に支配する」

「見たことがあります。未但馬さんが踏みつぶしてた」

「裕佳梨さん、と呼んだほうがいい。暗殺部では堅苦しいのはなしだ」

「裕佳梨さん」零士はその名前を大事につぶやく。

「見たことがあるんなら話は早い。それが〈いるか人間〉だ。邪悪な〈いるか〉が思念を飛ばして操あやつっている。──いや、正確には『力を与えて、都つ合ごうのいいように使っている』という感じかな。とにかく〈いるか人間〉たちは、人類社会に少しでも多くの邪悪を送りこもうとする。悪意の大本である〈いるか〉は、人類をひとりでも多く地上から減らすことに喜びを感じているようだ。本当にヤバくなる前に、連中を俺たち暗殺部で速すみやかに排除しなければいけない。──そこのきみ、俺が何を言っているのかよくわからないって顔をしてるな」

「ええ、まあ」

「大丈夫、俺にだって本当に重要なことはよくわかってない」

「本当に重要なこと？」

「つまり、〈いるか人間〉と違って、邪悪な〈いるか〉を見たことがある人間はまだ一人もいない。断片的な情報から推測されただけの存在なんだ」

「なるほど」

　零士と鬼一は、放課後の卓球場にいる。卓球場の地下には、入部テストのために零士が監禁された部屋の他に、プールのような広さの射撃場がある。完全防音で、作業用のデスクが五つ並んでいて、標的をセットして動かすためのレールがデスクの位置に合わせて五列伸びている。レールの一番遠いところが、四〇メートルといったところだろうか。

「これ以上、いっぺんに話しても頭に入らないだろう。必要なことは、これからゆっくりと教えていくよ。〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉や、その副作用の話。〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉の話。でも、とりあえずはＳＩＧの話だ」

　そう言って鬼一は、零士に向かって拳けん銃じゆうを差し出した。

「弾倉はまだ入ってない。薬室も空からだ。銃身を覆おおってるパーツが、後退したまま停止しているだろう？　下着を脱ぎかけた女の子みたいになってる。これが銃の『ホールドオープン』という状態だ。この状態の銃はつまり弾切れで、安全そのもの。決して暴発しない。覚えておいてくれ」

「はい」

　零士はホールドオープンしたＳＩＧの拳銃を受け取った。

　ＳＩＧとはもともとスイス工業社の略称だったという。総合重工業の会社だった。そのあと銃器部門は売却されスイス・アームズ社となり、その傘下にはザウエル＆ゾーンやＳＩＧサワーという会社があって──そんなことを鬼一に説明されて、零士は「なんだかよくわからない、どうでもいい話」だと思った。ＳＩＧシリーズという銃があって、それがもらえるのなら、会社のグループ構造や歴史なんてどうだっていいのだ。

「今、きみに渡したのはＳＩＧサワーのＰ２２６エンハンスドエリート」と鬼一。「知ってる人間同士なら『Ｐ２２６』だけで通じる。九ミリ口径の弾を撃てる。弾倉にはそれが一五発入る。撃たないときは、引き金に指はかけない。トリガーガード──引き金を守っているような部品があるから、それに指を当てておく」

　零士は思う──たぶん、この人は説明好きなのだ。

　受け取った拳銃を両手で握り直す。なるほど、ホールドオープン状態の拳銃は奥のほうまで見えるせいかどことなく無防備な感じがして、鬼一が半裸の女の子にたとえた気持ちが零士にもわかる。しっかりした感触。本物の銃。今の状態だと高級な文房具のようでもあるが、実弾をこめれば銃口からは人の命を奪う純粋な破壊力が吐き出される。

「暗殺部に入るといっても、実際に殺すときになればためらいが生じたり、パニックに陥おちいることもあると思う。今は零士くんの身に次々と現実離れしたことが起きて、感情がついてきていない状態だから、逆に落ち着いているんだ。しかし訓練でできることには限界があるから、あとは実際にやってみるしかない」

　そうだろうな、と零士は思う。鬼一の言葉には説得力がある。

　鬼一は続けて言う。

「ホールドオープンの状態で、後退したまま停止している部品をスライドという。弾倉をさしこんで、スライドストップという部品を押すとスライドが前進し、薬室に弾丸がおくりこまれる。この時点ですでにハンマーが起き上がっているから、あとは引き金を絞るだけでいい。そして弾丸がなくなったら、またホールドオープンする。基礎の基礎だ」

「わかりやすいです」

「ハンマーが起き上がったままだと、持ち歩くときに危ない。だから、ハンマーを安全位置に戻す必要がある。そのための部品が、デコッキング・レバー。ＳＩＧ・Ｐ２２６の場合、グリップ側面のちょっと上のほうについてる。指で押し下げればいい」

「やっぱり、わかりやすい」

「なるべくわかりやすくなるようにこっちも努力してる。この手の説明は初めてじゃないしね。弾丸は、わかりやすくいえば弾頭と薬やつ莢きようでできている。引き金を絞ると、弾頭が相手に向かって飛んでいって、銃本体からは空になった薬莢が排出される。

　この空薬莢が、上手く排出されないこともある。そうなったら、まずは落ち着いて、マガジンキャッチというボタンを押して弾倉を取り出す。そのあと、スライドを前後に動かして引っかかった空薬莢を取り除いて、薬室内をクリアにする。それでもダメだったときは──近くにいる暗殺部の仲間に渡して、直してもらう」

「とにかく、スライドを動かせば弾丸が行き来する。慣れないうちは、仲間に頼る」

「そういうことだね。今、俺が言ったことを、考えずに手が動くようになるまで徹てつ底てい的てきに練習してもらう」




　零士は拳銃を持って、一番右端の作業デスクに向かった。そこにはすでに、細長い空の弾倉と、弾丸が入っているらしい紙箱と、柔らかい素材でできた耳みみ栓せんと、厚紙でできた人型の標的が用意されていた。紙箱には、「9mm　LUGER　115GRAIN　FULL METAL JACKET」と書いてある。

　箱を開けると、中には金属製の木の実のような弾丸が並んでいる。

　零士はＳＩＧ・Ｐ２２６エンハンスドエリート拳銃をデスクに置き、プラスチックのケースに入っていた耳栓をつけた。ちょっと硬いスポンジを思わせる感触だった。鬼一も、ポケットから自分の耳栓を取り出して装そう着ちやくする。これで周囲の音が大幅にカットされるが、大きな声を出せば一応会話は可能だ。

　デスク上に、空の弾倉が三本。零士は、紙箱の弾丸を弾倉に詰めていく。最初のうちはどうということもなく、弾丸を指で押し込み、順じゆん繰ぐりにバネ仕掛けの弾倉の奥へ奥へと送り込んでいく。

　しかし、七発目、八発目くらいからバネの抵抗が強くなってくる。

　あっという間に、指の腹が真っ赤になった。爪が悲鳴をあげていた。

「結構、指が痛いですね……」

「慣れてもらう。そのうちに、力の入れ方がわかる。指の皮も厚くなってくる」

　一二発で限界だった。

「ちょっと、無理かもしれません……」

「仕方がない。今日は、できるだけでいい」

　三本の弾倉に、それぞれ一二発ずつ。合計三六発だ。フルだと四五発になるはずだが、これ以上はもう、零士の指の力では弾丸がびくともしない。準備の段階で、もう大変だった。先が思いやられる。

　鬼一が、レールに厚紙の標的をセットして、作業デスクに埋め込まれたスイッチを押した。標的がレールに沿って動いて、七メートルほどの位置で止まる。標的には、拳銃を構えて怒った顔のエディ・マーフィというイラストが描いてある。

　──どうでもいいけど、なぜエディ・マーフィ？

「あれが標的だ」

　鬼一がエディ・マーフィを指さした。そして、零士の隣の作業デスクに向かう。鬼一はショルダーホルスターから自分の拳銃を抜いた。

「代表的な射撃の構えは二つ。二等辺三角形と──」

　そう言いながら、鬼一は両腕をまっすぐに伸ばして拳銃を構えた。ああ、そういうことか、と零士は思う。鬼一の構えを上から見れば、拳銃を頂点に綺麗な二等辺三角形を形成しているはずだ。

「もう一つは、利き腕の反対を曲げるやり方」

　スイッチを切り替えるように、鬼一は拳銃の構えを変えた。右腕は伸ばしたまま、左腕を曲げて銃を支えるようにする。ちょっとだけ、ボクシングの構えに似ている。

「実戦的なのは二等辺三角形という説もあるが……結局は個性という説もある。やりやすいほうで構えればいい」

　零士は、利き腕の反対を曲げるやり方を選んだ。悪いところは、鬼一が手取り足取り修正してくれる。しっかり構えると、拳銃が自分の骨の延長になったかのように落ち着く。
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　零士は満杯にすることができなかった弾倉を拳銃にさしこみ、鬼一に言われたことを思い出しながら、スライドストップを押した。ガシャン！　と鋭い音を立ててスライドが前進する。これで、薬室に弾丸が送り込まれたはずだ。

　実弾が装そう塡てんされて、零士は拳銃に命が宿ったように感じた。

　奇妙な感じ──命を奪う道具に、命が宿る。

　標的を狙う。

　エディ・マーフィに撃たれて死ぬのだけは嫌だな、と零士は思う。

　鬼一が言う。「銃の先端近くについている凸型の出っ張りがフロントサイト、逆に後部についてる凹っぽい感じの出っ張りがリアサイトだ。標的と二つのサイトが、一直線になるように狙う。ああ、でも、完全な一直線じゃだめだ。フロントサイトの真上に標的をのせる感じ──そうそう」彼はすでに自分の銃をホルスターに収納している。

　サイトの見方はわかる。そこは、ゲームと同じだ。ゲームとの違いは、指が痛くなるまで弾倉と格闘しなければいけなかったこと。

「銃そのものの狙いは正確ですか？」

「俺がいじったあとだ。変なクセはついてないはずだよ」

「じゃあ──」

　深呼吸してから、狙いを定めて、零士は引き金を絞った。
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　爆発、閃光。

　強い力が、突然、手の内側に発生する。

　手首に、鋭い反動。しかし、制せい御ぎよできないほどではない。自分で思っているより腕力があるのか、それとも、射撃とはこういうものなのか。

　耳栓をしているとは思えないほど、大きな銃声。脳が揺れる感じ。弾が出たのか、標的に当たったのかどうかはよくわからなかった。それどころではなかった。排出された空薬莢が床に落ちて金属音を立てた。──これが実銃なのか。凶暴、獰どう猛もう──しかし、高級な文房具のように精密。

「ちゃんとした構えで撃てば、たとえば小学生でもひっくり返ったりすることはない。弾丸にもよるけどね」と鬼一が言う。「ただ、引き金の絞り方があまりよくない。『ガクッ』って感じになってる。もっと手と指から余計な力を抜く。そして、引き金をまっすぐ後ろに絞る感じを意識する」

「はい」

「今日のノルマは三〇〇発。まずは銃声と反動に慣れる」

「はい」

　射撃再開。悪いところはすぐに鬼一が指摘してくれる。フォームや力の入れ方を細かく修正しながら、弾倉三本、三六発を撃ち尽くす。指の痛みを我が慢まんして弾倉に新しい弾を詰め、撃ちまくって、また再装塡。指の皮が破れそうだし、筋肉の疲労で腕が震えてくる。二〇〇発過ぎたところで、もう一発も弾倉に弾を入れられなくなって、そこから先は鬼一が弾込め作業だけはやってくれた。三〇〇発終わって、たしかに零士は銃声と反動に慣れ始めていた。

「そのうちに、耳栓を外して練習もする」鬼一は言った。「やりすぎると聴力が落ちるから気をつける。射撃のノルマを達成したら、筋トレ。トレッドミルでランニング。これから、土日以外は最低四キロ走ること」

「毎朝、ランニングで五キロ走ってました。そちらも再開します。筋トレも結構好きなので、あまり苦にはならないと思います」

「いい心がけだね」

　苦にはならないと思ったが、実際は違った。暗殺部の筋トレとランニングは、「体を傷めないギリギリ」を狙った過か酷こくなものだった。たとえば腕を鍛えるにしても、使うダンベルは全力で一〇回も持ち上げられるかどうか、という重量。ランニングも傾けい斜しやをきつめにつけて速度をあげて、心しん臓ぞうをいじめてポテンシャルを引き出すような内容。零士は考える──僕は暗殺部のことを甘く見て、何かあるたびにそれを修正している。

　体を鍛えるためのキーワードは「限界」そして「ギリギリ」だ。やりすぎはもちろん体によくないが、力を残しすぎても効果がでない。トレーニングのあと、卓球場の冷蔵庫にプロテインドリンクが用意してあったのでそれを飲んだ。冷蔵庫が置いてあるのは、卓球場一階の休きゆう憩けい室しつだ。飲んでいたら、女の子に声をかけられた。

「よー、零士くん」

「原田さん」

　原田魅杏だった。電でん気き椅い子すの少女。

「うお、それはよくないよ、うーん、ぜんぜんよくないー」

「はい？」

「みゃん──そう呼んでって言ったじゃん。仲間だよ仲間」

「魅杏さん」

「そうそう。まだちょっとカタいけど、まあいいや」と、ここで魅杏は周囲を見回し、「えーと。あれ？　部長は？」

「シャワーです」

「零士くんは？」

「もう浴びました」

「湯上がりプロテインかあー。いいねいいね。あたしも入部したばっかりのころを思い出すよ」

「魅杏さんも鍛えた？」

「今も、鍛えてる」魅杏は自信満々だ。

　零士は、彼女の体つきが気になった。魅杏は胸が大きくて全体的に肉感的で可か愛わいらしい。ただ肉感的というだけでなく、薄い脂肪の層の下に実戦用の筋肉がたっぷりとついているのかもしれない。スカートが短くて、彼女の脚線美に目を奪われそうになったが、零士は自制した。今は欲情よりも、同じ目的のために集まった仲間として友情を優先したい気分だった。

　魅杏はグラビアモデル風のポーズをとってくるりと回転する。そのポーズにどんな意味があるのかは、零士にはよくわからない。

「学校でも家でもね。ほら、死にたくないじゃん？」と魅杏。

「まあ、死にたくないですよね」零士は他人事のように言った。

「ゆーめーな格言を教えてあげよう」

「格言ですか？」

「訓練で汗を流したぶん、血を流さずにすむ──」

　そう言った魅杏は、どうだ！　という顔をした。

　それどっかで聞いたことあるや、と零士は思ったが、口には出さなかった。だから彼女は最初に「ゆーめー」だと断ったわけだし。

「輝佳さんは刃物が得意だと聞きました」

「ああー、テルはそうだね」

　魅杏は輝佳のことを「テル」と呼んでいるらしい。

「部長の鬼一さんはどんな感じでしょう」

「部長はなんでもいけるけど、サブマシンガンとショットガンが特にいいと思う」

「裕佳梨さんは？」

「今、この部ではハンドガン──拳銃の扱いが一番上手い」

「で……魅杏さんは？」

「あたしは、狙そ撃げき。ちょーとくいだよ」

「なるほど。ってことは武器は狙撃銃」

「うん。『でぃーくん』っていうんだよ、みてみる？」

「銃に名前つけてるの？」

「うん、かわいいもん」

　魅杏が飛び出していった。部員は普段、卓球場に入ってすぐの大部屋のロッカーに愛用の武器を保管しているのだ。すぐに休憩室に戻ってきた魅杏は、大きなライフルケースを抱えていた。その蓋ふたを開けると、でぃーくんがその姿を現した。

「正式名称はＤＳＲ‐１スナイパーライフル……」

　魅杏が愛いとおしそうにその名前をつぶやく。

「七・六二ミリかけ五一口径が弾倉に五発。ボルトアクションだよぉ」

　と、魅杏はライフルに頰ほおずり。

　大きなスコープがついている。デザインが直線的で、伸しん縮しゆく式しきのパーツが多いせいか、製図や測量にも使えそうに見える。

　問題は、銃に施ほどこされた数々の装そう飾しよくだった。零士は魅杏のセンスを疑うたがった。デコレーション・スナイパーライフル──デコ銃とでも言うのだろうか。まるでギャル系女子高生の携けい帯たい電でん話わのように、銃のあちこちにキラキラのシールやフェイクジュエリー、お菓子やフルーツを模もした小さなパーツが付け足してある。

「でぃーくん……か、かっこいいね」零士はお世せ辞じを言った。

「でしょー！」

　魅杏はどうだ！　と胸を反らせて威い張ばった。
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　深作零士と暗殺部の日々。

　翌日、朝起きたら筋肉痛が凄まじかった。自分の体が重く、しかしこれは間違いなく自分の体だと「痛み」が教えてくれる。今の零士には、自分の体の主人は自分だと断言できる。

　部長との約束なので、筋肉痛がひどくてもランニングに出る。いつもより多めの時間をかけてなんとか五キロ走りきって、軽くシャワーを浴びてから朝食。今日は食卓に両親がそろっている。白いご飯に納豆をかけて食べて、味噌汁を飲み、麦茶を飲み、サラダを食べて昨晩の残り物の温め直した唐揚げを食べて、ご飯をお代わりしてまた納豆をかけて食べた。あまりによく食べるので父も母も目を丸くしていた。父が言う。

「部活入ったんだってな。そのせいで、そんなに腹が減るのか」

　母が零士のかわりに答える。

「そうみたいなのよ。すっかり帰りも遅くなって。最近は学校から戻る時間が父さんとあんまりかわらないのよ」

「うん、超楽しい、トレーニング。ごちそうさまでした。凄く美お味いしかった！」

　部屋に戻って、制服に着替えながらニュースを見る。中野で高校生が殺されている。学校で騒ぎになるかもしれない。ライブハウスで放火殺人事件。一人暮らしの老人宅で強盗殺人。誘ゆう拐かい事件に大企業の不祥事。従業員の命を歯車か何かと勘かん違ちがいしている外食産業社長の会見。通り魔事件に若者による集団リンチ。どうでもいい芸能人のどうでもいいニュース。延々と続く不況と就しゆう職しよく難なん。時代劇でいえば悪代官の悪行を繰くり返かえしで見せられている感じ。「嫌な時代に生まれたものだ」と愚ぐ痴ちの一つも言いたくなるけれど、もっとひどい時代は歴史上いくらでもあげられるし（少なくとも零士は衣食住では困っていない）、結局こっちはタイムワープできるわけでもないので創意工夫で切り抜けていくしかない。

　授業はまじめに受ける。部長に「そうしたほうがいい」と言われたからだ。これから〈いるか人間〉との戦いが始まるが、それが人生のすべてになるわけではない。わりと早くに〈いるか人間〉との戦いに決着がつく可能性もある。暗殺部の活動はおおやけにはできない。暗殺部の活動では報ほう酬しゆうも発生するが、それは派は手でに使える金ではない。怪しまれれば逆に〈いるか人間〉に狙われる可能性もある。学校を卒業すれば、社会的な仕事につく必要がある。たぶん零士は、こんなに日常生活が変化したあとでも、大学受験は普通に受けるのだ。

　昼休みは卓球場へ。そこで短い時間を有効活用してトレーニング。筋肉痛を起こしていない箇所を鍛える。鶏肉とプロテインの昼食をとる。零士はふらふらで、休みながら午後の授業を受けて、そして放課後だ。部活──訓練の時間。




　卓球場に入ったら、例の大部屋に見知らぬ男子生徒が一人で長机に向かっていたので零士は驚いた。その男子生徒は髪を金色に染めていて、しかしところどころムラがあり、『戦場のメリークリスマス』に出ていたときのデヴィッド・ボウイみたいな髪型だった。

　少し眠たそうな、自分に酔っているような目つきだ。全体的に顔立ちは精せい悍かんに整っている。

「ふぅ……」

　和製デヴィッド・ボウイは大げさにため息をつき、

「まいるな、新入りのにおいがする」

　憂ゆう鬱うつそうに、完全に演じている口調で言った。

「はあ」と零士。「もしかして、小沢晃生さんですか？」

　まだ顔をあわせていない部員は一人だけだ。零士は消去法でその名前を口にした。

　和製デヴィッド・ボウイ──小沢晃生は、うなずいて立ち上がる。

「ちょっと、暑くないか」

「普通ですけど……」

「いや、暑いな」

　晃生はいきなりがばッと制服の上着を脱いだ。下はいきなり黒いピチピチのタンクトップで、たくましい大胸筋ではちきれそうになっている。小さなタンクトップなので、幾筋も割れ目が入った鎧よろいのような腹筋がむき出しだ。ボディビルダーとプロのキックボクサーのちょうど中間のような、凄い体。高校生には見えない。

「戦力として使えるのか、お前？」

　晃生はかなり失礼なやつっぽい、と零士は眉み間けんにしわを刻きざんだ。服を脱ぐだけならただの露ろ出しゆつ狂きようだが、初対面なのに「お前」と呼ぶのは無礼者だ。──もちろん、今はあまり使えないだろう、僕は。だからこそ、厳しいトレーニングをやっているんじゃないか。

「あの入部テストだけじゃ足りない気がするんだよ。俺はもっときつくても、いける」

「はあ……」彼はただ単純に体を鍛えているのではない。自分自身のことが大好きな人だ、と零士は気づいた。「部長は？」

「俺は副部長だ」と晃生が言った。

　質問と答えが嚙み合っていない。──彼が副部長で大丈夫なのか？　零士はとてつもない不安を覚える。

「部長は？」同じ質問を繰り返すと、自分が大間抜けに思えてくる。

「今日は、他の部員たちは暗殺任務だ」

　ようやくまともな答えが返ってきた。

　晃生は言う。「だから俺が、今日の子守係ってわけだ」

　なんなんだこいつは──正式な入部以降、零士は初めて後悔を覚えた。反感が膨らむのを抑よく制せいするのが難しい。一番イラつくのは、晃生の身長だ。楽に一八〇センチを超えている。零士とは、まったく正反対の人生を送ってきたに違いない。体格的に恵まれていて、ルックスもいい。彼女には不自由していないが、性格に難なんがあるから長続きはしない──そんなところだろうか。

「今日のノルマは、アサルトライフル二〇〇発、ショットガン五〇発、ボルトアクション・ライフル五〇発……基本的な銃種はすべて使えるようになってもらう。まあ、いきなり俺みたいになれとは言わないし、なれるとも思わない」

「副部長の腕前をよく知らないんですが……」

「生なま意い気きだな、お前。俺の腕前を知るっていうことは……そこは修しゆ羅ら場ばってことだぜ？」

　そう言って、晃生はさっき脱いだばかりの制服の上着を再び着た。やっぱり微妙に会話が嚙み合っていない気がする。それに、暑いんじゃなかったのかよ、と零士は思う。

　大部屋から地下の射撃場へ。五つの作業デスクすべてに大量の銃と弾薬が用意されていた。ナルシシストのくせに、準備はちゃんとしてくれるんだな、と零士は密ひそかに感心する。

　まずは、アサルトライフルから。基本は拳銃と変わらない。スライドのかわりにチャージングハンドル（コッキングハンドルともいう。どう使い分けるのかは零士にはまだよくわからない）を引いて、薬室に初弾を入れて、撃つ。

　排はい莢きよう不良が起きたときの対処法も、拳銃とほとんど同じ。ライフルの末端──いわゆるストックの部分を右肩の付け根のあたりに固定して、しっかりと構えて撃つ。左手で銃の前部──ハンドガードを支える。

　五・五六ミリ口径のライフル弾は、銃声こそ拳銃より鋭く凄まじいものの、反動は大したことがなかった。背の低い零士でも、簡単に制御することができた。ただし、一発撃つたびに筋肉痛を思い出す。

「単発じゃないか」

　弾倉を交換しつつ顔だけ振り向き、「はい？」

　晃生が注意してくる。「レバーをフルオートにセット」

「あ、はい」

　言われた通りにする。フルオート──全自動連射で引き金を絞る。

　──びっくりした。銃声の連打が耳を引き裂く。発射炎が目の前で派手に点てん滅めつする。そのとき弾倉は交換したばかりで二五発入っていたが、ほんの数秒で空になってしまった。大したことはないと思っていた反動も、立て続けだと後方によろめきそうになる。

「と──！」

　零士はなんとか踏ん張って、弾倉を抜き、薬室が空であることを確認後、アサルトライフルを作業デスクの上に置く。

「す、凄いですね……」と零士。

「俺のほうが凄い」と晃生。今日何度目かの嚙み合わない会話。

　アサルトライフルもショットガンもボルトアクション・ライフルも、使い方を覚えるのは簡単だった。それはそうだ。子供でも使える。紛争国では子供だって無理やり戦場に出されてライフルを撃ちまくっているのだ。

「今日の練習は、はっきり言って準備運動レベルだ」

　零士が射撃している間、退たい屈くつした晃生は途中から携帯ゲームをやっていた。スティックやボタンを操作しながら言う。

「いや、準備運動っていうか……俺にとっては呼吸と同じレベル」

「どうでもいいんですけど……」

「来週からは、俺がお前に格闘技も教える。そこからが本番だ」

「ええ……!?」色々な意味で最悪だと思った。まず、零士は格闘技が嫌いだ。次に、零士は晃生のことをどうしても好きになれそうにない。

「そんな嬉うれしそうな顔をするなよ。俺は強いぜ。最高の教師だってことを教えてやるよ。まあたしかに、お前がまったくついてこれない可能性は高いが……」

「…………」

　零士が格闘技が嫌いなのは、誰と戦っても体格差が圧倒的だからだ。格闘技によってはしっかりとした階級制がしかれているが、それはあくまでリング上での話。ケンカを始める前にいちいち契けい約やくして計量することはない。「小さいものが大きいものを倒す」のは技術次第では不可能ではない──そう思って零士は中学三年間合気道をやった。結論は、あまりに体格差があると、ストリートファイトではどんな技も役に立たないということ。




「暗殺部のスポンサーってどんな組織なんですか？」

　射撃のノルマを着々とこなしつつ、零士は携帯ゲームで暇ひまをつぶす晃生に話しかけた。

「スポンサー？」

「お金のでどころ。暗殺の依頼主。武器を提供してくれる人たち。そういうのが存在しないと、高校生だけの力で運営できる部活じゃないですよ、ここは」

「わからないかねえ」

「はい？」

「ちょっと頭を働かせれば、自力で気づきそうなもんだけどな。もちろん俺は、部長に訊ねる前にわかってた。こんなに美しい肉体を持っている上に、頭もいいんだぜ、凄くね？」

　晃生にこう言われると腹が立つ。すっかり悔くやしくなって、零士はショットガンに鹿撃ち用の散弾をこめながら必死に頭を働かせた。資金力は豊富で、学校そのものを支配する力を持ち、武器弾薬も用意してくれて、もしかしたら報道にも規制をかけられるような──。

「ああ」よかった、と零士は安心する。自力で答えに行き着いた。

「日本政府ですね」

「八割正解」と晃生。「正確には、世界中の政府が協力して作ったある極秘機関。それが暗殺部のスポンサーだ。その極秘機関は〈いるか人間〉に対抗するために作られた。正体を知られないように、いくつものダミー会社を経営している。たとえば先月弾薬を補給してくれた会社は『星せい輝き園えん牛乳配送サービス』というんだが、それはスポンサーの隠かくれ蓑みのの一つってわけだ。暗殺部はこの学校だけじゃなく、日本中に存在している」

「そんなにたくさん」

「たくさん、といっても東京都内はうちも含めて三校。日本全部で五〇くらい」

「それだと、多いのか少ないのか、ちょうどいいのか……よくわからないですね」

「欧米の高校にも、もちろんある。高校だけじゃなく大学にも。病院や消防署や警察や軍隊の内部にも、〈いるか人間〉を狩るための秘密部隊が作られている」

「病院や消防署や警察や軍隊にも」

「そう。病院や消防署や警察や軍隊にも。下へ手たをしたらＰＴＡにも」

「ＰＴＡにも」

「新聞社やテレビ局にも」

「すごい」零士は思わずつぶやいた。本当にすごい。

「それくらいの後ろ盾がなきゃ、こっちだって実銃ぶっ放す気にはなれないさ」

　晃生がもっともなことを言った。

　ここで零士は疑問を覚える。「でも、それなら警察や自衛隊で全部片付ければいいのに」

「〈いるか人間〉が厄やつ介かいなのは、正体をかなり上手く隠すことだ。どこにいるかわからない」と晃生。「そして〈いるか人間〉になりやすいのは大人だ。高校生が〈いるか人間〉になる率はかなり低い。警察や自衛隊には内通者がいる。だから俺たちは『本当に信用できる人間』と『最低限の接触』しかしないし、内通者がいる機関に『狩り』は任せられない。それに、若ければ若いほど〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉の精度も高い」

「その言葉を聞くのは二度目です。〈精神波探信音〉」

「必要になったら、部長が使い方を教えるさ。俺は教えないぞ。面倒だからな」

　どうせ教えてもらうのなら未但馬裕佳梨からがいいな、と零士は思った。異常な入部テストをくぐり抜けて、零士は彼女の仲間になることができた。「仲間」は、ただの「友だち」よりも上の関係のように感じる。

　零士は銃の使い方を知った。彼女は銃の使い方を知っている。とても大きな秘密を共有している。もっと深い絆きずなを結ぶこともできるのではないか──そんな甘い考えを抱いてしまう。

　さっき晃生は「今日は、他の部員たちは暗殺任務だ」と言っていた。──どうか裕佳梨さんに何事もありませんように。零士は一瞬彼女の身を案じ、心がざわついたが、すぐにもっと彼女を信じるべきだと反省した。

　零士と出会う前から裕佳梨は戦っていた。

　──彼女は自分よりもずっと上級者なのだ。















　零れい士じが副部長の晃こう生せいに不満を募らせている頃、部長の岡おか本もと鬼き一いち、スナイパーの原はら田だ魅み杏あん、刃物でバラす担当の石いし井い輝てる佳か、そしてエースの未み但馬たじま裕ゆ佳か梨りは、夕方の市民公園にいた。部活動の時間──暗殺任務だ。本当は防弾プレートやケブラーのベストを着込んで敵に仕掛けたいところだが、日本の市街地でそんな格好はあまりにも目立つ。結局、全員が高校の制服姿となる。完全な防弾装備で部活動をするのは、幸運が重なってよほど条件のいいときだけだ。

　相手は残ざん虐ぎやく非道の〈いるか人間〉──いや、待てよ、と鬼一は考える。鬼一や暗殺部の仲間たちは〈いるか人間〉の行為を残虐非道と表現することがあるが、その言葉はあまり正しくないのかもしれない。

　つまり、軸が違うのではないか。

　鬼一は何度も〈いるか人間〉が人を殺す瞬間を見てきた。なぜか彼らは基本的には無表情で、返り血を浴びると目だけが昏くらく笑っていた。彼らはやはり、すでに人間ではなく、残虐非道という単純な言葉では表現しきれない、まともな人間にはまったく想像のつかない、独特の思考回路に従って人を殺しているのではないか。

　公園をぐるりと柵が囲んでいて、出入口には開閉式フェンスの門もん扉ぴがあった。そのフェンスには「公園清せい掃そう日び」という札がさがっている。しかしその札は、〈いるか人間〉たちが余計な人間たちをしめだすために用意したものだと鬼一たちは知っていた。事前の情報収集は完かん璧ぺきなのだ。暗殺部の三人──スナイパーである魅杏はここから別行動をとる──は、柵を乗り越えて公園の敷地内に侵入する。

　その公園は学校の敷地を数倍したような広さで、大半はクヌギやケヤキの雑ぞう木き林ばやしだ。入ってすぐのところに管理事務所と売店があり、今日はどちらも閉まっている。雑木林の隙すき間まを、散歩用の小道が蜘く蛛もの巣のように走っている。

　公園のほぼ中央に休きゆう憩けい所じよがあった。屋根はついているが、壁かべはなく吹きさらし。丸太を半分に切ったテーブルと長なが椅い子すが設置されていた。そのすぐ近くを小川が通り、小さな橋がかかっていて、公園の北側にやはり小さな池がある。

　休憩所と小川にかかった橋の周辺に怪しい人影が集まっていた。〈いるか人間〉たちばかり八人ほど。スポーツバッグとアタッシェケースで品物をやりとりしている。中身は違法な武器や薬品、〈いるか人間〉たちが自分たちの欲望を満たすための道具だ。

　暗殺部がずっと追いかけている「組織」がある。〈いるか人間〉たちの集まりだ。一人でも厄やつ介かいなのに、やつらが力を合わせると本当にろくでもない。大金が動いているし、相当な大物が絡んでいるらしく密輸品の武器は質、量ともに充実している。〈いるか人間〉たちにはどんな拷ごう問もんも無意味なので──彼らは使い捨てのように簡単に自殺する。スイッチ・オフの感覚で〈いるかの子ども〉が宿主の脳を殺してしまう──なかなか末端を潰つぶす以上のことができない。

　鬼一たちは、雑木林を使って身を隠しつつ彼らの様子を窺うかがった。

「……八人か……服の下が膨ふくらんでる、全員武装してるな」

　鬼一は小声で言った。

「……ぃ……ぉ……ぅ……」

　輝佳は、意識して声を小さくする必要がない。もとから聞き取れない。しかし、鬼一と裕佳梨にはなんとなく彼女が何を言いたいのか理解できる。彼女は「そろそろ無線をオープンしてもいいのではないか」と言っている。

　鬼一たちは無線機のスイッチをオンにした。片耳だけに受信機をつけ、マイクは喉のどにはりつけている。小声でも十分に会話できる高性能だ。一人だけ別行動の魅杏と連絡をとる。

「こちら突入チーム。園内だ。敵を八人確認」と鬼一。「そっちは？」

『位置についたよぉ』と魅杏。彼女は、公園全体を見下ろすことが可能なビジネスホテルの一室にいる。銃口を出すために、ホテルの人にはないしょで窓に丸く穴を開けた。雑木林が邪じや魔まになるが、休憩所や橋のあたりは比較的見通しがいい。『でぃーくんもばっちしばっちし』

　でぃーくんは例のスナイパーライフル──ＤＳＲ‐１だ。銃声を抑よく制せいするために、専用のタクティカル・サプレッサーを取り付けている。

　鬼一が持ってきた拳けん銃じゆうもサプレッサー装そう着ちやく済みだ。銃の名前はＨＫ45Ｃ。四五口径で安定感のあるデザイン。オプションのネジ山付きバレルに交換してあり、通常の八連ではなく一〇連の弾倉がさしこんである。

　裕佳梨の銃は、ベレッタＰｘ４ストーム。口径九ミリ。二〇連弾倉。美しい少女にふさわしいエレガントな外見の拳銃。おそろいのサプレッサー。裕佳梨の場合は、暗くなったときのためかフラッシュライトまで取り付けていた。

　変わっているのは、輝佳の武器だった。

　竹刀しない袋ぶくろに入れて持ってきたそれは──本物の日本刀だ。

　体の小さい輝佳が、美しい鞘さやに収まった刀を大事そうに抱えている。

　その刀は、幕末によく使われた一一代目兼かね定さだの作だという。刃渡り八四センチ。刀身が砂丘のように滑なめらかに反っている。山脈を連想させる刃は紋もんが浮いている。朱しゆ漆うるし塗ぬりの鞘に、小型の実戦的な鍔つば──いわゆる会あい津づ拵ごしらえである。輝佳の刀にはＬ字型のフックがついていて、ベルトに引っ掛けることができる。

　輝佳は、はっきり言って射撃は下へ手ただ。しかし、その体格や容姿からは想像できないほど見事に日本刀やナイフ類を使いこなす。輝佳は父親が古流剣術の道場主で、母親は薙なぎ刀なたの名人。英才教育を受けたサラブレッドだ。

「やろうか」

　鬼一が言う。

「俺がやつらの九時方向に、裕佳梨が六時方向に回りこむ。三時方向に輝テ佳ルだ。魅杏ミヤンの狙そ撃げきで先制。ほぼ同時にテルが斬り込む。そのあとは、相手の混乱に乗じて皆殺しだ。配置完了後、一〇秒後にスタート。問題は？」

「ない。──やろうよ」

「……ぁ……ぃ……」

『それでいいよぉ』




　──数分後、他の部員から無線で「所定の位置についた」と連絡が入ってきた（輝佳の無線からは「フ──ッ」と興こう奮ふんした猫の鼻息のようなものが聞こえてきただけだったが、それで十分だった）。鬼一も、〈いるか人間〉たちの集まりの九時方向にある草むらに潜せん伏ぷくしている。

　鬼一は「じゃあ、始めるぞ」と告げた。一〇秒のカウントダウン。九、八、七──鬼一はＨＫ45のスライドを少しだけずらして薬室内を確認し、いつでも撃うてる状態であることに安心する──六、五、四──輝佳が親指で刀の鯉こい口くちを切る──三、二、一──裕佳梨が中腰になってベレッタのハンマーを起こす。




　大口径スナイパーライフルの銃声は、サプレッサーをつけてもそう簡単に減じられるわけではない。よく振ったコーラを開けた程度の音は避さけられない。しかし数百メートルは離れているので、鬼一たちの場所まで魅杏の銃声が届くことはなかった。いきなり、八人いる〈いるか人間〉のうちの一人──どこにでもいそうなスーツ姿の中年男性──が吹き飛んだ。その胸部に大穴が開いていた。弾丸が貫かん通つうした心しん臓ぞうが破は裂れつして、肉片と骨のかけらが周囲に散らばる。破れた血管がポンプのように血を噴き出す。

「……ッ！」

　倒れた男の体が何度か痙けい攣れんした。完全に死亡すると、その耳からドロリとしたゼリー状の〈いるかの死体〉がこぼれ出る。

〈いるか人間〉たちの反応はさすがに素早かった。彼らは──ほとんどが男性だが、一人だけ中年女性がいた──懐ふところや腰のホルスターから拳銃を抜いて、それぞれ遮しや蔽へい物ぶつをとったり激しく動き回ったりした。魅杏による二発目の狙撃。しかし、当たらない。

　輝佳の出番だった。彼女は兼定の刀をベルトに引っ掛けて、無む造ぞう作さに〈いるか人間〉たちにつかつかと歩み寄っていく。無む駄だのない歩法で一気に間合いを詰めて、左手で鞘を引き出しながら右手で斬る。抜いてから斬るのではなく、抜きながら斬る。横一文字に強い抜き打ち。鞘放れの一刀。〈いるか人間〉の男の両腕が地面に落ちて、それから胴体が両断されて上半身が転がる。こぼれた内ない臓ぞうが大蛇のようにのたくる。

「……ぁ……！」

　輝佳はすぐに次の敵に向かっていって、一撃で首をはねた。白刃の閃ひらめきはほとんどかまいたちの速度だ。彼女は〈いるか〉に対して恨うらみがあるので、念には念を入れて宙を舞う生首をもう一度斬る。カツンッ！　という気持ちのいい音がして、頭ず蓋がい骨こつが縦に割れる。半分になった顔面はできのいいＣＧのようだ。
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　ここで、鬼一と裕佳梨も飛び出した。歩きながら、リズミカルに引き金を絞る。二発撃って照しよう準じゆんを修正、二発撃って照準を修正。その繰くり返かえし。鬼一は、中年女性の〈いるか人間〉の頭部に四五口径を二発。着弾と同時に射出口の後頭部が爆はぜて消失。鬼一は最初に頭を狙うくせがあり、裕佳梨はまず胸に二発撃ちこむくせがある。二人で、たちまち四人の〈いるか人間〉を射殺する。あっという間に敵は残り一人となり、輝佳が動けなくしたので、裕佳梨がとどめをさそうとしたが──

「待ってくれ」

　鬼一は生け捕りを提案した。

「『ドライバー』が近くに待たい機きしてる。拘こう束そくして、運んでもらおう」

「ドライバー」とは、暗殺部が契けい約やくしているプロの運び屋だ。本名は不明。依頼し、前金を振り込んだら、確実に仕事をしてくれる。どんなルートでも、たとえカーチェイスがあろうと、必ず時間通りに車を走らせる。

「……拷問しても、無意味だと思うけど……」

　裕佳梨が退たい屈くつそうに言った。

「わかってる。別の使い道がある」















　大手居酒屋チェーンの従業員で〈いるか人間〉の結ゆう城き隆たかし。

「あなたは、頭の中に〈いるか〉を飼っていますね」

　牛丼屋でスーツ姿の美しい女性に話しかけられた。ショートカットで、高価そうなメガネをかけている。

「……あなたも、そうなんですね」

「はい。私は、もう長いこと〈いるか人間〉としてある組織で働いています」

「組織？」

「〈いるか人間〉の集まりです」

　牛丼屋では落ち着かないので、場所を近くの喫きつ茶さ店てんに移した。二人とも〈いるか人間〉なのに、選んだ店にはたまたま熱帯魚の名前がついていた。『ブラック・ネオンテトラ』──店名は熱帯魚の名前だったが、店内には水すい槽そうの一つもない。ただし、流れているＢＧＭは、懐かしいＷｉｎｋの『淋しい熱帯魚』だ。

　声をかけてきた女は御み園その瓜うり子こと名乗った。

「ミソノウリコさん」

「はい」

「自分は結城隆です」

「知っています」

「なんのごようでしょうか」

　結城は平坦な声で言ったが、内心はすでに目の前の女に欲情していた。簡単にいえば勃ぼつ起きしていたし、できることならこの場でセックスを始めたいほどだった。〈いるか人間〉になってからというもの、たしかに自制心が弱くなってきている。セックスのためならどんな暴力もためらわないし、邪じや魔まになりそうな人間は全員殺すつもりだ。もしもミソノウリコを抱けないのなら風俗に行くしかないし、その金が足りなかったら適当に一人暮らしの女を見つけて強ごう姦かんして殺すしかない。

「あなたは誰かを犯したり殺したりしたい」

　御園が、見み透すかしたように言った。

「そうです」結城は素直に認めた。「殺したり犯したりでもいいです。順番はどうでもいいんです」

「あなたの希望はかないます」と御園。「その前に、組織の話をしましょう」

「〈いるか人間〉の集まり、ですね」

「世界的な組織です。人間の組織に比べれば規模は小さいかもしれませんが、世界中のどこにでも組織の枝は伸びています。たとえばあなたがインドにいっても、ベネズエラにいっても、北極に近い寒い国だとしても、そこでは組織に所属する誰かが活動している。みなが協力しあっている」

「行動を制限されるのは嫌ですが」

「行動は制限しません。組織のことさえ秘密にしているのなら、あとは自由です」

「組織に所属することで、具体的なメリットは？」

「武器や資金を提供します。刃物はもちろん、高性能な外国製の銃器でも入手できます。死体を処理するためのチームも派は遣けんします」

「至れり尽くせり、ですね」と結城。「そして、あとは自由に人を殺すだけでいい」

「その通りです。たくさん殺してください」御園はにんまりと笑う。「殺す人数が多ければ多いほど、その死に意味がなければ、ないほどいい」

「大量の無意味な死」

「──それがいずれ、我々にとってのみ大きな意味を持つようになる」

「〈いるか人間〉だけの利益になる？」

「利益という言葉はあまり相応ふさわしくないかもしれません。人間の死によってもたらされる現象は、我々にもコントロール不可能だからです」

　結城は首を傾げる。「つまり、何が起きるんです？　現象とは？」

「〈地球コブ〉です」

「それは、なんですか？」

「小さなものは〈地域コブ〉、大きなものが〈地球コブ〉です。コブとはつまり、不自然な膨ふくらみのことを指します」

「それは腫しゆ瘍ようや、腫はれて盛り上がった皮ひ膚ふのような意味での瘤こぶですか？」

「そうです。その瘤です。とりあえずこのあたりに、破は裂れつ寸前の〈地域コブ〉が一つあります。とあるパチンコ店の地中深くです。そのパチンコ店を拠点として、人間の恐怖と死を収集してください。

　──簡単なことですよ。いつもと同じようにやればいいんです。武器が強力になり、組織との連れん携けいで手順はより効率が向上します。大事なことなのでもう一度言います。人間にとって無意味な死が、〈いるか人間〉にとって大きな意味を形成していくのです」

「さっきから質問してばかりですが」恐縮しつつ結城は言う。

「構いませんよ」御園は噓うそっぽく微笑ほほえんでいる。

　結城は微かに前のめり気味になり、

「その瘤が破裂するとどうなりますか？」

「……わかりません。さっきも言ったように、普通の〈いるか人間〉にはコントロール不可能なんです」御園は頭かぶりを振る。「しかし、一つだけ断言できることがあります。瘤の破裂によって、我々の世界は正常化します。それは、人間社会には歪ゆがみや怪異となって現出します」

「なるほど、正常化」

　具体的ではないが、御園の話には説得力がある、と結城は思う。なんとなく結城は、このまま彼女とセックスすることができそうな気がしてくる。

「不ふ思し議ぎなものですね」結城は唇くちびるを笑みの形に歪めた。「頭の中には〈いるかの子ども〉がいる。強制的に組織に参加するように命じることもできるはずだ。それなのに、こうして話し合いがされている」

「〈いるかの子ども〉は私たちを操あやつり人にん形ぎようにしたいわけではありません」御園はテーブルの上で手を組んで、そこに自分の顎あごを載のせた。「〈いるか〉は私たちを解放してくれるだけです。私たちがやりたくないことは、基本的にはやらせない」

「……組織に入らない理由はなさそうです」

「ありがとうございます。仲間が増えるのは喜ばしいことです」

「よろしくお願いします」

「〈いるか帝国Dolphin Empire〉にようこそ」
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　目を覚ましてベッドの上で軽く体をひねるといきなり筋肉痛でぞっとする。──僕は体をいじめすぎているのではないか？　いきなり筋肉痛、いきなり空腹。

　零れい士じが感じている痛みは現実的なものだが、暗殺部の目的はまだまだあやふやだ。たしかに零士は〈いるか人間〉を目もく撃げきした。頭の中に変な生物が入っていた。しかし、肝心の「〈いるか人間〉が何か悪いことをしている場面」は見たことがない。彼らが邪悪だというのは、暗殺部の部員から話として聞いただけだ。

　とんでもない集団妄想に付き合わされているのだとしたらどうしよう──馬鹿げた、無む駄だなトレーニングではないかという不安に襲おそわれる。

　あまりにも今までの日常からかけ離れている。

　こういうときは、鬼き一いちからもらった「ケース」を開けてみるのが一番だ。零士は、ベッドのすぐ近くに転がしておいた学校指定のスポーツバッグの中から強化プラスチックのケースを取り出した。暗証番号と、零士の指紋・静脈パターンを認証しなければ解かい錠じようされないようになっている。内部に爆薬が仕掛けてあるので、無関係な人間が無理にこじ開けようとしたら中身は粉々に吹き飛ぶという。そんなものを持たされているこちらの身にもなってほしいところだが、なにしろ中身は拳けん銃じゆう──ＳＩＧ・Ｐ２２６エンハンスドエリート──なのだから、いくら用心しても足りないのだろう。

　必要な認証をおこなって、ケースを開ける。

　拳銃、予備弾倉、予備弾薬、クリーニングキット。

　他の部員たちは肩やベルトにさげたホルスターに銃器を携けい行こうしているが、零士はまだ「見習い期間」なので必ずケースに入れて持ち歩かないといけない。鬼一に厳しくそう言いつけられている。零士はもっともだと思ったので素直に部長の指示に従う。

「…………」

　銃を握る。確かな重量感。どんなに現実感がなくても、この銃が本物だという現実は疑うたがいようがない。そしてこの銃は零士のものだ。この実感のためだと思えば、どんな厳しいトレーニングにも、どんな不安にも耐えられそうな気がする。

　そのとき、足音がした。零士は慌あわてて銃をケースに戻し、施せ錠じようしてからスポーツバッグに突っ込んだ。やってきたのは母親だった。いきなり零士の部屋のドアを開けて、

「おはようー。今日もランニング行くの？」と訊いてきた。

「ちゃんとノックしろよ！　返事するまでドアを勝手に開けないのとか常識だろ！」

　零士は思わず声を荒らげた。

「あら、ごめんね」

　零士の母は驚おどろきの顔でそう言って、それから何か急に思いついて、少し照れたように笑って踵きびすを返した。

「あらやだ。本当になんだかごめんねえ」

　勘かん違ちがいされているが、訂正するのも難むずかしい。零士は顔を真っ赤にして、「そういうんじゃないから！」と怒ど鳴なった。




　登校後、昼休みになって零士は卓球場に足を運んだ。今日は部長の鬼一、副部長の晃こう生せい、裕ゆ佳か梨り、魅み杏あん、輝てる佳か──部員が全員そろっていた。零士を見て、鬼一が「きたね」と微笑ほほえむ。零士は、彼がこういう笑い方をするときはろくなことがない、と短い期間で学習していた。

　零士は訊ねる。「今日の昼トレはなんでしょうか」

　鬼一が言う。「地下だよ」

　卓球場の一階に、大部屋（かつての練習場）、休きゆう憩けい室しつ、仮眠室、シャワールーム、トレーニングルームがある。地下一階には、射しや撃げき場じよう、銃火器保管庫、格闘技練習用スパーリングルームなどがある。

　零士。「射撃場ですか？　それともスパーリングルーム？」

　鬼一。「監かん禁きん部屋のほうだ」

「ああ」零士はうっかり忘れていた。地下にはその部屋もあった。思ったとおりだ。この流れだと、たぶん、ろくでもない。

　監禁部屋ではひどい目にあった。結果的には入部テストは無事にクリアして凄すさまじいまでの充実感を味わったのだが、単純に「いい思い出」に分類することはできない。思い出すだけで腹の内出血が再び痛み出しそうだ。

　暗殺部全員で地下の監禁部屋に移動すると、そこに一人の男性が後ろ手に縛られて拘こう束そくされていた。めちゃくちゃに殴なぐられたあとのようで、顔の大部分が赤黒く腫はれあがり、身につけたシャツとジーパンのあちこちに血が滲にじんでいる。

　零士は嫌な予感──というより、はっきりと暴力が近づいてくる気配を感じ取って、緊きん張ちようの面持ちで拘束された男を観察した。負傷のせいで表情がわかりづらいが、年寄りではない。短い髪かみの毛けが血と汗で濡れている。耳と鼻にピアスをいくつかつけていたが、何個かが引き千切られて裂さけている。

「殺していいよ、こいつ」

　晃生が軽く言った。

「拳銃、持ってきてるだろ？」

　鬼一が訊ねてきた。

「はい」とうなずき、零士はスポーツバッグから拳銃の運うん搬ぱんケースを出す。

「この男を殺すんだ」鬼一はやっぱり微笑んでいる。「説明するまでもないと思うが、こいつはちょっと前の仕事で拉ら致ちした〈いるか人間〉だ。初仕事をする前に、一度、本物の殺しを経験しておいたほうがいい。わかるよね？」

「わかります」零士は答えた。本当のところ、わかっていなかった。いや、鬼一が何を言いたいのかはわかりやすいが、それが自分のこととなると──「わかりたくない」というのが正確なのかもしれない。

　──わかりたくはないが、わからないといけないし、やれと言われたことはやらねばならない。暗殺部はそういうふうにできている。

「昼休みの間に決着つけないと、ヤバいんじゃないの」

　退たい屈くつそうな、クールな声で裕佳梨が言った。

　なるほど、と零士は思う。制限時間つきだ。




　とりあえず、零士は解錠してケースを開けて、ＳＩＧのＰ２２６エンハンスドエリートを手にとった。この状況にふさわしい選択肢が必要だった。素手では「逃げる」か「時間切れ」しかない。道具ツールが選択肢オプシヨンを増やしてくれる。撃うつのか撃たないのかが、最後の選択肢フアイナル・オプシヨンだ。零士は拳銃に弾倉をさしこみ、スライドを引く。重厚な金属音とともに、薬室に初弾が送りこまれる。たいていの高校二年生がそうであるように、零士はまだ人を殺したことがない。一人も、ない。

「ぼっぼばえだ！」

　いきなり拘束された〈いるか人間〉がそう怒鳴ったので零士はびくっと震ふるえて一歩さがった。彼は後ろ手に拘束されたまま膝ひざ立だちになり、目と口を限界まで大きく開けて、よだれをまき散らしながら威圧的だが不自然に抑よく揚ようのない声で怒鳴り続ける。

「あーがえだ、いる串みまた絵もゆーぎんなって、調子に乗っかかかかって、知らず知らずに、ったぶでぶぶえまえば、きーんきんか、ジュー頃で、いんきりりりり、くいずんぼるげどば、ぼっぼばえだ！」

　ほぼ日本語になっていなかった。だが、男──〈いるか人間〉の声には異様な迫力があり、零士はまるで呪文を浴びせられたような気分になった。その声によって、頭ず蓋がい骨こつの中身がやすりで直接削けずられる。

〈いるか人間〉のその罵ば声せいを聞いて、零士は「こいつは、生かしておいてはいけない」と直感した。古代のホモ・サピエンスが、生まれて初めて凶暴な肉食獣と遭そう遇ぐうしたときも、こんな感覚を味わったのかもしれない。〈いるか人間〉──こいつらは間違いなく人間を食う。

「普段は人間として社会に溶け込んで生活している〈いるか人間〉だが……」と鬼一は言う。「追い詰められると、こうして本性が出る。取とり繕つくろえなくなる」

　鬼一はホルスターから自分の拳銃を抜いて、〈いるか人間〉の右膝を撃った。ちょうど膝の皿あたりが割れて、血が噴き出し、〈いるか人間〉はバランスを崩して引っくり返る。

　陥かん没ぼつした膝は、小さな噴火口のようだった。

　鬼一は言う。

「きみは不ふ思し議ぎに思っているはずだ。『どうしてこんな苦しめるやり方を』ってね」

「はい」どうしてこんな苦しめるやり方を？

「証拠を見せるためだ」

「証拠なら、見ましたよ……裕佳梨さんが殺した男の頭の中に、〈いるか〉が」

「殺して、頭を開いて中身を確かめるやり方もあるけれど」

　そう言いながら、鬼一はもう一発撃った。今度は左足首。くるぶしから先がちぎれかけて、通常ではありえない方向に折れ曲がり、砕けた骨が露ろ出しゆつする。

「こういう方法もある、というのを教えておきたい」

　変化が始まった。〈いるか人間〉の男の顔が、前方に向かって膨ふくらみ始はじめたのだ。口が細長く尖とがり、すべての歯が鋭い牙になる。目の白い部分が消えて真っ黒になり、無機質に濡ぬれて輝く。
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　その黒目は石油に似ていて、濁にごった色だ。

　男の顔面から首にかけて太い血管が浮かび上がり、はちきれそうだ。いつの間にか男はトップクラスのボディビルダー並みに筋肉質になっていた。筋肉が膨ぼう張ちようした結果、鬼一に撃たれた二箇所の銃じゆう創そうはそれほど目立たなくなり、信じられないことに男は立ち上がった。

　男を後ろ手に拘束しているワイヤーが、限界まで伸びて切れそうになっている。

　人を撃つことの恐怖よりも、変化する〈いるか人間〉への恐怖がまさった。

　狙いを定めて、零士はＳＩＧ・Ｐ２２６の引き金を絞る。

　距離が近かったので、初弾を男の頭部に当てることができた。変形して魚類に近づいた顔面にボツンと弾だん痕こんが生じる。貫かん通つうしない。ドロドロと血が垂れる。

「もうダメだ、と思った〈いるか人間〉はこうなる」

　鬼一が言った。

「極端な魚顔化というか、とにかく変身の一種だ。身体能力が格段に向上する。しかし、一度変身するともう元の人間には戻れないから、社会に溶けこむことはできない。だから、〈いるか人間〉にとっては最後の手段になる」

〈いるか人間〉の男はふらっとしたが、まだ立っていた。零士は撃ちまくった。弾倉の中にあった一三発をすべて男に着弾させた。

　頭部に二発、胸部に五発。

　下腹部に一発、右肩に一発、右腕に一発。

　左肩に一発、右太ももに一発、左足に一発。

　体中に穴が開いて、男はようやく倒れた。ただ、びくびくと痙けい攣れんしている。

　零士が銃口から吐き出したのは破壊力ではなく、恐怖が弾丸の形として具現化したものでしかなかった。

　人は恐怖によって引き金を絞り、恐怖によって他の動物を殺すのだ。

　まるで、血がたっぷり詰まった革かわ袋ぶくろに針で穴を開けたみたいだった。ぴゅーぴゅーと穴という穴から血が噴いている。血と一緒に、ゼリー状の何かもこぼれる。これは、生命力が流出していく光景だ。人間とは相あい容いれない、異質な動物の生命だ。

　男の体が急にしぼんでいって、皮ひ膚ふは古いゴムのようにたるむ。

　零士は不思議に思う。──筋肉や内ない臓ぞうはどこにいってしまったのか？　もしかして、溶けたとか？

　生き物を殺した嫌悪感は覚えなかった。ただ、零士は安あん堵どしていた。〈いるか人間〉の生命活動が停止したことを嬉うれしく思った。自分が〈いるか人間〉を殺せたことが誇ほこらしかった。充実感があり達成感があった。零士にとってこんな気分は、小学四年生のときに逆上がりができて以来だ。

　あの「変身」がなかったら、もうちょっと殺しの後味は悪かったかもしれない。そういう意味では、やはり暗殺部の部長──岡おか本もと鬼一のてのひらの上で跳ね回っていただけなのかもしれない。かもしれない、ばかりだ。

　零士は、自分が「使える兵士を作り上げるためのレール」に乗せられていると感じた。入部テストから、たった今の殺しまで。「大きな組織がバックについている」という話も晃生から聞かされていたので、逮たい捕ほの不安に襲われることもない。銃の撃ち方を教えてもらって、実銃をプレゼントしてもらって、最初の殺しまでワンセット。

　零士は思う──僕は甘やかされた殺人者だ。

「やったね」と、鬼一が言った。

　卓球場には、コンパクトな焼却炉まで用意されていた。古いＳＦ映画に出てくるタイムマシンみたいな外観の焼却炉だった。〈いるか人間〉の死体は簡単に灰になって、卓球場の裏に穴を掘って埋めるともうわからなくなった。
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　深ふか作さく零士が暗殺部に入って二ヶ月が過ぎて、冬になった。その二ヶ月間で、零士は鬼一たちが拉致してきた〈いるか人間〉八人を殺し、合計すると三〇〇キロ近く走り、訓練で一万発近い弾丸を消費し、一二〇杯分のプロテインを飲み、体脂肪率は減ったのに体重は四キロ増加し、しかし身長だけはほんの誤差程度しか変化がなかった。トレーニングの効果が出てきて、背は低いままでも筋力も体力も大幅に向上していた。

　晃生から格闘技の訓練も受けた。性格に問題があるものの、彼は優秀な教師と言えた。体格差があっても勝つ方法を何パターンも教えてくれた。

　晃生は言った。

「とにかく、敵の股こ間かんに蹴けりを当てにいくこと。急所への攻撃は防がれやすいから、腹、膝関節、そして股間への『打ち分け』を意識して相手を『揺さぶる』こと。パンチで鼻骨を折りにいく、掌しよう底ていで顎あごを打つ。指をそろえて目を突くほうが効果的な場面もある。手刀で喉のどを打ち、膝でみぞおちを蹴り、肘ひじで相手のこめかみを『切りに』いく。運良く敵の後頭部が目に入ったら全力でそこを叩く。状況によっては背骨に肘打ち、というのもいい。足を引っ掛けて、相手を背骨から地面に落とす。普通の格闘技の試合で『禁止されていること』を全部やる」

　実戦的だった。これだとたしかに体格差をカバーできるかもしれない。晃生と、防具をつけてスパーリングもやった。週に何回かスパーリングを行うと、零士は自分の体を機械のようにカスタマイズしていく感覚を味わった。たとえばロボットが出てくるゲームで、主人公が使う機体にどんどん改良パーツや新しい武器を追加していく、あの感じ。

　カラオケボックスで、新入部員歓迎会のようなものが開かい催さいされて、そのときの主役は当然零士だった。場所がカラオケなのは、歌うよりもむしろ暗殺部の話を人に聞かれないための配はい慮りよだった（それでも「自分大好き」な晃生は、自分に酔ったようにうっとりとバラード系を何曲も歌った）。

　色々なことを話した。零士が特に聞きたかったのは、他の仲間が暗殺部に入ることになった経けい緯いだった。

　晃生はもともと銃器好き格闘技好きで、鬼一にスカウトされたらしい。その性格上トラブルメーカーになりがちだった晃生は入部前から鬼一に助けられていて、その恩を返すためという意味もあった。

　魅杏は、親しん戚せきの一人が〈いるか人間〉になってしまって、あと少しで自分も殺されるところだった。その〈いるか人間〉を、先代の部長が殺したおかげで魅杏は命拾いし、それが暗殺部に入る切っ掛けになった。

「あぶなかったんだよぉー。ちょー死ぬ寸前だったかんじ」

　と魅杏は言った。彼女の口調には緊迫感が足りなくて、つい「そんなに危なくはなかったんじゃないか」と疑ってしまう。

　鬼一は輝佳と同じで、〈いるか人間〉に親を殺されていた。彼は言う。

「順序は違うんだよ。まず俺の友人が〈いるか人間〉に殺されて、その報ほう復ふくのために暗殺部に入って、そのあと両親を〈いるか人間〉に殺された、わりとまずい連れん鎖さに巻き込まれちゃったんだな」

　不思議なもので、口調は軽くても、魅杏と違って鬼一の言葉はその緊迫感を失うことがなかった。

　そして裕佳梨には──。

「……色々あったような気がするけど、忘れたな」

　なんとなく、はぐらかされてしまった。




　鬼一から、〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉のことも教えてもらった。

「暗殺部なら、体のどこかにこの錠じよう剤ざいを身につけている。たとえば、小さなケースをペンダントにしてそこに入れておくことが多い。俺はそうしている」

　と鬼一は自分の首にさがったペンダントを零士に見せた。

　あっさりした地味なデザインはまるで軍隊の認識票のようで、普段は完全に服の下に隠れていたのでそれまで気がつかなかった。

　鬼一は小さなケースを開けて、中から小さな白い錠剤を抜く。

「〈生命躍動剤〉だ。バファリンみたいだろ？　でも、信じられない効果を発揮する。これを飲んだら、かなりの重傷でも一瞬で治る」

「かなりの重傷？」零士は訊き返した。

「脳や心しん臓ぞうのど真ん中に弾丸が食い込んでいると無理だが、それ以外ならたいていは治ち癒ゆ可能だ。この錠剤を飲むだけで」

　鬼一はペンダントのケースに錠剤を戻し、服の下に隠す。

「特別な薬なんだ。そして特別な薬には、特別な副作用がともなう」

「副作用」

「傷が治癒した直後、副作用が発生する。その内容には個人差がある。それは『戦闘に役立つ』ものであることが多い。ごくたまに、一時的な記憶喪失や強烈な眠気を喚かん起きする副作用もあるが、深刻な障害はまだ報告されたことがない」

「戦闘に役立つ副作用とはどういうものでしょうか」

「飲んでみないとわからないんだけど」鬼一は微笑む。「たとえば、俺の場合は〈超硬化〉だ。〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉使用後、しばらく皮膚や筋肉が弾丸を跳ね返すようになる。そして裕佳梨さんの場合は〈数時間の昏こん睡すい状態〉だな。それは、不便なタイプの副作用」

「僕も、試してみていいですか？」

「そうはいかない。今、この部が持っている〈生命躍動剤〉の数は八つ。余裕がない」

「つまり、僕の『副作用』に関してはぶっつけ本番でいく、と」

「そういうことだね。使いどころが大事だ。上う手まく使えば、最強の切り札になる。ゲームでたとえると『もう一機』あるのと同じでね。この薬の存在を意識するだけで、ずいぶん冷静に戦える」

　零士は鬼一から、認識票のようなペンダントと〈生命躍動剤〉を一つだけもらった。これを飲むときはぶっつけ本番、と零士はもう一度心の声でつぶやく。

「不思議なもので、〈生命躍動剤〉は歳をとればとるほど効果が薄くなる」言いながら、鬼一は零士の胸の中心をとん、と拳こぶしで突いた。「脳か細胞か、どっちのせいかはよくわからない。多少の例外は存在するが、五〇を過ぎるとこの薬はまず使えなくなる。世代が若くなれば若くなるほど、使える人間の割合が増える。各地の高校に暗殺部が作られた理由の一つがそれだ」




　　　３




　慌ただしく過ぎ去った二ヶ月の間に、零士は裕佳梨からも何度も射撃や護身術の訓練を受けた。そこで体が触れ合うたびに、体に電流が走った。零士は、自分がいかに彼女のことが好きかを思い知る。裕佳梨はクールな雰ふん囲い気きなのに、なぜかスキンシップ過か剰じようなところがある。

　拳銃の射撃練習時、零士は彼女に何度かフォームを修正された。そのときは、彼女の体が背中から零士に密着してきた。

「かたくならないで。銃に意識を集中しつつ、ナチュラルに」

「は、はい……」

「違うことを同時にやるのは難しい。でも、きみにならできる」

　彼女の胸の膨ふくらみを感じる。ただ柔らかいだけではなく、みずみずしい弾力がある。それはまるで何かの象徴のような弾力だ。

　零士にとって裕佳梨は、出会ったときからずっと特別だった。暗殺部の充実した日々は、すべて彼女のおかげなのだ。入部前の零士を見て「見込みがある」と言ってくれた人。誇こ張ちようではなく、零士の人生を変えてくれた人だ。




　季節が変わった──すっかり寒くなって、正せい袈げ裟さ高校の生徒たちは学校指定の分厚いコートを着用し始める。零士の銃の携行方法も変わった。授業中や家にいるときはケースを使うが、放課後は零士もショルダーホルスターやパドルホルスターに銃を入れて持ち歩くようになった。コートのおかげで、ホルスター類を隠しやすい。鬼一に言わせれば冬は「暗殺任務に便利な季節」だそうだ。

　おおよその予測を裏うら切ぎって、今年は暖冬だとされていた。教師が事前に「今回のテストは特別に難しいぞ」と言っていたのに、いざ試験用紙が配られてみると全然大したことはなかったような、そんな感じの生温い冬だ。厚着して走るとすぐに汗が出てくる。

　暗殺部の活動は大事だが、もちろん授業も受ける。不思議なもので、昔よりも勉強が苦にならない。自分の体に暗殺部という太い背骨が通っているかと思うと、そこから余裕が生じて、肩の力を抜いて教師の話を聞くことができる。何かを学ぶということは、自分を知るということだ。体を鍛きたえるのと同じだ。

　チームプレイや、体格がものをいう競技は相変わらず苦手だったが、零士は体育の授業でよく走った。なにしろ、トレーニングの量が半端ではない。短距離でも長距離でも、とにかく走ることにかけては陸上部が相手でも引けをとらない。

　なので。

「深作くん、何か部活やってたっけ？」

　と、スポーツ系の部活から勧かん誘ゆうされるようになったのもある意味自然な流れだった。

　ついうっかり、「暗殺部」と答えるところだった。

　もう、格闘技やってるから……とごまかしておく。

「そっか、もったいないなあ」

　暗殺部に入る前よりも、クラスメイトたちとのやり取りがなめらかになった。どんなに狭せまい範囲でも、他者の思考や周囲の環境を変えるのは難しい。それに比べれば、自分の中身を変えていくのはもう少し楽だ。人間は変わっていく。変わらないのは、零士の身長だけだ。

　野球部、サッカー部、陸上部、テニス部──それぞれの部活に熱中する他の生徒たちを眩まぶしそうに眺めつつ、零士は自分の部室に向かって歩みを進めていく。零士は想像する──他の部活でも、自分を変えることはできただろうか？　いや、と一人で首を横に振る。結局、これしかないと思う。




　卓球場の、かつては練習場だった大部屋に暗殺部が集まっていた。部長、副部長、裕佳梨、魅杏、輝佳、そして零士。暖房はついていない──必要ない。

「今日は〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉を零士くんに教える」と鬼一が言う。「せっかくだから全員でやろう。このノートパソコンを中心にもっと近寄ってくれ」

　鬼一の言葉に従って、全員で小さな輪を作った。鬼一のノートパソコンには、学校周辺の拡大された衛星写真地図が表示されていた。

「零士くん、まずはこの地図を頭に叩きこんでくれ、じっくり見て、脳に刻みこむみたいに。集中して」鬼一が催さい眠みん術じゆつのように言った。

　学校を中心に、二キロ四方ほどの範囲だろうか。零士はしっかりと覚える。学校から少し歩いたら四車線の通りが南北に走り、東西に何本も細い道が走り、どんと大きな公園があり、商店街があり、ブロックを組み合わせたような住宅街があり……。

「……そろそろ、覚えたかい？」

「なんとか」

「で、まぶたを閉じる」

「はい」全員が同じようにまぶたを閉じる。

「まぶたを閉じて、視界が真っ暗になったところに、さっきの地図を思い浮かべる」

「……はい」零士は、さっきの地図を思い浮かべる。

「浮かべた地図の上に、水をはる」

「……水を？」零士は思わず訊き返した。難しくなってきた。

「そういう想像をするんだ。水没した街を、上空から見下ろす感じ」

「……やってみます」水没した街を、上空から見下ろす感じ。

「次に、〈いるか人間〉のことを考える。この街の、どこかにいる」

「〈いるか人間〉がこの街のどこかにいる」

「次で最後だ……水の中の街に、〈いるか人間〉のことを考えながら、石を投げ込む。石を投げ込むと、波は紋もんが立つ。その波紋は、〈いるか人間〉に触れると跳ね返る……」

　石を投げ込む、波紋が立つ、〈いるか人間〉に触れると跳ね返る。

　言われたとおりにすると、たしかに頭の中で「ポチャン！」という水音がした。円形の波紋が広がって、水没した街の上にダーツの的のような模様を描いて、そして──。

　波が何かに触れた。

　頭の中で波紋が何かに当たってほんの一部分だけが乱れた。乱れた瞬間、背筋に「ぞっ」と寒気が走った。無感情な、不ぶ気き味みな目で睨にらみつけられた感覚。

「感じたみたいだな。零士くんは、筋がいい」鬼一が褒ほめる。「これが〈精神波探信音〉だ。〈いるか人間〉の存在を知っていて、彼らの正体を直接見たことがないと使えない。これで、敵の大まかな場所をつかむことができる。そのときの体調や気分によっては、まったく役に立たないこともある。具体的に、どのあたりにいそうかわかるかい？」

「いえ……」

　零士は首を振った。

「『いる』のはわかったんですが、詳しい場所までは……」

「近くにいるな」と晃生。

「……ぉ……こ……」と、輝佳がノートパソコン上の地図を指さす。

「輝佳はうちの部では一番上手く〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉を打てる。調子がいいときは、誤差はほんの数メートルだ。集中力を要するから、一日に何度も使えるわけじゃないのが欠点かな。やってもいいが、急激に精度が落ちていく」

　そう言って、鬼一は輝佳が指さした位置を確認し、満足げにうなずく。

「零士くん。今日は、きみにも暗殺に参加してもらう」

「殺しにいくんですね」

　みなが拉致してきた捕ほ虜りよを撃ち殺すのではなく。

「そうだ。初めての実戦だな」




　ショルダーホルスターに拳銃を隠し持ち、輝佳だけは竹刀しない袋ぶくろに本物の日本刀を入れて、学校を出て〈いるか人間〉がいるという場所に向かった。繁華街の外れにある洋食レストランだ。テーブルの数は六つほど。カウンター席もある。まず、鬼一、輝佳、零士の三人で店内に入った。他の三人は、間違っても〈いるか人間〉を逃がさないようにそれとなくレストランを包囲している。

　どうということはない普通の店だが、〈いるか人間〉がいるということは、戦場と言っていい。零士は緊張し、店内で銃を撃つことになるかもしれないと思うと肩に力が入った。すると鬼一がさりげなく零士の肩を軽く叩いた。零士は「はっ」とした。「リラックス」と鬼一が目で語っていた。零士は誰にも気づかれないように大きく息を吐いた。

　昼食にも夕食にも中途半端な時間帯だったので、客の姿は少なかった。店内全体を見渡せる壁かべ際ぎわのテーブルに零士たちは座った。

「……ん……」輝佳がほんの一瞬、目配せをした。その視線で、店内の客の誰が〈いるか人間〉なのか零士にもわかった。

　──老人だ。店の、一番奥のテーブルにいる。

　白髪の角刈りで、頰ほお骨ぼねが尖っていて、狡こう猾かつそうな細い目をしている。服は、年齢不相応な派は手でな黒い革ジャン。不必要な大声で携けい帯たい電でん話わを使っている。

「…………」

　別に法律で禁止されているわけではないし、店が禁止していないのなら本来問題はないのだが、零士は飲食店において大声で携帯電話を使う人間が嫌いだった。携帯電話を使うこと自体は別にいい。だが──なぜ大声になる？　ほんの一ミリでいい。周囲の人間に気をつかってほしいのだ。

　店員がメニューを持ってきたので、暗殺部の三人は怪しまれないように注文することになった。鬼一が「部費で落ちるよ」と小声で言った。どうしようか、と零士はちょっと悩んだ。ここ最近、腹はいつでも減っている。なんでも食べられる。──しかし、食べ過ぎるとあとで激しく体を動かしたときに不ふ都つ合ごうが生じるかもしれない。〈いるか人間〉を射殺して、もしかしたら吐いてしまうかもしれない。標的が店を出たら、食事の途中でも追いかけなきゃいけないわけで……。

　結局零士はホットのコーヒーとアイスを注文した。いかにも「学校帰りの高校生が、食事よりもむしろ雑談目的で適当な店に入った」という感じの注文だ。──ところが鬼一はなんのためらいもなく二〇〇グラムのサーロインステーキとポテトサラダを頼み、輝佳はオムライスとデザートのクリームあんみつを頼んだ（彼女は無口で小柄だが運動量が多く、よく食べるのだ。そして彼女は卵料理を口にすると実に幸せそうな顔をする）。なんとなく追加注文するタイミングをつかめなくて、上手く言えないが、零士は一人だけ損をした気分だった。

　そして〈いるか人間〉らしき老人は電話に向かって怒鳴りちらしている。なにか仕事の話をしているようだ。老人がどんな仕事をしているのかはわからないが、生産性のない仕事をしているのは間違いない。

　老人のテーブルに料理が届いた。ハンバーグ定食だ。ようやく電話を閉じたかと思ったら、老人は信じられないほど騒がしい音を立てて食べ始めた。零士は自分の耳を疑った──どこをどうやったら、ハンバーグとサラダでこんなにも大きな音を立てることができるのだろうか。

「ずるずるっ」と音を出し、何かを嚙かんでいる間も口は開きっぱなしで枯れた唇くちびるが震えている。誰だって何かを食べるときには音を出すし、それは仕方のないことだが、それにしても限度というものがある。

「〈いるか〉がつくと、自制心が弱まっていくんだ」鬼一が言った。もちろん〈いるか人間〉の席までは届かない声で。「〈いるかの子ども〉の成長とともに、他人の視線が少しずつ気にならなくなっていく。だから、あんなに目め障ざわりで、人を不快にさせる振る舞いができる」

　零士は納なつ得とくした。あの老人の不快さは、どこか計算された不快さだった。

　鬼一は続けて言う。

「普通なら、そういう人間は誰からも軽けい蔑べつされて、それで終わりだ。でも、〈いるか人間〉たちは、〈いるか〉によって強い力を与えられることがあって──全員ってわけじゃないらしいけど──それを使って社会的な地位をあげていく。『無視したくても無視してはいけない不快な人間』になっていく。あの老人はきっと、職場でもそこそこの立場で、部下にひどい負担をかけていることだろう」

「それは厄やつ介かいですね」と零士。

「厄介だよ」と鬼一。「おまけに隠れて人も殺す」




　損をした気分になったが、零士の判断は正しかった。あの老人を見ていると食欲がいちじるしく減退したので、しっかりした食事を頼んでもほとんどが無駄になってしまったはずだ。それに比べて鬼一たちはさすがで、どんなにあの老人が不快でも、悠ゆう揚よう迫せまらぬ態度を崩さなかった。鬼一は丁寧にナイフとフォークを使って静かにステーキをたいらげ、輝佳は幸せそうな表情でオムライスをもぐもぐときれいに食べた。

〈いるか人間〉の老人も食事を終えて、会計をすませて店を出ていった。零士たちは、店の人間が不審に思わない程度に間をおいてその老人を追いかけた。外の三人──裕佳梨、魅杏、晃生──がすぐに尾び行こうについたはずだから、焦あせる必要はない。零士は二ヶ月の間に、六人で交替しながら尾行するテクニックも身につけていた。

　まず裕佳梨たちが老人を尾行した。

　老人の移動手段は徒歩で、車や電車を使う気配はなかった。家か職場が近所にあるのだ。もちろん三人は、それぞれ一〇メートル近い間かん隔かくをとっている。一人だけが監視対象の後方につき、他の二人は目立たないように反対側の道を歩く。

　老人が信号待ちに入ったり、歩道橋のような尾行が目立つ場所にさしかかるたびに、三人は監視対象の後方につく人間を交替していく。

　暗殺部のこういったチームワークに、新入りの零士は驚くばかりだ。

　老人は、女性や子どもやおとなしそうな容よう貌ぼうの男性を見かけると、わざと肩をぶつけにいって無意味に威い嚇かくしていた。あちこちにタンを吐き、路上喫煙禁止と書かれた看板の前で堂々と歩きタバコをした。存在そのものが害悪のように見えた。日常の中の〈いるか人間〉とはこういうものなのか、と零士は奇妙な感覚を味わった。今まで零士が出会った〈いるか人間〉は戦闘の捕虜ばかりで、いつも血まみれだったから、異常なのが当たり前だったのだ。

　現在零士が見ているのは、異常と日常の境目だった。

「…………」

　老人が急に背後を気にし始めたので、裕佳梨たち三人は零士たち三人に尾行をバトンタッチした。そのときにはもう老人は閑静な住宅街のひとけのない並木道に入っていた。鬼一は素早く左右に視線を走らせてから、軽くうなずいた。なるほど、零士もうなずき返す。ここで仕掛けても、おそらく目撃者はでない。

　あっという間に暗くなる、静かな冬の夕暮れ時だった。この暖かい冬にしては珍めずらしく、肌に突き刺さるような風が吹いている。もしかしたらそれは零士の個人的な感覚に過ぎず、本当はごく普通の風だという可能性も否定はできない。並木道は戦死者の墓ぼ標ひようのように整然としていた。冬の木々は葉が少なく、生気の足りない枝は大昔に死んだ動物の骨を思わせた。

　輝佳に日本刀を抜かせるまでもなかった。零士と鬼一はアイコンタクトでタイミングを合わせて、懐ふところからサプレッサーつきの拳銃を抜いた。スライドを引いて薬室に初弾を送り込むと、その音に気づいて老人が振り返る。目が合った瞬間零士はぎょっとしたが、何人も敵の捕虜を殺してきたおかげで冷静に振る舞うことができた。

　零士は両手でＳＩＧ・Ｐ２２６エンハンスドエリートを構えて、引き金を絞った。利き腕とは反対の腕を曲げる構え──ウィーバー・スタンスというらしい──で、老人の胸部に弾丸を叩きこむ。

　鬼一はもっと余裕で、左手はコートのポケットに突っ込んだまま、右手だけで拳銃を連射して次々と当てた。老人は断だん末まつ魔まのダンスを披ひ露ろうしつつ倒れる。

　サプレッサー越しの銃声は独特で、大型のホッチキスと自転車用の空気入れを同時に使っているような音だった。零士と鬼一は、老人につかつかと歩み寄りながら撃ち続けた。着弾を集めて頭部を破は裂れつさせると、やっぱり〈いるかの子ども〉がいた。今回は零士がそれを踏みつぶした。靴くつ底ぞこ越しに、足の裏に、こんにゃくを破壊したような感触があった。

　暗殺は無事に終わった。

　血まみれの死体を見ても、零士は動揺しなかった。段階を踏んで、少しずつ限界を引き上げていくような訓練を受けてきたので、自分でも驚くほど冷静だった。零士は改めて思う──僕は甘やかされているし、兵士として恵まれた環境にある。

　零士と鬼一はデコッキング──ハンマーを安全位置におろす作業──をして、拳銃をホルスターに戻した。踵を返して、今回は出番がなかった輝佳とともに早足で死体から離れる。

　鬼一が言う。「一度部室に戻ってから、みんなでラーメン食いに行かないか」

　零士は呆れる。「まだ食べるんですか」

　ステーキにラーメンという組み合わせを考えただけで、零士は胸焼けを起こしそうになった。




　　　４




　ラーメンを食べに行くかどうかは別として、部室──つまり卓球場には戻った。しかし、晃生と魅杏は万が一にもあとをつけられたりしないよう、まだ学校の周囲を警けい戒かいしている。鬼一は事後処理のためになにやらあちこちに電話をかけていて忙しそうで、輝佳は「……ぁ……ゃ……」と言って帰ってしまった（零士は、なんとなくだが、彼女は「今日は親戚と食事の予定が入っているので、お先に失礼します」と言っていたように感じた）。

　生き物を撃ったあとには、妙にシャワーを浴びたくなる。返り血を浴びなくとも、必ずそういう気分になる。

　零士が服を脱ぎながら仮眠室の隣にあるシャワールームに入っていくと、先客がいた。

「あ……」

　曇くもりガラスの向こうで裸体がお湯を浴びている。脱衣所の床に散らばっている下着から、先客が裕佳梨だとわかる。それはまるで漫画やアニメのワンシーンのように、予定された出来事のようだった。

　零士はすでに上半身裸になっていたが、女性が先に使っているのなら仕方ないと思って引き返そうとした。しかしそのとき、曇りガラスのドアが開いて、全裸の裕佳梨と対面してしまう。

「……！」真っ白な肌は熱いシャワーのせいかほんのりと桜色に染まっていて、彼女の無駄のない裸体をより魅力的に見せていた。零士は慌てて目を逸そらしたが、裕佳梨は特に隠そうともせず、落ち着いた動きでバスタオルを手にとり、体を拭ふき始はじめた。

「お疲れ様」

「ああ、はい」

「よくやった」

「どうも」

　裕佳梨が全裸で、零士が上半身裸であることを除けば、ごく普通の会話だった。裕佳梨との会話は、必要最小限の単語数で行われることが多かった。

　零士は自分の目をこすった。彼女の美しい裸身が、まぶたの裏に焼き付いている。思春期に膨らんだ乳房。卒業するころには、もっと大きくなっているかもしれない。くびれた腰に本能が反応する。

「いい顔つきになってきた」

　と裕佳梨。彼女に褒められると、零士は空だって飛べそうな気分になる。

「あ、ありがとうございます……」

「見てもいいのに」

　裕佳梨が、ぽつりとつぶやいた。

　零士は何度か瞬まばたきをして、

「何をですか？」

「私の裸」

「……そうはいきませんよ！」

　首を振って言いながら、零士は裕佳梨の真意を測りかねていた。──なんなんだ、彼女はいったいどういうつもりなんだ？　もしかして、僕を挑発しているのだろうか？　それとも、何かもっと別の、あるいは──。

「私は気にしない」

　裕佳梨の口調は、事務的と言っていいほどなんの羞しゆう恥ちも含んでいなかった。

　そこまで言うのなら……と零士は誘ゆう惑わくに負けて、ためらいがちに首を動かし、なるべく露ろ骨こつにならないように気をつけながら、自分の目を手で覆おおって指の隙すき間まから改めて裕佳梨の裸体を見た。しかしそのときにはすでに、彼女は下着はもちろん学校の制服まで身につけていた。特に衣きぬ擦ずれの音をさせることもなく、早はや業わざだ。

「ザンネン」

　と、裕佳梨がいたずらっぽく微笑する。

「…………」零士は何も言えなかった。してやられた恥ずかしさよりも、彼女はこんなふうに笑うのかという、驚きと感動のほうが大きかった。















〈いるか人間〉にも色々なタイプがいる。

　玉たま城き西さい源げんは、妻が交通事故で死んで、生きる希望を失った時期に〈いるか〉と遭そう遇ぐうし、直接〈子ども〉を頭に埋めこまれた。人間社会がそうであるように、平均的な〈いるか人間〉もいれば、ごく少数の特別な才能に恵まれた〈いるか人間〉もいる。玉城西源は、変身しなくとも自分の潜在能力をほぼ限界近くまで引き出すことができる。ただでさえ身長一九五センチで、体重一一〇キロ、元プロレスラーだった体力自慢の玉城だ。多少の銃弾やナイフくらいではびくともしない、重戦車のような巨漢ができあがった。




　ある日、腹が減った玉城は中華料理店に入った。中国の古い民家のような内ない装そうで──そうはいっても、玉城に中国旅行の経験はないが──平屋造りのこぢんまりとした店構え。入ってすぐのところにレジがあり、店内にはテーブル席が六つ。奥が厨ちゆう房ぼうになっている。

　玉城が出入口に一番近いテーブルにつくと、すぐに店員のおばさんが注文をとりにきた。メニューを一いち瞥べつして、玉城は「ラーメン・ギョーザセット」と言った。醬しよう油ゆラーメンに、ギョーザが六つ。それで五五〇円。今の玉城の気分にぴったりだった。ついでに、昼間からビールも頼んだ。

　巨漢の玉城は、顔もいかつい。短い髪は真っ白で、老けて見える。太い筋肉がついているので、首が極端に短く見える。やや突き出た下した唇くちびるにリングで切った傷があり、雨に濡ぬれた犬のように哀しい目をしている。鼻が太く、顎あごがたくましく──鉄の塊かたまりをハンマーで叩いて顔の形にしたら、こうなるのかもしれないと思わせた。

「…………」

　玉城は料理が運ばれてくるのをじっと待った。他には、四人の客がいた。二人はどこかの現場の作業着姿で、残り二人はスーツ姿のサラリーマンだった。それぞれがこの店の定食をハフハフとかきこんでいる。いかにも昼休み中らしい、のどかな日常の光景だ。

　待っている間、玉城はずっと昔観た映画のことを思い出していた。何か時間を潰つぶす必要が生じたとき、彼はいつも映画のことを考えて、好きな場面とその理由を整理する。映画に関して、特にいい考えを思いついたときには、メモをとることもある。

　その日、玉城は古いモノクロ映画『アフリカの女王』について考えていた。

　第一次世界大戦中のアフリカ奥地で、おんぼろ船がドイツの砲ほう艦かんを仕留める話だ。おんぼろ船の乗員はハンフリー・ボガートが演じるのんだくれの船長とキャサリン・ヘプバーン。キャサリン・ヘプバーンが水浴びのために川に入って、そのあと船に上がれなくなるシーンが可か愛わいかった。そういえば昔、寺てら山やま修しゆう司じの本でハンフリー・ボガートの名前を見かけた気がするのだが、その書名がどうしても思いだせない。

　寺山修司のことを考えると〈いるかの子ども〉が嫌がる。

　やがて、玉城のテーブルにビールとラーメンが届いた。

　ギョーザはまだだ。

　注文したものが全部そろうまで待つつもりだが、ギョーザは少し遅れているようだ。玉城は腹が減っていた。我が慢まんできずに、ラーメンを食べ始めた。一度箸をつけると止まらなくなって、あっという間に平らげてしまった。

　それからほんの数十秒後、ギョーザがきた。どれも熱々で美う味まそうだ。

「…………」

　遅れて届いたギョーザを見て、玉城はテーブルに涙のしずくを落とした。信じられないほど悲しかった。

「俺は、ラーメンを少し食べて、そしてギョーザを食べて、それからまたラーメンを食べて……」玉城は独りごちる。「そういうふうに、交互にラーメンとギョーザを食べたかったんだ……それが一番だってわかってたんだ……」でも、と彼は言葉をつなぐ。「もう俺は、ラーメンを食べ終わっちまった……」

　見上げるような巨漢がギョーザを前にして号泣し始めたので、他の客たちは一瞬ぎょっとした顔になったが、すぐに見て見ぬ振りをすると決めこんだ。彼らはうつむいて自分の食事を続けた。玉城の脳内で〈いるかの子ども〉が悲しく鳴いた。

　あまりにも悲しかったので、玉城はこの店にいる全員を殺すことにした。




　玉城は涙を流しながら立ち上がって、自分が使っていたテーブルを片手で持ち上げて出入口をふさぐように置いた。それからまた別の、誰も座っていなかったテーブルを運んできて、やはり出入口をふさいで積む。テーブルだけでなく、椅い子すも積み上げていく。簡単なバリケードを構こう築ちくする。

「……？」他の客たちはみんなポカンと口を開けてことの成り行きを見守っていた。玉城の行動は異常なのに、あまりに手て際ぎわがいいので上う手まく反応できなかったのだ。

　正面の出入口をふさいだ玉城は、まるで関係者のような足取りで厨房に入った。夫婦らしき二人がそこで働いている。二人は玉城を見て驚おどろき、その体格に恐れおののく。

　玉城は裏口のドアを見つけた。掃そう除じに使うらしい太いゴムホースがあったので、ドアノブにきつく巻きつけて固定した。

「あのお客様、すみませんがそちらは……」

　と女性の店員が注意してきた。

　玉城は彼女の髪かみの毛けをつかんで床に倒し、引きずりながら、料理人の夫婦に近づいていった。女性店員は引ひっ搔かいたり叩いたり激しく抵抗したが、玉城はびくともしなかった。女性店員が振り回した足が、厨房の皿やセイロを蹴けり飛とばした。

　玉城は女性店員の髪の毛をつかんで持ち上げた。バリバリと音を立てて、頭皮が剝はがれかけて肉の裂さけ目めから血が噴いた。

　すぐ近くに業務用の大きなアルミ製寸ずん胴どう鍋なべがあって、熱湯がふつふつと音を立てていた。玉城は髪の毛をつかんでいるのとは反対側の手で女性店員の足をつかんで、逆さにして鍋に突っ込んだ。

　女性店員の頭が鍋に強く当たってゴン、と不ぶ気き味みに音が響ひびく。

　女性店員の上半身は鍋に入って、腰から先だけがシンクロナイズドスイミングのように外に出ていた。彼女は火傷やけどのショックで気を失ったようだから、このまま死んでいくだろう。鍋から溢あふれた熱湯が中華コンロの火にかかって、白い煙が立つ。

　この厨房には、いたるところに大型の包丁立てがあった。女性店員は放っておいて、玉城は包丁立てから鉄板のような中華包丁を抜いた。

　玉城は料理人夫婦の、まずは妻の頭めがけて中華包丁を振りおろす。

　刃が、小太りのおばさんのこめかみから鼻に食いこんだ。

　おばさんの鼻と口から「ぷふぅ」と血がこぼれる。刃の圧力で、左目が半分ほど飛び出す。

　玉城は満足して中華包丁から手を離した。料理人の妻は、命を失ってもしばらく立ったままだった。

　料理人の夫──この店の主人らしきおじさんが、自分が使っていた中華包丁で玉城に斬りかかった。玉城はそれを避よけもせずに、左手で平然と受け止めた。おじさんの力では、〈いるかの子ども〉によって潜在能力を限界まで引き出した玉城の筋肉に傷をつけることはできなかった。

「ごめんな、おやじさん。でも、ほら、ギョーザが……」

　玉城は泣きながら店主のおじさんの腹を蹴った。そうやって彼の動きを止めてから、たまたま視界に入った中国茶用の急きゆう須すをつかんで、その注ぎ口をおじさんの右目に突き刺した。

　注ぎ口は一気に目の奥の血管まで達する。

　おじさんは「いぃ、いっ」と奇妙なうめき声を漏もらしつつ、立ったまま震ふるえ出だす。

　突き刺した急須のふたを開けると、注ぎ口から逆流した血が溢れそうになっていた。

　玉城は店主のおじさんが落とした中華包丁を拾って、その首筋に打ちこんだ。これでとどめだった。

　玉城は手近な中華鍋をつかんで、客席に早足で歩いていった。

　四人の客は厨房での異変に気づいて外に逃げ出そうとしていたが、玉城が即席で築いたバリケードが出入口を完全に塞ふさいでいた。それは、普通の人間の力だけで撤てつ去きよするのは難しい、短時間でできあがったわりには堅固なしろものだった。

　逃げようとしている作業着姿の男を、玉城は後ろから分厚い中華鍋で殴なぐりつけた。男の後頭部がべこんと陥かん没ぼつする。その頭部が、空気の抜けたサッカーボールのようになった。倒れた男の目が、左右まったく違う方を向いていた。

　玉城は重い中華鍋をフリスビーのように投げた。筋力が人間離れしているので、その中華鍋は一人の胴体を切断し、もう一人の首を切断した。鮮血の噴出。血と内ない臓ぞうの臭い。二人を殺した中華鍋が壁に突き刺さる。

　残ったのは、スーツ姿のサラリーマンが一人だけだ。その男は、恐怖のあまり完全に腰を抜かしていた。尻餅をついたまま、必死に玉城から距離をとろうとしていた。

　玉城はすぐにその男をつかまえて、まず足首の骨を踏みつぶした。

　両手両足の関節を破壊して動けなくしてから、あちこちに散乱している箸はしを拾って一本ずつ突き刺してじっくりいたぶって殺す。

　それくらい、ギョーザが遅れたのは悲しかったのだ。

　玉城は携けい帯たい電でん話わで事務所に電話をかけた。このあたりで活動する〈いるか人間〉の後援をしている組織の事務所だ。

　電話に出たのは女性の〈いるか人間〉だった。

「すみません、玉城ですが……」

『どうしましたか』

「七人殺しました。〈掃除チーム〉の派は遣けんをお願いします」

〈いるか人間〉は公的な機関にもたくさん潜もぐりこんでいる。しかし、まだまだ普通の人間のほうが数は圧倒的に多い。政治力をつかってのもみ消しはそれなりのリスクをともなう。

　貴重な〈いるか人間〉の政治家を使わずとも、殺しの証拠を消してしまえば、そのあとの労力は最低限ですむ。そのための専門家集団が〈掃除チーム〉だ。塩えん酸さんや漂白剤の散布、必要なら放火までして完全に手がかりを消す。




「相変わらず殺しが派は手でですね」

　と、〈掃除チーム〉を派遣してくれた女──御み園その瓜うり子こに言われた。

　営業中のパチンコ店で、二人は並んで台に向かって座っている。視線も合わせずに会話する。うるさいだけで意味のないＢＧＭ。忙しい液晶画面の明めい滅めつ。騒がしい店内なのに、二人の声はまるで別次元のもののように互いの耳まですんなり届く。

　玉城は「すみません」と謝り、

「しかし、どうしようもなく、そこでやるしかなかったので」

「わかります。〈いるか人間〉ですからね」

　ただし、と御園は付け加える。

「〈掃除チーム〉もタダではないんですから。そのぶん、私のために働いていただきたいものです」

「あなたのため？」

「つまり〈いるか人間〉のため、ということです」御園は発言を修正した。「私の権限を拡大することは、組織──〈いるか帝国〉全体の利益につながるのです」

「前々から不ふ思し議ぎに思っていたのですが」と玉城。「あなたは、組織の『トップ』というわけではない？」

「もちろんです。せいぜい『地域の代表』といったところですね。ライバルは多い」

「〈いるか帝国〉にも権力争いがあるんですね」

「単純な権力ではありません。より正確に表現すれば、『優先権争い』でしょうか。頂点にいるのは我らの始し祖そたる〈いるか〉です。そこは動かない。誰がより本物の〈いるか〉に近づく権利を得ることができるのか。そういう争いです」

「その争いに興味のない〈いるか人間〉もいる」

「ですね。そして興味がある〈いるか人間〉もいる」

　いつの間にか御園は玉城を見つめていた。目を大きく見開き、一切まばたきしない。彼女は続けて言う。「今育っている〈地域コブ〉を上う手まく破は裂れつさせて、私の所属するグループに対抗している停止派教徒どもに差をつけます」

「そんな派は閥ばつがあるんですね」

　玉城は驚いた。〈いるか人間〉同士はもっとわかりあっているものかと考えていた。

　御園は目を大きくしたまま機械的に舌打ちし、

「いけ好かないビルギッソン・レイキャビク学派。論外としか言いようがない独立主義者やイルカ契けい約やく論者……」

「ちなみに御園さんのグループとは？」

「回帰派、と呼ばれています。……そうだ、玉城さん」

「はい」

「〈地域コブ〉の一部を持ってきています。ごらんになります？」

「興味がありますね」

　御園は、肩にさげたブランド品のバッグから小さな箱──腕時計を入れるとちょうどいいくらい──を取り出した。アルミホイルで包まれていて、小学生の工作のように安っぽい見た目だ。

　それを受け取った玉城は、大きな手で覆おおいを作りながら箱の蓋ふたを少しだけ開けて中を覗く。〈地域コブ〉〈地球コブ〉の話は聞いたことがある。しかし、その一部とはいえ現物を見るのは初めてだ。

　小さなものがうごめいている。

　玉城は「なるほど」とうなずき、箱を御園に返した。

　御園は、蛇のような細長いピンク色の舌で自分の唇をなめて微笑する。

「我々の世界を正常化します。歪みは人間に引き受けてもらう」
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　部活で忙しかったり体を鍛きたえていたりすると、世の中の些さ細さいなことがどうでもよくなってくる。零れい士じはテレビをほとんど見なくなった。どうしても見たい番組なんて、一週間で合計してもほんの数時間程度だ。

　疲れた体を休めるには、本を読むのが一番だった。

　頭が疲れるまで本を読むと、そのころには体が少し回復している。

　その日、零士は部室に一番乗りだった。

　小腹が空いていたので、零士は休きゆう憩けい室しつに移動した。魔法瓶タイプのサーバーを一度きれいに洗ってから、紙のフィルターを折り曲げて漏ろう斗と状じように整える。挽ひいた豆をフィルターにセットし、タンクに水を入れてスイッチを押す。サーバーには七、八分でだいたい六杯分ほどのコーヒーがたまる。

　零士は一人で六杯もコーヒーを飲まないが、他の部員のぶんも用意しておくのは当然の礼儀だ。

　すぐに、休憩室に芳ほう醇じゆんな香りが満ちる。

　零士は冷蔵庫をのぞいた。前に零士が近所のスーパーで買ってきたチーズケーキがまだ残っていて、賞味期限が明日だった。

　ケーキを出して皿に移してフォークを用意する。

　コーヒーができるまでの間、カバンの中に入れておいた本を読むことにする。休憩室のソファにゆったりと座ってページを開く。

　本は、ミシェル・ウエルベックの『闘とう争そう領りよう域いきの拡大』。

　零士が読みたいと思った本には、ほぼ確実に何らかのコンプレックスで苦しむ人間が出てくる。かわいそうなティスラン、かわいそうなブリジット。現在一〇三ページ。『この瞬間から決着はついている。その後の人生は死の準備でしかなくなる。より乱暴で大おお雑ざつ把ぱな言い方をすれば、大人は衰弱した青年ともいえる』

　ドアを開閉する音、そして足音が近づいてきて、零士の前に裕ゆ佳か梨りがやってきた。

「どうも、裕佳梨さん」

「ああ、零士」

　裕佳梨は零士をただ「零士」と呼ぶようになっていた。裕佳梨は「私にも『さん』をつける必要ないんだけど……」と言ってくれるのだが、そんな単純なことが零士には難むずかしい。彼女に恋をしている。初めて会ったときからずっと。とても自分に釣り合っているとは思えなくて、思いを告げることができない。

　コーヒーの完成を告げる音がした。

「コーヒー、どうですか？」

「いただこう」

　零士は、自分のぶんと裕佳梨のぶん、カップにコーヒーをついだ。コーヒーを飲みながら、零士はなんとなくチーズケーキにラップをかけて冷蔵庫に戻した。カップを受け取った裕佳梨は、零士と対面のソファに腰を沈めて大きく足を組んだ。

「……なあ、零士」

「はい。裕佳梨さん」

「きみは、私のことを、どう思う？」

「いつもアンニュイな表情で……何事にも無関心そうで……」

　零士は、爆弾解除のような慎重さで言葉を選びながら言う。なんとかして会話を弾ませたい。

「……でも〈いるか人間〉との戦いには積極的で。不ふ思し議ぎな人だと思います」

　言いながら、零士は気づいた。──この人のことを何も知らない。

「よくそう言われる。アンニュイとか、無関心そうとか」

　と、裕佳梨は自分の唇くちびるに人差し指を当てる。

「でも、私が、心の中でセックスのことばかり妄想しているとしたら、どう思う？」

「……はい？」

　零士は目を白黒させた。

　裕佳梨の言葉はしっかりと聞こえた。ただ、意味がわからなかった。

「零士が私のころしを目もく撃げきしたとき、混乱した状況にもかかわらず、零士は命乞いはしなかった。かわりに何を言ったか覚えているか？」

　覚えていると思う──ええと。

「『生まれ変わったら、もっと体格のいい人になりたいです』」零士は言った。

「そのあと」と裕佳梨。

「『こういう理り不ふ尽じんなら悪くない』」

「そのちょっと前」

「『きみみたいにきれいな女の子に撃うち殺ころされるっていうのは、自殺とか、何かの事故で死ぬことよりもずっと素す敵てきなことだと思う』」

「そう、それ」

　裕佳梨は立ち上がって零士を指さした。

「その言葉が頭にこびりついて離れないんだ。そして、卑ひ猥わいなことばかり考えてしまう」

「卑猥なこと？」

「零士と一緒に、色々なことをする。そんな夢を見るほどだ」裕佳梨は小首を傾げる。「……何かの病気かな？　不安なんだ」

「それは……病気じゃないですよ」

「そうなのか？」

「僕も同じ気持ちなんです。初めて会ったときから、ずっとあなたを意識してる」

「そうか」

「そうです」

「キスしたい」と裕佳梨は零士に近づく。

「いいんですか」零士はなんとなくソファから立ち上がるタイミングを失ってしまう。

「もちろん。──零士は？」

「もちろん」

　唐突な展開に戸惑いがないわけではなかったが、これが千せん載ざい一いち遇ぐうの好機であることは疑うたがいようがなく、恋愛とは案外こんな勢いが大事なのかもしれないという気がしてきて、結局零士はあえて状況に流されることにした。
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「…………」

　裕佳梨はソファに座った零士の足の間に膝ひざをついて、身を屈めながらキスをした。唇が重なって、最初のうちは互いにそれからどうしたらいいかわからなくて、表面だけ触れ合ったまましばらく動かないでいた。

　まぶたを閉じて唇だけでつながっていると、まぶたを開けているときよりも彼女の気持ちが伝わってくる、と零士は感じた。表情の変化が乏とぼしい彼女も、今は不安でかすかに震えているし、自分自身の積極的な行動に戸惑っている。自分だけでなく彼女も戸惑っていることがわかって、零士はなんだか安心した。

　やがて裕佳梨は思い切って、歯の隙すき間まから舌を伸ばした。彼女の柔らかく温かい舌がまず零士の唇に触れ、押し入ってから前歯に当たり、それから零士の舌と触れ合った。近づいた裕佳梨の首筋から柑かん橘きつ系けいの香水が匂って、絡みあった舌からは体の深い場所で眠っていた官能が掘り起こされた。

　キスは食欲と関係があるのかな、と零士は急に考えた。二人がキスをしていることと、その直前に零士が明日で賞味期限が切れるチーズケーキを冷蔵庫に戻したことの間には、何らかの関連性があるような気がしてならない。

　二人はどちらも息を止めていた。口でキスしている間は鼻で息をすればよかったのだが、そんな簡単なことさえ忘れていた。だから唇を離したとき、二人は「ぷはっ」と大きな呼吸をすることになった。

「これから、どうしようか」裕佳梨がうるんだ瞳で言った。

「僕は、あなたのことがもっと知りたい」零士は、できる限り真剣な口調で言った。

　裕佳梨は微笑ほほえみ、

「さっきから、気が合うな。私も同じだ。きみのことをもっと知りたい」

　──とはいえ、急に距離が近づいても、何を話せばいいのかはわからない。しばらく二人で言葉少なに恥ずかしがっていたら、鬼き一いちや晃こう生せい、少し遅れて魅み杏あんや輝てる佳かも部室にやってきた。ここ数日、晃生と輝佳は部室に顔を出していなかった。「少し大きな敵の動き」があるから探りを入れていたそうだ。つまり、次の標的は〈いるか人間〉の武装グループだ。輝佳が〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉で少しずつ敵の行動範囲を特定し、体力旺おう盛せいな晃生が長時間の張り込みで情報の精度をあげていく。

「二人のおかげで、ほぼ確定だ」

　そう言って、鬼一がノートパソコンを開いた。たくさんの地図や見取り図がモニタに表示されている。

「おそらく、このあたりで一番大きなやつらの〈群れ〉だ。今までちまちま潰つぶしてきた小さな〈群れ〉の本隊だろう。ここで一気に殲せん滅めつする」
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　零士も含めて全員で、重武装で、深夜に襲しゆう撃げきをかけることになった。零士にとっては初めての大規模な暗殺任務だ。移動には金で雇やとった「ドライバー」が運転するトヨタのミニバンを使う。四〇〇万くらいはする車で、最大八人まで乗りこめる。零士は初めて暗殺部と契けい約やくしている非合法の運び屋──ドライバーと会った。

　名前ではなく、ただドライバーと呼ばれている。

　話を聞いた零士はなぜか男性だと思いこんでいたが、実際は違った。サングラスをかけた金髪ショートカットの女性だった。顔の彫りが深く、アメリカ人か、あるいは日系アメリカ人に見えた。上は高そうなダウンジャケットで、下はタイトなブラックのジーパン。薄い革のグローブを装そう着ちやくし、たしかに車の運転が得意そうな雰ふん囲い気きだ。

「〈いるか人間〉は睡眠時間が少なく、大勢で集まるのは夕方以降ということが多い。特にヤバいことほど夜遅くに相談する傾向がある」と、鬼一が言う。「人目を避さけたいのはこっちも同じだし、昼間は授業があるんでまあ好こう都つ合ごうと言える」

　まず部室で襲撃計画の打ち合わせを行い、それから目的地へと移動中の車内でもう一度計画を確認した。

「切っ掛けは結ゆう城き隆たかしという〈いるか人間〉だ。大手居酒屋チェーンの従業員で目立たない男だったが、今は日常的に暴力と大量虐ぎやく殺さつを繰くり返かえしている。事件現場近くをうろうろしているのがコンビニやＡＴＭの防犯カメラに映っていた。警察には結城隆を逮たい捕ほすることもできたが、『泳がせて、一いち網もう打だ尽じん』にするためにうちに回ってきた」

　と、鬼一が説明する。

「警察が結城隆が大量殺人犯だと証拠をつかんだのが三日前。そこから晃生と輝佳の監視がついた。できることなら、次の犠ぎ牲せい者しやが出る前に決着をつけたい。そして二人のおかげで、やつを泳がせた成果が出た。結城隆はここ最近、閉店後の大型パチンコ店に出入りしている。

　昼間のパチンコ店に人が出入りしているのはおかしくもないが、深夜にこそこそと人が集まるなんてのはどう考えても怪しい。

　昨晩、手ぶらで店の中に入った結城隆は、出てくるときは大量の現金と実銃らしきものを持っていた。その金で、今日は朝から風俗──鶯うぐいす谷だにのソープランドで派は手でに遊んでる。輝佳の〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉でも確認した。その大型パチンコ店は、間違いなく〈群れ〉の拠点──〈いるか人間〉の〈巣〉だ」

　暗殺部の六人は、制服ではなくそれぞれ「動きやすい」私服で集合。車内で全員無線通信機一式と防弾装備を身につける。防弾装備は、ケブラー製のベストにチタン合金のプレートを組み合わせたものだった。

　輝佳の武器は日本刀──一一代目兼かね定さだ、会あい津づ拵ごしらえ──にナイフ数本という完全な接近戦用のみ。それ以外の部員は、銃器と予備弾薬を大量に携行する。

　五人はサプレッサーつきの拳けん銃じゆうをホルスターにつっこみ、今回はそれとは別にいわゆる「長もの」も使う。

　魅杏の長ものはいつもの「でぃーくん」ことＤＳＲ‐１スナイパーライフル。

　零士と裕佳梨は負い紐スリングを使ってＳＩＧ・ＳＧ５５２コマンドというアサルト・カービン・ライフルをさげている。最高級の工芸品のようなライフルで、コンパクトなのに、五・五六ミリ口径のライフル弾を三〇発もフルオートでばらまくことができる。

　もっと凄すごいのは、部長の鬼一と副部長の晃生だった。

　鬼一は、ショットガンを使う。韓国デーウー社製のＵＳ・ＡＳ12オートマチック・コンバット・ショットガンだ。ＡＳ12は普通のショットガンと違い、アサルトライフルを大型化したようなデザインで、円筒形のドラムマガジンがセットされている。ドラムマガジンは、その名前通り小さな太たい鼓こに似ていて、中身には装弾（ショットガン用の弾丸）が二〇発も入る。

　零士は、一度だけ射撃練習でＡＳ12を撃ったことがある。ショットガンといえば「ガシャコンッ！」というポンプアクションのイメージが強く、引き金を絞るだけで連射できるフルオート・ショットガンの撃ち心地がまったく想像できなかった。そして撃ってみて、驚おどろいた。まるで自分自身が小さな戦車になったような感覚だった。

　ナルシシストでマッチョの晃生は、大きい銃を構えている。軽機関銃だという。ばかでかい鬼一のコンバット・ショットガンよりも、さらにもうちょっとだけ大きい。

　銃の名前は、ウルティマックス１００ライトマシンガン。鬼一のショットガンと同じでドラムマガジンを使っている。一〇〇連発だ。ギャング映画の殺し屋が使うサブマシンガン──その強化最新版といった印象だろうか。

「そのパチンコ店は三階建て。出入口は二箇所。道路に面した正面出入口と、駐車場側の裏口。店内にはエスカレーターとエレベーターが一基ずつ。事務所、警備室、従業員控え室があるのは一階だ」

　そう言った鬼一は車内にノートパソコンを持ち込んでいた。そのモニタに表示した地図を指さしながら暗殺任務の最終確認を続ける。

「いつもの通り魅杏は別行動。車を降りたら、すぐに狙そ撃げき地点に向かうこと」

「らじゃ！」と、親指を立てる魅杏。

「三階建てに五人で突入するわけだから、三ユニットに分かれて一階ずつ担当するのがちょうどいいはずだ。一階の担当は俺一人でいい。逃げてくるやつもできる限り片付ける。二階は晃生とテル。三階は裕佳梨さんと零士くん」

　鬼一だけが単独行動をすることに零士は一瞬不安を覚えたが、それだけ腕に自信があるのだろう。部長を信頼しないと、暗殺部の活動はそもそも成り立たない。

「俺、裕佳梨さん、零士くんは正面出入口。晃生とテルは裏口から突入。魅杏が狙撃を開始したら任務開始──質問は？」

　質問はなかった。

　──僕は闘争領域を拡大している。




　駅の近くにある三階建てのパチンコ店は、けばけばしい電でん飾しよくの看板が光っていないだけで昼間とずいぶん印象が変わって見えた。深夜のパチンコ店は潰れる寸前のゲームセンターのようだった。のぼり広告もすべて片付けられている。半ば捨てられたように散らばる数台の自転車が、もの悲しい雰囲気を強めていた。

「ふぅ……」

　口からこぼれ出る息が重い。零士は、はっきりと緊きん張ちようしていた。今までの暗殺は、すべてターゲットが一人だった。仲間のフォローも完かん璧ぺきだった。しかし今日のように、敵のほうが数が多く、しかも撃ち返してくる可能性が高い状況というのは、経験がないのだ。部活っぽくいえば、ただの対外試合ではなく公式試合、初めてのスターティングメンバーという感じ。いまさら引き返すわけにもいかず、てのひらにたまる汗をズボンにこすりつけて拭ぬぐう。

　パチンコ店からは見えない曲がり角の陰で「ドライバー」が車をとめた。全員の時計を合わせて、「三〇分たっても戻らなければ待たなくていい」とドライバーに告げてから、六人は車を降りる。

　パチンコ店正面の道路を挟はさんで斜はす向むかいにもう閉まっている焼肉屋があったので、魅杏は横道に入ってからするすると壁かべをのぼって（彼女は身軽で、比較的小さな凹おう凸とつでもしっかりと足場にしてしまう）あっという間に二階建ての屋根の上へ。伏せて身を隠しつつスナイパーライフルを構える。距離はほんの数十メートルだから、彼女にとっては楽な狙撃だろう。

　魅杏は別れ際にこう言った。「近すぎると『でぃーくん』だと逆に不便なんだよね。使い慣れてるから、照準を調整してこのままいくけど」

　突入組は二手に分かれる。鬼一が無線で言う。

「中にはかなりの数の〈いるか人間〉がいる。少なくとも二〇人だ。危なくなったら〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を使っていこう」

　警けい報ほう装そう置ちが切ってあるのはすでに確認済みだった。防犯カメラに記録を残したくないのは〈いるか人間〉たちも同じだ。出入口のドアには当然鍵かぎがかかっていたが、サプレッサーつきの拳銃で錠じよう前まえ部分を破壊するとあっさり開いた。それなりの音がしたが、中の〈いるか人間〉に気づかれた感じはしなかった。零士は、鬼一、裕佳梨とともに正面出入口からパチンコ店に侵入した。

　まず、一円パチンコのコーナーと景品カウンターが目に入った。一円パチンコ台の向こう側に、人の動く気配がある。大勢が、何かに夢中になっているような──。零士たちはとりあえずサプレッサーつきの拳銃を構えたまま、息と足音を殺して人の気配に忍び寄っていく。そこは、いわゆる休憩スペースらしい。台の陰から、様子をうかがう。

「……っ！」

　休憩スペースは、自動販売機と長いテーブル、いくつかのベンチが設置された教室くらいの広さの場所だった。そこに、〈いるか人間〉たちがいた。最初は、零士には彼らが何をやっているのかわからなかった。

　六人の男たちが、一つのテーブルを囲んでいた。そのうちの一人は、激しく腰を動かしている。よくみれば、下半身裸だ。テーブルの上には、全裸の女性がいて、他の男たちに手足をつかまれている。零士はその場で胃の中身を外に戻しそうになった──女性は〈いるか人間〉に犯されているのだ。

　女性は抵抗していなかった。それもそのはずで、彼女はもう死んでいた。体中に凄せい絶ぜつな暴力の痕こん跡せきがあった──なぶり殺しだ。〈いるか人間〉はその死体を犯していた。休憩スペースで死姦に参加する六人、全員が不ぶ気き味みな無表情で女性を見下ろしている。犯す男は、女性の命だけでなく、魂たましいまで破壊したがっているように見える。まさに、尊厳を踏みにじっている。

　人間同士ならば、話し合って暴力を回避することもできる。しかし、残念ながら人間社会には人によく似た「獣」が密かに入りこんでいる。獣に人間の話は通じない。かつて、人類の祖先が凶暴な野獣に対してそうしたように、もっとも強い武器を用意して叩きのめすしかない。それができなかったら、こちらに被害が出る。

　最初に飛び出したのは裕佳梨だった。

「…………」

　つまらなそうな表情で、しかし瞳にほんの少しだけ怒りをこめて、裕佳梨は走りながら右手でサプレッサーつきのベレッタＰｘ４ストームを連射した。たちまち二人を蜂はちの巣すにして、それから裕佳梨は足から敵に向かって滑すべりこむ。まるでエースストライカーのスライディング。滑りながら連射を続けて、さらに二人を仕留める。バシュバシュと抑制された銃声が響き、ドバドバと派手に鮮血が飛び散る。

　まだまだ、ベレッタＰｘ４ストームの二〇連の弾倉にはずいぶんと余裕があった。裕佳梨は立ち上がりながら自分が撃ち殺した男の体をつかんで盾にしつつ、残った二人の頭や胸部を破は裂れつさせる。

　火がついたような連射だった。速くて、しかも正確だった。

　鬼一は最初から彼女一人に任せるつもりだったようだが、零士は単純に出遅れた。緊張のせいだ。零士は自分の頰ほおを平手で打った。気合いを入れ直す。──部の仲間たちの期待にこたえなければいけない。部の仲間たちの足を引っ張りたくない。なにより、未み但馬たじま裕佳梨に迷惑をかけたくない。

「一階、休憩スペースで裕佳梨さんが〈いるか人間〉六人を仕留めた」

　と鬼一が無線で言う。

『あたしまだ敵を見つけてないよぉ！』と魅杏が悲鳴に近い声をあげた。

「計画変更、臨機応変だ。突入組で始める」
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　事務室には三人の〈いるか人間〉がいた。晃生と輝佳が乗りこんでいって、輝佳の日本刀がたちまち三つの生首を転がした。

　そして鬼一、零士、裕佳梨の三人は従業員控え室で一方的にサプレッサーつきの拳銃を撃ちまくって四人の〈いるか人間〉を射殺した。これは奇き襲しゆうの延長のようなもので、零士の緊張もマイナスには働かなかった。

　なんとなく、いける、と零士は心の中でつぶやく。

　何度も〈いるか人間〉を見てきて、零士は彼らの危険を実感していた。たしかに緊張しているし怖くもあるが、自分が人類の防ぼう波は堤ていになっているという高揚感もあった。零士はまだそれほど長く生きてきたわけではないが、自分の全生涯はおそらく彼らと戦うためにあるのだと断言できる。

　野球をしたいのなら野球部に、サッカーをしたいのならサッカー部に、漫画を描くのなら漫画研究会に、他の人々のために変なものと戦いたいのなら暗殺部に。

　次に零士たちは奥まったところにある警備室へ踏み込む。

　警備室にいた三人の〈いるか人間〉たちは、近所でつかまえてきた犬をライターであぶったりナイフで切きり刻きざんだりして暇ひまを潰していた。ほんの数秒で全員射殺したが、ここでとうとう敵に反撃させてしまった。死にかけた〈いるか人間〉の一人が、最後の力を振り絞って拳銃を抜いて引き金を絞ったのだ。

「！」

　その弾丸は外れて天てん井じように突き刺さり、鬼一がＨＫ45Ｃ拳銃で完全にとどめをさしたが、敵の拳銃にはサプレッサーがついていなかったので、銃声がパチンコ店の隅々まで響くことになった。しかし、店内の敵には気づかれたとしても、警察に通報されたり野次馬が集まってくる心配はなかった。パチンコ店は防音構造なので、店の外まで漏もれた銃声はほんのかすかなものに過ぎなかったのだ。

「頃合いだな」

　鬼一は拳銃をホルスターに戻した。かわりに、スリングで肩からさげていたデーウーのＡＳ12オートマチック・コンバット・ショットガンを両手で構え、チャージングハンドルを引いて薬室に初弾を装そう塡てん。安全装置を解除する。

「こっちも、銃声を気にせずいこう」




　一円パチンコのコーナーを抜けて、スロットの台が並んでいるエリアに足を踏み入れる。そこでは、新入りの〈いるか人間〉に武器を渡す係の連中がやる気満々で待ち構えていた。

　数は五人。

　拳銃ではなく、コンパクトなアサルト・カービン・ライフルや銃身を切り詰めたショットガンで武装している。それだけで、かなり実戦慣れしている部隊だとわかる。

　しかしそんな重武装の敵五人を、鬼一のコンバット・ショットガンが粉砕した。ドンドンドン！　と凄すさまじい銃声。それはほとんど小さな大砲だった。彼が引き金を絞ると、ショットガンのばかでかい空から薬やつ莢きようが排はい莢きよう口こうから次々と真横に飛んだ。

　鬼一が装塡しているのは、コンバット・ショットガンの装弾としてはオーソドックスな一二ゲージのバックショット。鹿や猪いのししを殺せる装弾だ。

　大粒の散弾を大量にばらまく。

　流れ弾でスロット台が爆発したかのように吹き飛んだ。ＩＣカード券売機に大穴が開く。無数の破片が飛散する中、〈いるか人間〉たちが散弾を浴びて倒れる。人体が穴だらけで、一瞬でフロアは血みどろだ。散弾によって削られた肉がベチャッと湿った音を立てて壁まで飛んで付着する。

　散弾がまとまって炸さく裂れつすれば、手や足が千切れて床を転がる。

　鬼一が一弾倉分撃ち尽くすと、五人の〈いるか人間〉はほとんど原形をとどめていなかった。赤黒い残飯の山か、あるいはボロ雑ぞう巾きんと化していた。

　鬼一の連射があまりにも壮絶で、零士は思わず見とれてしまった。

　認めなければいけない、と零士は思う。

　破壊には快感がある。それは、認めないといけない。

　暗殺部のような暴力機関が大義名分や自制心を失ってしまったら、〈いるか人間〉たちと大して変わらぬ存在になってしまうのかもしれない。

「実にホメーロス的な戦闘だろ？」

　鬼一が、ドラムマガジンを交換しながら言った。

「──はい？」

「ジョルジュ・ソレルの『暴力論』にそんな文章が出てくる」




　一階の〈いるか人間〉は全員殺したはずだった。念のために鬼一が一人で一階に残り、これから隅々まで探索し、二階や三階から逃げてきた敵がいたらこれも始末する。零士と裕佳梨は晃生、輝佳と合流し、四人で動いていないエスカレーターを駆け上がって二階に行く。輝佳はすでに日本刀を血で濡らしている。

「二階は俺たちの担当だったな。二階がたぶん一番しんどいわー」晃生が恩着せがましく言う。「二階が一番広いからなー。たぶんここが一番しんどいわー」

　晃生はいつもこうだ。自分自身のことが大好きで、余計なことばかり言う。しかし晃生の格闘訓練を受けるうちに、零士は少しだけ彼のことが好きになっていた。彼は零士に対して皮肉や憎まれ口を叩くが、決して「背が低い」ことだけはバカにしなかった。

　二階にも、もちろん〈いるか人間〉たちがいた。晃生のウルティマックス１００ライトマシンガンが火を噴く。鬼一のコンバット・ショットガンの「うり」が破壊力なら、晃生のウルティマックスの「うり」は制圧能力だった。圧倒的な連射速度で銃口を水平に動かせば、それだけで敵の動きを止めることができる。なにしろ大容量のドラムマガジンだから、そう簡単には弾切れも起こさない。

　晃生の軽機関銃支援が効きいているうちに、輝佳が斬りこむ。身を低くして、床の上を滑るように敵の懐ふところに飛び込んで、日本刀で腹を斬り上げる。皮と肉によって包まれていた内ない臓ぞうが、血の滝とともにドサリと下に落ちる。輝佳が危なそうなときには、晃生の途切れない援えん護ご射撃が行われる。

「凄いですね……」

　零士は思わずつぶやいた。そういえば、輝佳の「本気」を見るのはこれが初めてだ。

「テルはすげーな、やっぱ」と晃生。「でも俺のほうが凄いけどな」

　ちょっとだけ好きになってはいたが、晃生がうざったいやつだという事実に変化はないので、いつまでも相手をしているのは面倒だと思い、零士は「じゃあ、僕たちは三階に……」とここで一度別れることを提案した。

　そのときだった。

　銃声がして、輝佳の小さな体が横ざまに吹き飛んだ。

「……ッ！」

　輝佳の刀に胴体を切り開かれたのに、まだ生きている敵がいた。上半身だけで、床を這はっている。極端に筋肉質で異様に前方に向かって伸びた魚顔になっている。完全に死亡する前に、より〈いるか〉に近い形に変身することに成功したのだ。本性をあらわした〈いるか人間〉は、体力も痛みに対する耐性もゴキブリ並みだ。飽きるほど弾丸を浴びせたり、首を確実に切断しないと殺せない。

　上半身だけの〈いるか人間〉が、その状態から改造ショットガンを撃ったのだ。零士と裕佳梨は、慌あわてて倒れた輝佳に駆け寄ってその体を物陰に引っ張りこんだ。晃生が、輝佳を撃った〈いるか人間〉の頭部に狙いを定めて、大量の弾丸を撃ちこんだ。その頭は、歯の一本一本があちこちに散らばるまで徹てつ底てい的てきに破壊された。

「輝佳さん！」

「テル！」

　散弾をくらった輝佳の頰と顎あご、上腕のあたりに黒い弾だん痕こんが生じていて、そこからドロドロと血が溢れていた。防弾装備の隙間から、何発かの弾丸が少女の脇腹に侵入していた。即死ではないにしても、放っておけばやがて死に至るのは間違いない。

「……ぇら……ぁ……ヴぃい！」

　輝佳がうめいた。そして彼女は震える手で、服の下からペンダントを取り出し、つりさげているケースを開ける。中に入っていた〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を輝佳が飲みこむ。それは必死で、砂漠で迷子になった人間がようやくオアシスを発見したときのような動きだった。少女が白く細い喉のどを鳴らす。

　直後、輝佳に目ざましい変化が生じた。

　まず、体が勝手に内部から散弾の粒を「ぺっ！」と吐き出した。出血が止まり、瞬時に皮ひ膚ふと筋肉が再生して傷がふさがる。

「……ぁ……ぃ……ぇ！」

　そして勢い良く起き上がった輝佳は、日本刀を握り直して、ミサイルのように急激に加速していった。輝佳は動きが速い。しかし、今は普段よりもずっと速い。目で追いかけるのがやっと──いや、目で追いかけることすらできない。零士の目には、影のようにしか映らない。もっと「速い動き」に慣れた目でなければとても無理だ。

　小さなミサイルと化した輝佳は、文字通り目にも留まらぬ動きで敵に向かって突撃した。二階にはまだ四、五人の〈いるか人間〉がいた。輝佳は電光のように刃を閃ひらめかせ、敵の一人を一瞬でバラバラにした。比ひ喩ゆや誇こ張ちようではなく、ほんの二秒ほどで両手両足を切断し、頭部をピザみたいに八等分し、胴体を四つに割り、床に扇おうぎ状じようの血の模様を描いた。バラバラのパーツが宙を舞う中、輝佳はもう次の敵に向かっている。

　高速で移動し、ジャンプし、空中で一回転しながら日本刀を振るう。叩きつける。その刃が敵の首から侵入していって、一気に脇腹まで切きり裂さく。

「あれが〈副作用〉」

　零士は驚きをこめて言った。

「テルは〈筋力増加〉だ。全身の筋肉が通常ではありえないほどの力を出すから、より速く動けるようになるし、斬ざん撃げきが強くなる」と晃生。そしておきまりの余計な一言。「……俺の〈生命躍動剤〉の〈副作用〉のほうが凄いけどな」

「そっか、個人差があるんでしたね」

　零士は考える。自分が飲んだらどうなるのか？　戦闘の役に立つ〈副作用〉なら問題はないが、不便なだけのものもあるという。

「テルはあと数分動いたら倒れる。体力の限界を迎えるんだ。しかし、そのときにはもうこの階にはほとんど敵は残っていないだろう。あとは俺一人で十分だ」晃生が言った。「お前と裕佳梨さんは三階へ。仕上げだ」

　零士と裕佳梨は停止しているエスカレーターで三階にあがる。




　　　４




　敵の銃声が聞こえるたびに零士の体はこわばった。当たり前のことだが、運悪く急所に弾が当たったら即死するのだ。怖くないほうがおかしい。おかしい、が──徐々に体が戦闘の空気に慣れてくる。それは間違いなく、今までの厳しい訓練のおかげだった。痛い思いをしてきたからこそ、体が順応するのも早い。

　零士にとっては初の大規模な実戦だったが、悪くない流れだと言えた。

　問題は、唇に裕佳梨の感触がいつまでも残っていることだ。

　その感覚は、命がけの時間が長くなればなるほど、むしろ鮮明になってきている。大おお怪け我がをしたあと、最初は麻ま痺ひしていたのに、徐々に痛みがひどくなってくる感じに似ている。

　命を奪うばい合あう戦闘中に何を考えているんだ僕は、と零士は自分自身を叱しつ咤たする。そんな場合ではない。しかし、そのことしか考えられない。零士は一人で何度もぶんぶんと頭を振る。もう一度自分自身に平手打ち。

　暗殺部に入ったからこそ、裕佳梨と親密になった。裕佳梨はポーカーフェイスだが、暗殺部の任務を大事にしているように見える。零士と裕佳梨は暗殺と〈いるか人間〉によってつながっている。

　──つまり、暗殺をおろそかにしたらきっと裕佳梨とは上う手まくいかなくなるだろう。

　零士は続けて考える。別に女の子と仲良くなるために暗殺部に入ったわけではない。もっと大事な何かがあると思ったし、自分にとって必要な部活だとなぜか最初から確信していた。とはいえ、裕佳梨との接触はあまりにも鮮烈だった。

　結局零士は自分の気持ちを上手く整理することができず、とりあえずＳＩＧ・ＳＧ５５２コマンド・アサルト・カービンのグリップとハンドガードの感触に意識を集中した。銃と弾丸だ。事実、弾丸が飛び交っている。銃の感触にはたしかなリアリティがあり、それさえあれば銃のことだけを考えるのは比較的簡単で、なんとか裕佳梨のことを「先送り」できた。

　三階の敵は、明らかに少なかった。〈いるか人間〉たちの反撃は散発的だ。主力は潰したらしい、と零士は思った。隣に裕佳梨がいるので心強かった。二人の敵を見つける。裕佳梨が正確な射撃で顔面を割る。

　零士もアサルト・カービン・ライフルを撃つ。ＳＩＧのライフルは性能のいいミシンみたいに正確に動く。四、五発にまとめた弾丸が敵に突き刺さり、血ち飛沫しぶきが弾ける。

「これで全員ですかね？」と零士。

「いや……」裕佳梨はこのフロアの奥を見つめている。「油ゆ断だんするな」

　裕佳梨の視線の先には、闇やみがあった。閉店後のパチンコ店なので照明は最低限に抑えられていて、あちこちに影のたまりができていた。そんなたまりの一つに、特別な〈いるか人間〉の男が潜ひそんでいた。

　その男は泣いていた。
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　その男──玉たま城き西さい源げん。中華料理店虐ぎやく殺さつの〈いるか人間〉。身長一九五センチ、体重一一〇キロ。元プロレスラー。得意技はラリアットとスープレックス系。短い白髪。下唇には、ヒールレスラーの凶器攻撃で切った傷、犬のように哀しい目。鉄の塊かたまりをハンマーで叩いたような顔。〈いるかの子ども〉のおかげで特別な力を手に入れたが、そのかわり情じよう緒ちよが不安定で、些さ細さいなことで涙を流してしまう。

　御み園その瓜うり子こは「大詰めだから、その拠点は絶対に守ってください」と言っていた。玉城としては、〈地域コブ〉のことはわりとどうでもよかったが、戦う機会があるのならばそれは楽しみだった。体に穴が開いたような欠落感を埋めることができるのは、他人の命だけだ。そんなことを考えているとまた涙が出てきた。ラーメンとギョーザのことをまた思い出してしまったのだ。
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　正せい袈げ裟さ高校の暗殺部──零士と裕佳梨は、パチンコ店の三階で見上げるような巨漢と遭そう遇ぐうした。闇のたまりからぬっと出てきた。

　襟えりに派手な毛皮フアーがついたモッズコートを着た白髪の巨漢。

　逆三角形の見事なヘラクレス体型で、背中が筋肉で小山のように盛り上がっている。腕も、足も、首も太い。そして、理由はわからないが泣いている。

　無表情のままただ涙だけを流す白髪の巨漢を見た瞬間、零士は、自分が第二次世界大戦の歩兵になったような錯さつ覚かくを味わった。もちろん負け戦の歩兵だ。

　押し寄せてくる敵の戦車に対して、こちらに有効な兵器はなく、手しゆ榴りゆう弾だんや地雷で無む謀ぼうな突撃を敢かん行こうしなければいけない。

　白髪の巨漢は、コートの下から二丁のサブマシンガンを抜いた。

　ロシア、イジェマッシ社製のバイソンＳＭＧだ。

　円筒状のスパイラル・マガジンは、九ミリ・マカロフ弾薬が六四発という大容量。それを右手に一丁、左手に一丁。同時にフルオートで発砲する。

「！」

　零士と裕佳梨は慌てて伏せる。その頭上を、弾丸の嵐が通過する。外れた弾が、無料コインロッカーに当たってガキンガキンと金属音を立て、火花を散らす。暗殺部の二人は匍ほ匐ふく前進で移動して、少しでもいい位置をとろうとする。

　図書館の書しよ架かのように並んだパチンコ台の列に身を隠し、零士と裕佳梨はアサルト・カービン・ライフルを構え直した。

　裕佳梨が物陰から撃ち返した。床に片膝をつき体を丸めて、地面をなめるように低い姿勢からの射撃だ。

　裕佳梨が放った数発の弾丸が、白髪の巨漢の足や胴体に命中したが、よろめきもしなかった。防弾装備ではない。筋肉や骨の強度が人間離れしているのだ。

「はっ、はっ……！」

　と荒い息づかいが聞こえて、それが自分の呼吸音だと気づいたとき、零士は情けなくて穴があったら入りたい気持ちだ。

　白髪の巨漢は、今までの敵とはまったく違う。

　零士にとっては初めての苦戦──初めての死闘だ。

「落ち着いて」

　裕佳梨が冷静な声で言った。

　零士は落ち着く。正確には、落ち着こうと努力する。

「特別な〈いるか人間〉だ。手ごわそうだけど、やれない相手じゃない」

「はい」

　はい、と言ったが、零士は本当にやれない気がする。

「オトリが必要になる。急いで決めないと」

　相変わらずのポーカーフェイスだが、裕佳梨の目には強い自信が輝いている。

　──彼女はやれると信じている。

「オトリ？」

「オトリと狩人に分かれる。役目は、その名前通り」

「どっちが難しいですか？」

「たぶん、狩人のほう。オトリが敵の注意をひきつけてる間に、狩人は冷静に頭に何発もぶちこまなきゃいけない」

「じゃあ、僕がオトリで」

「お願い」

　そう言って、裕佳梨は零士と唇を重ねた。

　二度目のキス。

　敵の弾丸によってガラスやプラスチックの破片が舞い散る中、そのキスはちょっとした不意打ちだった。彼女の動きは、寒い日に暖房のスイッチを入れる手つきみたいに自然だった。

　おかげで、零士は部室での裕佳梨とのやり取りが現実だったと再確認できた。夢ではなかった。──自分の単純さに呆れてしまう。勇気がいくらでもわいてきた。零士はそれが蛮ばん勇ゆうでないことを祈った。

「わかりました。ここから……」

　と、零士は銃口で自分の移動先を示す。

「向こうの男子トイレまで、僕が適当に撃ちながら走ります。僕はそのまま男子トイレであのデカブツを牽けん制せいする。その間に……」

「私は、密かにあいつの後ろか側面をとって、頭部に大量の弾丸を撃ちこむ」

「それで」

「ああ、いってみよう」

　裕佳梨と一緒に隠れている物陰から、男子トイレの入口までおよそ一五メートル。こんなにハードな短距離走は他では考えられない。

　アイコンタクトでタイミングをとってから、零士はＳＩＧ・ＳＧ５５２を撃ちながらパチンコ台の陰から飛び出した。向こう──白髪の巨漢──もそれを待っていた。二丁のサブマシンガンから吐き出される大量の弾丸が追いかけてきて、並んだパチンコ台に弾痕の列が走る。

　特に段差があったわけでもないのに、零士は足がもつれてこけそうになった。

「わっ、くぅっ……！」

　遮しや蔽へい物ぶつがない場所で転倒したら、オトリにもなんにもならない。ただのまとだ。零士は歯を食いしばって、もつれた足を必死に解ほどきながら前に進み、半ば前転するように男子トイレに飛びこんだ。零士は自分自身を褒ほめてやりたい──よし、オトリとして最低限の役目を果たすことができた。

　気がついたら、ＳＩＧ・ＳＧ５５２コマンドの弾倉が空からになっていた。零士は焦あせりを抑えられない手つきで、それでもなんとか弾倉を交換した。空っぽの弾倉をズボンのポケットに突っこみ、防弾ベストにつけたポウチから新しい弾倉を出してさしこむ。

　零士はトイレの壁に身を隠しつつ、ライフルを撃った。裕佳梨のための、牽制射撃だ。白髪の巨漢は、飲み物の自動販売機の近くで、悠然とサブマシンガンの弾倉を交換している。零士の射撃など気にかけてもいない。

　裕佳梨が、白髪の巨漢の側面でいい射撃位置をとることに成功した。暗殺部からすれば、挟み撃ちに近い位置関係だ。零士と白髪の巨漢と裕佳梨を線で結ぶと、細長い二等辺三角形ができあがる。

　裕佳梨が一歩前に出て、ライフルの照準を巨漢の頭部に合わせた。

　ところが──。

「……！」

　白髪の巨漢は、突如高くジャンプして、パチンコ台の上に飛び乗った。体が大きいからといって、動きが鈍にぶいとは限らない。あれほどの巨漢が一瞬で視界から消えて、さすがの裕佳梨も戸惑う。

「…………」

　巨漢は高い位置で優雅に反転し、右手のサブマシンガンで零士を、左手のサブマシンガンで裕佳梨を狙い、引き金を絞る。

　二発もらって、零士は尻餅をついた。槍で思い切り突かれたような衝しよう撃げきがあった。これでとうとう死んだかと思ったが、弾丸はチタン合金のプレートで止まっていた。防弾装備越しとはいえ、かなりの激痛だ。

　──とにかく、命拾いだ。

　痛みにならば、耐えられる。パニックに陥おちいって泣きわめいたりすることはない。入部テストの際に、部長の鬼一に撃たれた経験が役に立った、と零士は思う。あれがなければ、もっと動転していたはずだ。

「裕佳梨さん！」

　零士は叫んだ。

　しかし、返事はなかった。
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「零れい士じくん！　裕ゆ佳か梨りさん！」

　異変を察して、鬼き一いち、晃こう生せい、輝てる佳かも三階にあがってきた。輝佳はまだ〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉の効果が続いているらしく、凄すさまじい速度で跳び上がり、すれ違いざまに白髪の巨漢に斬ざん撃げきを浴びせた。輝佳の刀が、巨漢の左肩口を切きり裂さく。相手が並の〈いるか人間〉であったならこの一撃で左腕を切断していたところだが、巨漢の頑がん健けんさに阻はばまれて数センチの切り傷にとどまってしまった。

「…………」

　それでも、輝佳の強さに白髪の巨漢はかなり驚おどろいたらしく、しかも〈いるか人間〉はほとんど殺されて今では多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいである。巨漢は一時撤てつ退たいを選択した。その巨体からは想像できない軽やかな動きでパチンコ台から飛び降りて、前転で受け身を取り、走り出す。そのまま白髪の巨漢は窓ガラスを体当たりで打ち破って外に飛び出す。三階の高さだが、彼にとってはちょっとした段差にすぎなかった。

　危なげなく路上に着地した白髪の巨漢は、そのまま全速力で駆け出した。外で狙そ撃げき位置についていた魅み杏あんが即座に一発当てたが（ちなみに、着弾は右脇腹のあたりだった）、それが当然のことであるかのように彼は止まらなかった。電気自動車のように静かに加速していって、彼の背中はたちまち見えなくなる。暗殺部が今すぐに車に乗りこんだとしても、追いつけるかどうかは疑問だった。

　急に静かになって、零士は不安のあまり全身から嫌な汗を流しながら裕佳梨のほうに駆け寄った。最悪の事態ばかりが頭の中を駆けめぐった。横たわった彼女を見て、想定していた最悪が限りなく現実に近いものだったとわかる。

　白髪の巨漢が放った弾丸は、防弾装備や、それがカバーしていない場所にも当たっていた。太ふと腿ももの動脈や、首や、左右の上腕だった。どれが原因だったのかはわからないが、とにかく彼女はもうぴくりとも動かなかった。

「…………」

　彼女に穴が開いている。

　弾だん痕こんの周囲は肉が砕かれて盛り上がっている。

　首の穴からこぽこぽと泡がわく。

　彼女はまだ両目を見開いたままだった。人間の体にはこれほどたくさんの血が流れているのかと、驚くほどの血まみれだった。赤黒い血の海、真っ白になった彼女の肌。零士は思い知った──人間は、血と肉と魂たましいでできている。魂が欠けたら、血と肉しか残らない。放置すれば血は乾き、肉は虫に食われる。

　冷たくなった裕佳梨の周囲に、鬼一や晃生や輝佳も集まっていた。

「例の薬は……」零士が震える声で言った。

「もう、致命傷を食らった人間には間に合わないんだ」と沈んだ声で鬼一。

　いくらなんでもひどすぎる、と零士は思った。──裕佳梨の最後の言葉は？　彼女が死んだということが、死体を見ても現実として認識できない。ひどく後味の悪いドラマや映画を見ているような気分だ。

　あまりにも突然で、あまりにも理り不ふ尽じんな死だ。零士はその場にぺたんと尻餅をついてしまった。じゃあ、突然ではなく、理不尽でもない死なら納得できたのか？　そんなわけないだろう。どうあっても、彼女の不在に耐えられるはずがないのだ。




　そのあと、零士の記憶は途切れがちになる。他の仲間たちが慌あわただしく動いていたことだけはぼんやりと覚えている。気がついたら零士は、全裸で卓球場の仮眠室にあるベッドの上で横になっていた。

　鬼一に連れてこられたのだ。

「ショックだろうな」仮眠室で、鬼一に話しかけられた。零士には、それが夢か現実かの区別もつかなかった。

「ゆっくりと休んでほしい。細かいことは全部こっちでやる」

「……裕佳梨さんは本当に死んだんですか？」

　ぼんやりとした頭で、零士は訊ねた。

「死んだよ、彼女は」

　鬼一は零士に背中を向けた。

「悪夢みたいな話だろ？　死体を見てもピンとこなかったはずだ。でも、間違いなく彼女は明日からここにはいない」

　零士にはまだ、自分が本当に悲しんでいるのかどうかさえわからなかった。

　──なにしろ、彼女とは何もかもがこれからだったのだ。

　明らかに、彼女と一緒に過ごした時間が足りなかった。彼女との会話が足りなかった。彼女との触れ合いが足りなかった。たしかな絆きずなと思えるのは、二度のキスだけだ。
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　未み但馬たじま裕佳梨は事故死として処理された。

　それから数日過ぎても、零士は抜ぬけ殻がらの状態から回復することができなかった。

　憔しよう悴すいしきった顔で帰宅すると、母親は当然「何があったの？」と心配して訊いてきた。

零士は、「部活の仲間が事故で死んじゃった」とだけ答えた。そして、自分の部屋にこもった。自分の部屋は他人の部屋のようだった。

「何か食べたほうがいいんじゃないの……」「全然着替えてないじゃない」「せめてお風呂くらいは入らなきゃ……」そんな、母親の心配する声がうっとうしくてたまらなかった。零士はダウンジャケットを着て、携けい帯たい電でん話わも持たずに外に出た。それなのに、拳けん銃じゆうは忘れなかった。いつでも自分の頭を吹っ飛ばせるように。

　とりあえず、零士は駅まで歩いていった。その間に、たくさんの人とすれ違った。道行く人の歩みを妙に速く感じて、零士は「すべてから取り残されてしまった」と思った。高速道路で、一人だけ徒歩で移動している気分だった。

　──僕は背が低いから、子どもが家出したように見えるかもしれないな、と零士は自じ嘲ちようする。本人はちょっとだけ笑ったつもりだったが、表情は石のように固まったままだった。

　そのまま零士は、マンガ喫きつ茶さやコンビニの前で休きゆう憩けいしつつ、結局一晩眠らずに街をさまよい続けた。




　──遠くに行きたくなった。

　零士は、行き先も確かめずに電車に乗った。

　どこに向かっているのかはどうでもよかった。

「…………」

　電車の窓から外の風景を眺める。いつか、どこかで雨が降り出す。窓ガラスにはりついた雨滴が、電車の速度で横方向に流れて波打ち際を思わせる模様を描く。線路上の単調なリズム。規則正しい人の流れ。零士は電車に乗っているのに、自分がほんの少しも動いていないように感じる。──いや、動いているのは電車であって、たしかに零士は自分の足で歩いているわけではない。

　適当に電車を乗り継いだ。

　零士は懐ふところに隠し持った拳銃を意識する。拳銃はやはり素す晴ばらしい道具だ。これのおかげで零士は、いつでも好きな場所で、ほんの一秒もあれば自分の脳の大半を周囲に散らかすことができる。だから零士は、ある意味、今までの人生でもっとも自由な時間を過ごしている。これほど絶望的な自由があるとは、想像もしたことがなかった。

　零士には今、目的地がない。しかし、無気力な荷物としてただ運ばれている状態にも嫌気が差してきて、雨が止やんだタイミングで電車を降りた。駅前には大きなパチンコ店があり、零士はすぐに裕佳梨のことを思い出して落ちこんだ。吐き気が止まらなくなって、逃げこむように適当なビジネスホテルに入った。もちろん予約などしていなかったが、空き室ばかりらしく簡単にチェックインできた。

　テレビとベッド以外大した家具はない、シンプルなホテルの一室で、零士はラジオをつけた。靴くつを脱いで、ベッドで横になる。偶然なのか、零士のお気に入りのコールドプレイの曲がかかっていた。『ウォーターフォール～一粒の涙は滝のごとく』。前は好きな曲だったのに、今はその曲名が気に入らない。

　ラジオを消してまぶたを閉じると、すぐに眠れた。そして夢を見る。

　夢の中で零士は、裕佳梨とともに、清せい潔けつなキッチンで一緒に料理をしていた。モッツァレラチーズとトマトのサラダを作る。新鮮な玉ねぎとカリッとしたベーコンを入れたコンソメスープを作る。

　メインはオムレツだ。二人で手て際ぎわよく作業を分担する。裕佳梨がフライパンにバターを入れて熱する。零士は卵で包むための具として、ソーセージとジャガイモとひき肉を炒める。ボウルに卵を割って、適量の牛乳とともに念入りにかき混ぜる。裕佳梨がフライパンに混ぜた卵と具を入れて、オムレツとしての形を整える。──すべてが上う手まくいったように思えたのに、オムレツを味見してみるとこれ以上ないほどまずい。裕佳梨も一口食べて顔をゆがめる。この料理は完全な失敗作だ。思い返すと、卵を割る段階からすべてが間違っていたように感じる。

　彼女は「次があるよ」というふうにうなずく。

　零士は次はないと思う。

　目が覚める。チェックアウト。また、外の世界をさまよう。
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　そこかしこに漂ただよう流れのようなものに身を任せて、数日が過ぎ、いつの間にか横浜にたどり着いていた。横浜駅から、みなとみらい線で元町・中華街駅で降りたのだけははっきり覚えている。

　中華街東門を抜けて、誘われるように中華街大通りに入っていった。

　夜の繁はん華か街がいの喧けん騒そうがなぜか心地よかった。

　しばらく零士は、料理店が軒を並べる通りをさまよう。どんな美う味まそうな食事の匂いも零士の食欲を呼び起こすことはできない。

　光り輝く大量の看板。賑やかな観光客たち。今の零士は、場違いに浅い海を泳ぐ深海魚のようだった。

　考えるのは裕佳梨のことばかりだ。しかし、彼女について考えるにはあまりにも思い出が少なすぎる。零士は、裕佳梨のことをもっと知りたかった。裕佳梨に、自分のことをもっと知ってほしかった。これから二人には何かがあったかもしれないのに、もう何かが起きることはない。

　行方をくらましたいのか、自殺したいのか──自分がどうしたいのかわからない。とにかく、気力がわいてこないのだ。自分の人生すべてが失敗だという気がしていた。こんな人生なら、生まれてこなければよかった。

　中華街をぐるぐると何周もして、それで何かが変わるということもなく、ただ異い国こく情じよう緒ちよだけが零士の神経を過敏にした。

　急に、自分の靴に裕佳梨の血がまだついているように感じた。振り返ると、自分の真っ赤な足跡が蟻ありの行列のように続いている。それはもちろん幻覚で、前を向いて、もう一度振り返るとそこには雑ざつ踏とうしかない。

「…………」

　中華街を離れた零士は、道に迷って、少しでも居心地のよさそうな場所を探していたら公園に出た。

　港町の臨海公園──山下公園だ。




　横浜マリンタワーが、ライトアップされて銀色に輝いている。今の零士の目には、この町のシンボルとしてのタワーではなく、高くそびえ立つ墓標として映る。

　冬の、夜の海──。様々な人工物に囲まれた狭せまい海だ。横浜港大桟橋を歩く。美しい起伏のついたウッドデッキの上を歩いていく。そこは、古い戦せん艦かんの甲板に似ている。二四時間開放されている屋上広場に行く。東の方向に横浜ベイブリッジ。西にはみなとみらいのビル群。日本郵船氷ひ川かわ丸まるのイルミネーション。地上に星空が降りてきたような、非の打ち所のない夜景だった。規則正しく光り輝く街並みは、地球全体を覆おおう巨大なコンピューターの重要な回路の一つに見える。

「……二人で見たかったな、この夜景」

　零士は適当なベンチに腰をおろして、想像した。想像の中では、もちろん裕佳梨が生きている。あのキスのあと、二人でデートを繰くり返かえして、きちんとした恋人同士となり、冬休みを利用して横浜で遊ぶのだ。隣に裕佳梨がいれば、この夜景の美しさを十分に堪たん能のうすることもできたはずだ。しかし、視線を動かしても裕佳梨はそこにいない。

　きみはそこにいない。

　裕佳梨の不在が胸を切り裂く。

　好きな人が死んで悲しい──ようやく、単純にそう感じることができた。そして世の中のものはたいてい、単純なものほど強く迫ってくる。

　決けつ壊かいした。零士はその場にうずくまって、泣いた。このときのために、今まで涙をためていたのかもしれなかった。そう思うくらい泣いた。周囲にあまり人がいないのが救いだった。彼女が死ぬくらいなら、自分が殺されていればよかった。

　足音が近づいてきた。誰かが零士のそばで立ち止まる。

「君の両親が警察に捜索願を出したよ」

　部長の鬼一だった。学校の制服にレザーのロングコートという服装だ。

「……何日くらい、うろうろしてたんでしょうか」零士は訊ねた。

「五日だ。何も食べてないのか？」

「飲み物と、コンビニのパンくらいは。何日かはホテルにも泊まりましたし……」

「銃を持ち歩いてるな」

「はい」

「警察に保護されたら厄やつ介かいなことになってたよ」

「……すみません」

「いいさ。そうなっても、まあ、どうにかできたと思うし」

「どうやって僕を見つけたんですか？」

「きみを泊めたホテルからの通報。そこから、目もく撃げき情報をたどった」

「なんでもできるんですね、部長には」

「警察官の知り合いは多いからね」

　零士は手の甲で涙を拭ぬぐった。

　鬼一はその隣に座って、言う。「戻ってこないか、学校に」

「…………」そう言われても、困ってしまう。この場合の学校とは暗殺部のことだ。今の自分に、誰かを撃うつ力が残っているとはとても思えない。零士はベジタリアンが「肉を食え」と言われたときと同じ顔になった。

「ショックなのは、わかる」

「……部長は、仲間が死ぬのは初めてじゃないですよね」

　零士は、彼が最初に言ったことを覚えていた。「殺したり、殺されたりする」と。

「ああ……」

　と、鬼一は空っぽの笑みを浮かべた。その空白に、誰かの不在と喪失感が滲にじんだ。零士は思う。僕たちは失い続けている。

　鬼一は淡々と言う。

「俺が暗殺部に入ったのは高一のとき。それから今までに、裕佳梨さんを含めて、仲間の死を見るのは四人目だ」

「晃生さんも、輝佳さんも、魅杏も……」零士は嚙み締めるように言う。「みんな、誰かを失うのは初めてじゃない」

「そうなるね」

「こんなに辛つらいのに、乗り越えられるんですか」

　それが、零士にとって切実な問題だった。

「その言い方にはうなずけない」と鬼一。「死や喪失は乗り越えるもんじゃない。背負うんだ。悼いたみ、その死に適切な敬意を表することを忘れず、そして『生き残ったもの』は死者の魂を鎮しずめる儀式として戦い続けねばならない」

「そういうものなんですか」と零士。

「『生き残る』ということは『選ばれた』ということだ。好むと好まざるとにかかわらず、ね。冒険物語に登場する『選ばれた勇者』というのはメタファー的な言葉だ。大きな災さい禍かに関わる遠大な喪もの儀ぎ礼れいの一環として、勇者が生まれる。勇者だから選ばれたんじゃない、選ばれてから勇者になる。そういう構造なんだよ」

「……部長の言うことはすごく正しい感じがします」

　零士はうなずくかわりにそう言った。

「偉大な哲学者たちの受け売りだからね」

「でも、問題は僕の感情なんです。自分には手の届かないところで、何かが折れてしまった感じがするんです」

「感情や気分は、別の生き物のように動き出すことがある。俺だって、無理をしろとは言ってないよ」

「感情的になっている人間に言葉は届かない」

　零士は言った。裕佳梨が死んでからずっと、自分の周囲に分厚い霧きりがかかっているような感覚だった。どんな光明なら、この霧を突破できるというのか。

「そうかもしれない」鬼一は控えめに同意を示し、しかしそれから頭かぶりを振る。「でも、届くかもしれない。明日、なんの前触れもなくきみの心に届くかもしれない。何年もかかるかもしれない。もしかしたらそれは、きみが老人になってからかもしれない。俺は言葉というものに過か剰じような期待をしているわけではないし、決して過小評価もしていない」

「……一つだけ訊いていいですか？」

「一つと言わず、いくつでも」

「部長が失った仲間の中に、恋人や、好きな人はいましたか？」

「…………」

　さっきと同じ空白が流れた。その空白を埋めるように鬼一は言葉をつむぐ。

「……いたよ。一年付き合った彼女が〈いるか人間〉に殺された」

「感情や気分は、別の生き物のように動き出しましたか？」

「そうなったよ。自分ではどうにもならなかった」

「じゃあ、どうやったんですか？」

「俺がいなくても、仲間は戦い続けた。『お前はいてもいなくても、どうでもいいんだ』──前の部長にそう言われたとき、やっぱり『戻らなきゃ』って思った」

「その感じは、よくわかりません」

「上う手まく説明できてないな。悪いが、これは上手く説明する必要がないんだと思う」

「僕にとって、部長にとって？」

「両方にとって、必要のないことさ」

　鬼一はとらえどころのない男だった。ただ、零士がこれまでに出会ったどんな教師よりも、はるかに教師っぽい男だ。言葉だけで人はなかなか変わらない。それは鬼一も認めている──が、それでも彼は言葉を信じている。一番不ふ思し議ぎなのは、彼の気分が零士にも浸しん透とうしてきたことだった。それは湖に投げ入れた石によって生じた波は紋もんが、ゆっくりと、しかし確実に広がっていくように。

「暗殺部に戻るかどうかはわかりませんが、家には帰ります」

　零士は遠くを見て言った。どの道、自殺できないのならいつかは帰るしかないのだ。

「それがいい」

「僕は世界の果てに行こうとして、どこにも行けませんでした」

「心を残して、どこにも行けるわけがない」

　零士は唇を真一文字に結んで、もう一度だけ涙を流した。これを最後に、しばらくは決して泣かないつもりだ。

「きみにとってはどうでもいいことかもしれないが……」と鬼一。「例のパチンコ店の地中深くで、限界ギリギリまで膨ぼう張ちようした〈いるか〉の〈地域コブ〉を発見した。あのまま同じ地域での彼らの活動を許していたら、まずいことになっていたかもしれない。俺たちが破は裂れつを食い止めたんだ」

「どういう意味ですか、それは？」

「きみは大したことをした、って話さ」

「…………」大したことなんて何もしていない。零士はただ失っただけだ。いや、そんなことを言ったら裕佳梨の死が無む駄だだったようになってしまう。──僕たちは大したことをやり遂げた。それでいい。

　鬼一が言う。「……ここ山下公園は、関東大震災の瓦が礫れきを運んできて、海を埋め立てて作られたんだ。つまりここは、慰い霊れいの場所でもある」

　零士は鬼一の言葉に運命を感じる。そして帰き途とにつく。
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　零士はマンションに親子三人で暮らしている。部屋は３ＬＤＫで中なか廊ろう下か型がたの間取り。両親は共働き。母は都内の国立大学の事務職員。父はレコード会社の販売管理部係長。深夜に帰宅して、玄関のドアを開ける前に、両親にどう説明したものか思い悩んだ。いくら父の仕事が忙しいとはいえ、この時間ならもう帰っているだろう。

　悩んだ末に結局何も思いつかず、強引にでもごまかすしかないと思って、ドアノブの穴に鍵かぎをさしこんだ──いつもの「ガチャリ」という金属音の手応えがない。

　鍵はかかっていなかった。嫌な予感がした。零士は〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉を試してみようとしたが、だめだった。とても集中力が発揮できる環境ではなかった。

　零士は、爆弾を解除するように恐る恐るゆっくりとドアノブを回した。気配を殺して、慎重に室内の様子をうかがいながら中に入る。零士の帰還を拒むような空気が室内に澱よどんでいた。ヒリヒリと危険が神経に障さわる。廊下に堂々と靴跡が残っている。それを見た瞬間、零士の心しん臓ぞうがどくん！　と大きな音を立てた。あまりにも大きな靴跡だったからだ。こんな大きな靴跡を残すのは、とても体が大きな男だろう。たとえば、そいつは白髪の巨漢とか。

　零士は懐から拳銃を抜いた。ＳＩＧ・Ｐ２２６エンハンスドエリート。大きな音が鳴らないように、力をこめて時間をかけてスライドを引く。これでは自分の家ではなく、他人の家に忍びこんでいるのと変わらない。

　薬室に実弾。

　電灯がついていたので、リビングまで進んだ。そこに、三人の男女がいた。そのうちの一人は、やはり例の白髪の巨漢だった。両親はいなかった。いくらなんでも、と零士は思う。そこまでひどい展開なんてありえるのだろうか。せめて両親は無事だと信じたい。

　三人は、女一人、男二人という構成だった。彼らはまるで歪いびつな家族のように、リビングのテーブルを囲んで、普段は零士たちが使っている椅子に座っていた。テーブルの上には、二丁の拳銃と二丁のサブマシンガンが置いてあった。

「銃は撃たないでください。ご両親が心配でしょう？」

　女が言った。

　怒りに任せて白髪の巨漢を撃つ、というわけにはいかなかった。正確には、混乱しすぎて零士は自分の体を上手く動かせなかった。

「もうわかっていると思いますが、私たちは三人とも〈いるか人間〉です」

　若い女だった。そうはいっても零士よりずっと年上だろう。スーツ姿で、高価そうなメガネをかけていて、化け粧しようは薄い。美人だがパーツの形が整いすぎていて、どこか作り物のような顔つきをしている。足が長く、腰が細い。零士が想像する「比較的悪質な大企業の冷たい社長秘書」のイメージそのままだ。

　三対一か、と零士は舌打ちしそうになる。全員が同じように不ぶ気き味みで、同じように不自然で、ただ座っているだけでも隙すきがない。しかも敵は、これみよがしにテーブル上に銃器を並べている。そこには、裕佳梨を殺したサブマシンガンもある。

「私は御み園その瓜うり子こと申します」女──御園が名乗った。「ある団体の支部長のようなものをやっております」

　そして御園は右側に座った男を見て、

「こちらは結ゆう城きさん」

　さらに御園は左側に座った男を見て、

「玉たま城きさん」

　とそれぞれ紹介した。零士は、玉城の顔を覚えていた。忘れるわけがない。裕佳梨を殺した白髪の巨漢だ。彼を見ていると、自分の家を狭く感じる。

　結城の顔は、写真で見たことがあった。鬼一に教えられたのだ。──『切っ掛けは結城隆たかしという〈いるか人間〉だ。大手居酒屋チェーンの従業員で目立たない男だったが、今は日常的に暴力と大量虐ぎやく殺さつを繰り返している。事件現場近くをうろうろしているのがコンビニやＡＴＭの防犯カメラに映っていた。警察には結城隆を逮たい捕ほすることもできたが、「泳がせて、一いち網もう打だ尽じん」にするためにうちに回ってきた』

　結城は中肉中背。眼がん窩かがくぼんでいて、腐くさった魚と同じ目をしている。頰ほおがこけ、顔の下半分に無精ひげが散らばっている。

　御園は続けて言う。

「偶然にも二人とも名前に『城』という字が入っています。その名前通り、二人は堅固な城として私を守ってくれるはずです。そう、城が二つ……」

　ここで、御園は「ぷふっ」と吹き出した。

「結城さんと玉城さんで城が二つ！　これって超面白くないですか!?」

　ギャハハ、ハハハハハッ！　と、御園は急に狂ったように大声をあげて笑い出した。両手で腹を抱えて、足をばたばたと振っている。

　もちろん、零士はほんの少しも面白くなかった。

　数秒、あるいは数十秒が過ぎたかもしれないが、御園はまだ笑い続けていた。結城と玉城はなんの反応も見せず、ぴくりとも動かなかった。あまりにも不ふ愉ゆ快かいだったので、零士は徐々に自分の体のコントロールを取り戻していった。撃つのか、撃たないのか、撃つとすれば、その順番はどうするべきか。

　そして御園は「ぴたり」と笑うのをやめた。

「……それでは、本題です」何事もなかったかのような無表情で彼女は言う。「あなたのご両親は寝室にいます。薬で眠らせてある。あなたさえ変なことをしなければ、どちらも命を失うことはないでしょう」

「どうして僕に目をつけた？」零士は訊ねた。

「あなたは目立ちすぎましたね」と御園。「あのパチンコ店での戦いの直後に失しつ踪そう。ご両親は捜索願を出した。あれが、よくなかった」

「それで」零士は苛立ちを隠さない声で言った。「何をしにきた？」

「スカウトですよ」

　御園は微笑ほほえんだ。

　ロボットがプログラムに従って浮かべたような、作り物の笑顔だった。

「たしかに、高校生の〈いるか人間〉は少ない。〈いるか人間〉は若くても二〇代後半。しかし、高校生でも『いるかの子どもを頭の中に入れてくれ』と強く望めば話は変わってくる。望むことで、あなたは私たちの仲間になることができます」

「僕がお前たちの仲間になる？　つまり〈いるか人間〉になる？」

　それは、まったくありえない話だと零士は思った。

「何を勘かん違ちがいしてるんだ？　僕がそれを望むとでも？」

「背を伸ばしましょう」

　御園が言った。

　零士は眉み間けんにしわを寄せ、

「──なに？」

「時間はかかりますが、身長に関わるＤＮＡの書き換えは可能です。特殊な酵こう素そを体内で生成します。前例がないわけじゃないんですよ。頭に〈いるかの子ども〉を入れたら、最低でも半年で一五センチは約束しましょう」

　御園は媚び態たいとしての微笑を浮かべて言う。
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「そのかわりあなたは、私たちに例のパチンコ店を襲しゆう撃げきした人間の名前を教えてください。──正直に言えば、私はちょっと困っているんですよ。あまりにも多くの仲間を殺されてしまった。せっかく育てた〈地域コブ〉の破裂も防がれた。私は責任を問われる。やった連中を殺してからでないと、上にも報告できないんです。どうですか、深ふか作さく零士さん。今ならおまけもつけますよ。〈いるか人間〉同士のセックスは凄いことになるんですよ。金と女、そして身長。悪い取引ではないと思いますがね」

　なるほど、と零士は心の中でつぶやいた。相手の狙いはわかった。わかりやすい誘ゆう惑わくだった。

　甘くみられたものだ、と零士は思った。──それはまあ、実際にそうだったわけだし仕方がないといえば仕方がない。

　なるほど。〈いるか人間〉はこうやって仲間を増やすこともあるのか。

　裕佳梨に出会う前だったら、零士も悩んだかもしれなかった。受け入れる、という選択肢も浮かんだかもしれなかった。──だが、そうはならない。零士は裕佳梨と出会ったし、裕佳梨は遠くにいってしまった。浮かんだのは、まったく別の選択肢だ。

「悪い取引ではない？　というか、そもそも、取引になっていない」

　零士は言った。

「どうでもいいと気づいたんだ」

　身長なんてどうでもいい。人生の幸福とはなんの関係もない。

「僕のコンプレックスにかかわるすべてのものが、等しくどうでもいいんだ。どうでもいいものと大事なものを交換するバカは、どこにもいない。少なくともここにはいない」

　それを彼女が教えてくれた。たった一度のキスで、零士のコンプレックスを打ち砕いてくれた。零士が持っているもの、そしてこれから努力で身につけられるものだけでどうにかなるのだ。この考え方をきっと希望と呼ぶ。

　希望を教えてくれた人はもういない。

　──でも、希望は生き残っている。

「死んだ人を生き返らせることはできるかい？」

　零士は一応訊いてみた。

　御園は無反応だった。

「じゃあ、やっぱり話にならないな」
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　御園の話で、二つの大事なことが判明した。

　両親はまだ生きている。暗殺部のことはまだ敵にばれていない。

　零士は、自分がごく自然に銃を抜いて構えていることに気づいて驚いた。皮肉な話だ。二度と銃を撃つ気力なんてわいてこないと思っていたのに、敵である〈いるか人間〉たちのおかげで頭にかかった深い霧が晴れつつある。

　向こうが堂々と零士の前に姿を現して、だらだらと話をした理由は簡単だ。零士のことなんて簡単に殺せると思っているのだ。白髪の巨漢さえいればどうにでもなる、と考えていてもおかしくはない。

　零士は、白髪の巨漢──玉城に銃口を向けて引き金を絞った。

　怒りをこめて絶叫しつつ連射した。

　サプレッサーなしの銃声を響かせれば近所は大騒ぎで、たぶんもうここには住めないだろうが、気にしている余裕はなかった。

　二発が、玉城の頭部を直撃した──が、彼は倒れなかった。

　頭ず蓋がい骨こつに跳ね返されてしまった。

　その防御力は、骨というよりもはやヘルメットだ。彼はやはり「特別製」なのだ。玉城の骨には、拳銃用の弾丸は通じない。ちくしょうが！

　御園がテーブル上の拳銃を手にとり、引き金を絞った。フルオートで撃てるタイプのグロックだった。一瞬で大量の弾丸がばらまかれて、零士はとてつもない衝しよう撃げきに貫つらぬかれて倒れる。弾丸をもらってしまった。何発も。

「……！」

　左肩、左胸、左脇腹、左足に一発ずつ。

　頭の中でショックの閃光が瞬またたく。

　血液が流出しているせいか寒気がひどい。

　零士はとにかく即死しなかったことに感謝した。裕佳梨にはおそらく、最後の一瞬を感じることもできなかったはずだ。ペンダントの中には〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉が入っている。それを飲むしか助かる方法はないのに、ケースをつまんだ指が震えてもたつく。

「お前らが使う特別な薬のことは知っている。そう簡単に飲ませると思うか？」

　そう言って結城は拳銃を握りつつ、テーブルに飛び乗って零士を見下ろした。

　──それはそうか。

　本当は、玉城の頭蓋骨に拳銃弾が通じなかった瞬間、零士は手詰まりだったのだ。

　──本当に手詰まりなのか？

　結城が銃の引き金にかけた指に力を込め、零士が両目を見開いた、次の瞬間──。

「……ッ！」

　零士を狙っていた結城の右腕が吹き飛んだ。肘ひじが爆発して、そこから先がちぎれて落ちたのだ。遠距離からの──狙撃だった。リビングの窓ガラスに大きな弾痕が生じていた。

　魅杏だ、と零士は直感した。
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　五時間前から魅杏は、零士の家が入っているマンションの、道路を挟んで向かい側にあるショッピングモールの屋上にいた。それより前の時間には、晃生が張りこんでいた。「〈いるか人間〉は零士を狙ってくるだろう」と鬼一が予測して、交替で警けい護ごについていたのだ。

　魅杏はサプレッサーつきの（派は手でにデコレーションされた）ＤＳＲ‐１スナイパーライフルを二脚で設置し、その傍かたわらに双眼鏡と弾着標定鏡スポツテイングスコープを並べている。

　暗殺部は現在四人しかいないので、通常の任務もこなしつつとなると、警護に回せるのは六時間交替で一人、というのが限界だった。

　魅杏がカレーパン（大好物だ）を食べながらぼんやり零士の家を監視していたら、不意に部屋の電灯が点いた。零士が帰ってきたのかと思ったが、違った。〈いるか人間〉たちだった。魅杏は食べかけのカレーパンをコンビニの袋に入れて、携帯電話を取り出して登録済みの番号にかけた。

「部長、きたよ。零士んチ。数は三人！」

　報告して、魅杏はすぐにスナイパーライフルで伏射の姿勢をとった。

　魅杏から零士の部屋まで、距離は二〇〇メートルほどだ。

　風力を測定しなおし、弾道を記録したカードと照らし合わせて照準を最終調整。

　数分後には零士も部屋に入ってきて、〈いるか人間〉たちと何やら話し合ったのだが、すぐに決裂して銃じゆう撃げき戦せんとなり、零士が撃たれて倒れる。

　助けなきゃ！　と息を止めて引き金を絞る。

　狙撃の初弾が、結城の右腕に炸さく裂れつした。

　魅杏はボルトアクションで排はい莢きよう、次弾装塡。

　すぐにまた撃つ。

　結城の右足を貫かん通つうする。

　素早く排莢。結城は倒れたので、狙いやすかったテーブルの上にはいない。三発目は外れる。ここでボルトを操そう作さしつつ、標的を若い女に切り替える。

　四発目は、背中側から女の胸部に命中。排莢。次弾装そう塡てん。五発目。一か八か、白髪の巨漢を狙う。これは彼の右肩に当たるが、あまり効きいている感じはしない。ヘッドショットは角度が悪くてさすがに難しい。

　弾倉がカラになる。
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　狙撃は五発。それで結城はひっくり返りテーブルから落ちて、御園の胸部から鮮血が噴出し（それはいいとして、彼女を貫通した弾丸が零士の間近を通過した。危なく同士討ちになる寸前だった。魅杏にはいくら感謝してもし足りないが、文句はある、と零士は思った）、しかし白髪の巨漢こと玉城は肩にライフル弾をくらっても平然としていた。

　とにかく、狙撃のおかげで零士に余裕ができた。

　──ありがとう魅杏、あとはこっちでやる。

　まだ指は震えていたが、必死になってケースを開けて、〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を取り出し、自分の口に放りこんだ。水なし一錠。ごくりと飲みこむ。

　命をかけて魂を翔とばす。

　生命力を燃焼させる。

　生き残ったものの責務として躍やく動どうする。




　零士は初めて〈生命躍動剤〉を使った。その直後に、頭の中に直接炭酸飲料を注そそぎこんだような「弾ける感覚」があった。

　血液が沸ふつ騰とうする。

　自分を構成する一つ一つの細胞まで鮮明に意識できる。自分の体を、髪かみの毛けの先から足の指の爪先まで完全に管理下に置く。

　──これが僕の体か。

　──これが僕の体なんだ。

　まず、体が異物──弾丸──を吐き出した。そして傷がふさがっていく。決してこれは自動的ではない。異常なほど鮮明になった零士の思考が、筋肉にそうしろと命じているのだ。

「──ッ！」そして、副作用──。

　零士の目に、奇妙な現象が映った。

　目の前に、もう一人の自分が駆け出していた。

　零士の思念が、分身を作り出したのだ。




　重傷を負った結城と御園は変身を開始した。「いーくるつくつく、安金なじゃーだいぜ、御ディガンちん、フランクフルト、ぼっぼばえだ！」顔が前方に向かって伸びながら膨ふくらんで、目が真っ黒になり人間らしさを完全に失い、筋肉が強化される。玉城は、落ち着いた動きで二丁のサブマシンガンを左右それぞれの手に構える。

　そんな〈いるか人間〉たちの目の前で、零士が二人になった。分身だ。

〈いるか人間〉たちは自分の目を疑うたがった。幻覚ではなさそうだ。外見だけでは、まったく見分けがつかない。

　零士はテーブルに飛び乗り、もう一人の零士は回りこんで結城に向かっていく。二人の零士が同時に発砲。信じられないことに、零士が放った弾丸はどちらも本物だった。せっかく変身したのに、結城と御園は体中に弾痕を穿うがたれてたちまち蜂はちの巣すになった。

　唯一残った玉城は、サブマシンガンでテーブル上の零士を薙なぎ払はらった。すると、弾丸を浴びた零士は無数の細かい火の粉となって消失する。玉城に「やった」という手応えはない。

「生き残ったほうの零士」は弾切れになったＳＩＧを捨てた。かわりに右手で結城の拳銃を拾い（コルト・ガバメントだった）、少し移動して左手で御園のグロックを拾った。

　そして零士はまた分身を増やす。

　今度は、一気に三つに分かれる。

　玉城はサブマシンガンを撃つ。二人の零士を倒すが、どちらも本物ではない。

　しつこいことに零士はさらに分身を続ける。




　零士は整理する。

　──自分の〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉副作用について、いくつかわかったことがある。

　どういう原理かは知らないが、零士は今、拡散している。フィクションの忍者がやるように、たくさんの分身を作り出している。

　どの分身もただの幻ではなく、物理的な存在として敵を攻撃することができる。分身は、攻撃されるとバラバラの粒子となって消えるが、零士はどれが本当の自分だったかあとから選択することができる。何度もいうが、原理はさっぱりわからない。おとぎ話ではキスで呪いが解とけるように、預言者が海を割るエピソードのように──説明はできない。〈生命躍動剤〉とは、そういうものなのだ。

　玉城のサブマシンガンが二丁とも弾切れになった。

　零士は今、分身を含めて三人残っている。

　左右の手に一丁ずつ拳銃を握って、三方向から玉城に肉薄した。

　玉城に思い切り顔面を殴なぐられて、分身が一つ消される。

　すぐに一つ増やす。

　至近距離まで間合いを詰める。身長差を補おぎなうために軽くジャンプし、零士のうちの一人が左手のグロックを玉城の口の中に突っ込んだ。二人目の零士はガバメントの銃口を玉城の右耳に押し当てて、三人目の零士は玉城の左耳に銃口を突きつける。

　三人が一斉に発砲する。銃口からの発射炎が肉を焦こがす嫌なにおい。

　ようやく玉城の内部に弾丸を送りこむことに成功する。

　玉城の体から力が抜けて、膝ひざをつく。

　玉城は異常なまでに堅けん牢ろうなので、弾丸が反対側まで貫通して同士討ち──三人とも自分自身だが──を起こすことはない。

　貫通せず出口を失った弾丸は、そのまま体内に蓄ちく積せきし、彼の内側をかき回す。

　玉城の両目から血の涙が流れた。

　そして裕佳梨を殺した男は、零士に殺された。

　彼の巨体が崩れ落ちて、どさりと大きな音をあげる。

　──やった、確実にやった。完全に殺した。

　裕佳梨はもう死んでいるから、こんなことをしても喜ばないだろう。いや、喜んだとしても零士にそれを知るすべはない。死者のために戦うのと、死者の責任を負うことはまた別の話なのだ。きっと──たぶん。

　気を抜いた瞬間、分身は消え、零士は自分一人になっていた。薬の効果が切れたのだろう。さっきまで自分の体に魂が密着していたのに、今は極めて薄い隙間ができているように感じる。

　自分の体はただの肉体になり、急激に重くなってくる。




「あー……」

　零士は、ホールドオープンしたガバメントとフルオートのグロックを捨てた。床にはいたるところに光る空から薬やつ莢きようが散らばっていた。〈いるか人間〉が使っていた銃は、どこかで善良な人々を殺しているに違いないのだ。一刻も早く手放したかった。

「眠いな……」

　本当に眠かった。ベッドで横になったら、意識を失うように眠りに落ちるはずだ。しかし、その前にやっておくことがある。──まさか、これだけの死体を放っておいて自分の部屋に行くわけにもいかないし。

「…………」

　零士は両親の寝室をのぞいた。何発か壁に流れ弾が突き刺さっていたが、父も母も傷一つなく、すやすやと寝息を立てている。特に異状や問題はなさそうだ。よほどよく効く睡眠薬を盛られたらしい。先に寝てるなんてうらやましいなあもう。

　部屋に誰かが入ってきたが、零士は疲れすぎて反応できなかった。それに、なんとなく敵はもうやってこないと思っていた。その予想は当たっていて、大急ぎで零士に駆け寄ってきたのは部長の岡おか本もと鬼一だった。

「大変だったな、零士くん」

「……暗殺部に戻ってもいいでしょうか？」

「きっとそう言うと思ってたよ。断る理由がない」

「少し眠ってもいいですかね……」

「ああ。あとのことは任せろ」

「すみません……」

　零士はまぶたを閉じた。意識が遠くなる中で、しばらく鬼一が語りかけてくるのが聞こえていた。──きみは勝った。正しいことをした。悩みは多いし、大変なことばかりだけれど、こんな厳しい状況を突破することができたのだからもう大丈夫。安心していい。暗殺部はきみの居場所だ。気づいていないかもしれないけれど、俺たちはとてもよく似ている。















　その改ロサンゼルス級原子力潜せん水すい艦かんは、正式な艦かん名めいよりも非公式コードネームである「ツイン・ピークス」と呼ばれることのほうが圧倒的に多かった。艦かん長ちようがデヴィッド・リンチの熱烈なファンで、乗員たちもその名前を気に入っていた。

　原潜「ツイン・ピークス」は、北極海エルズミア島沖およそ五〇キロの深度三〇〇メートルを微び速そく航こう行こうしていた。ツイン・ピークスの乗員は一三〇人。潜水艦乗りの常として、独身者と離婚経験者が多い。全長は一一〇メートルちょっと。武装はミサイル垂直発射機一二基、魚ぎよ雷らい発射管四門。通常魚雷、ハープーン対たい艦かんミサイル、トマホーク巡航ミサイルを搭とう載さい。

　ツイン・ピークスは、北極海で戦略パトロール任務についていた。敵対勢力──ようするにロシアだ──の原子力潜水艦に妙な動きがないか警けい戒かいし、アラスカ沖や太平洋で待たい機きするオハイオ級原子力潜水艦をそれとなくガードする。冷戦が終結してずいぶん長い時間がたち、米露間が緊きん張ちようすることはほとんどなくなったが、それでも核ミサイルを積んだ潜水艦の役目は変わらない。やはり、最も警戒すべきはロシアの原潜なのだ。最近中国海軍も戦力を増強しつつあるが、彼らはまだアメリカ海軍と張り合えるほど優秀ではない。

　潜水艦乗りには、自分たちが世界の平和を維い持じしているという誇ほこりがある。

　デヴィッド・リンチ好きのジョーンズ艦長は個室で仮眠をとっていたが、ソナー室からの艦内通信で叩き起こされた。ジョーンズは服装を正してから、潜水艦の頭脳である発令所に移動した。そこで改めてソナー室からの報告を受ける。ソナー室では、交替制で一〇人のソナー員が働いている。彼らの仕事は水中の音を聞き、集めた音をコンピューターで解かい析せきし、敵原潜の波は形けいを見つけだすことだ。

『艦長、お休みのところ失礼しました』ソナー長のウィリアムズが言った。

「構わんさ。何か聞こえたのか？」

『はい、それが……ちょっと奇妙な感じで』ウィリアムズの声には、戸惑いや緊張が多分に含まれていた。

「奇妙？　どういうふうに？」

『曳えい航こうアレイ・ソナーが、動物の鳴き声のようなものを拾いました。さっきから断続的に響いてきます』

「普通なら、クジラやイルカの音はフィルターでカットされるんじゃないのか」

『だから奇妙なんです。コンピューターにかけたら、解析不能と出ました』

「まさか、新型の原潜か？」

『だとすれば、どこかの国が、まったく未知の推進方式を開発したことに』

「音源の位置は？」

『正面、距離四〇〇〇といったところでしょうか。これ以上精度をあげるには、アクティブ・ソナーを使うしかありません』

「ふうむ……」

　艦長のジョーンズは顎あごに手を当てて考える。──何が起きている？




　深度三〇〇メートルの海中まで届く陽光はほんのわずかだ。限りなく死と暗黒に近い世界。闇やみの中を進む、円筒状の改ロサンゼルス級原子力潜水艦。その真っ直ぐ正面に、とても大きないきものがいた。

　不ぶ気き味みな〈いるか〉だった。

　ハクジラ類のうち、体長四から五メートルくらいの種を通常はイルカと呼ぶ。しかし、その〈いるか〉の体長はおよそ二〇〇メートル。改ロサンゼルス級原子力潜水艦よりもはるかに大きい。目は真っ赤で、頭部はドーム状に膨ふくらみ、ありえないほど長い口にびっしりと鋭い歯が生えている。表皮は真っ白で、ゼリーの質感。しかも膨らんだ頭頂部からは、一本の長い角が伸びている。感情のない赤い目が、暗闇の中にもかかわらず、数千メートル先の潜水艦を睨にらみつけている。

　なぜ地上のありとあらゆる図鑑に載のっていないこのいきものがイルカなのかといえば、「本人」がそう呼んでほしいと望んでいるからだ。

（あのみすぼらしい鉄の包みはなんだ？）

　その〈いるか〉の力は高まっていた。かわいい〈子ども〉たちのおかげだった。その力を試したくなった。白く巨大な〈いるか〉は、潜水艦に対して思念を飛ばした。みすぼらしい鉄の包みの中にいる一三〇人の頭に、自分の分身を送りこむようなイメージだ。




〈いるか〉の影響を最初に受けたのは、ソナー長のジャック・ウィリアムズだった。彼には離婚した妻との間に幼い子どもがいた。少しませたところもあるが基本的にはとても可か愛わいい女の子で、たまにしか会えないのに「パパ、パパ！」と無邪気に甘えてくれる。ウィリアムズは娘に何かおみやげを用意しないといけないと思い、廊ろう下かに出て緊急用に設置されていた可か搬はん式しきの消火器を両手で構えて、部下であるソナー員の頭に叩きつけた。消火器の底が、頭ず蓋がい骨こつを深く陥かん没ぼつさせた。割った頭蓋骨でパズルを作っておみやげにすれば、娘はきっと喜ぶだろう。

　ウィリアムズはその消火器で四人殺したあと、他の水兵たちに取り押さえられた。手足をつかまれたウィリアムズは、床に何度も何度も何度も全力で頭を叩きつけて自殺した。

　恐怖──その思念が伝染した。〈いるかの子ども〉たちは拡散した。ソナー長の次におかしくなったのは、厨ちゆう房ぼうの調理員であるタイロン・スミスだった。アフリカン・アメリカンで、学生時代はずっとアメフトに熱中していたスミスだ。スミスはその強い腕力を使って、厨房長の首の骨をねじり折った。スミスとその厨房長は、数分前まで「港に戻ったらどの店で酒を飲もうか？」という話をしていた。

　スミスはベルトに何本もキッチンナイフをさしこんで、水兵居住区に入っていった。眠っている水兵がいたので、その喉のどにナイフを突き刺した。そのころにはすでに、〈いるか〉の思念は艦内全体に蔓まん延えんしていて、各所で殺し合いが始まっていた。

　改ロサンゼルス級原子力潜水艦ツイン・ピークスの艦内保安用武器庫の鍵かぎは、ジョーンズ艦長か副長にしか開けることができない。艦長が武器庫を開けて、ライフルや拳けん銃じゆうを士官たちに配ったところで、殺意の加速はもう止まらなくなった。疑ぎ心しん暗あん鬼きと死臭が充満し、士官たちは些細な理由で水兵たちを射殺し始めた。やがて、士官の一人──ミサイル管制士官ブライアン・ドーンの脳内にも〈いるかの子ども〉が。そして最後は、士官同士の撃うち合あいだ。艦長が下士官居住区でライフルを連射し（何もかもが、彼の愛するデヴィッド・リンチの映画のように不条理だった）、その艦長の頭を副長が拳銃で吹き飛ばした。

　混乱の中、潜せん航こう士し官かんが自分の判断で操そう舵だ手しゆに浮上を命じた。特に根拠はないが、海面に出ればなんとかなる、と考えたのだ。戦略パトロール任務中の原子力潜水艦としてはあってはならない行動だったが、潜水艦乗りの強きよう靭じんな理性を〈いるか〉の恐怖が上回った。メイン・バラスト・タンクから排水して、ツイン・ピークスは浮上する。




　──アメリカ海軍の救援ヘリが到着したとき、その改ロサンゼルス級原子力潜水艦に生存者は一人もいなかった。艦内には、ただ大量の死体。凄せい絶ぜつな殺し合いの結果だけ。核弾頭搭載艦だったこともあり、事件は米軍内で完全に隠いん蔽ぺいされ、この艦は時期をずらして「事故で沈没した」と発表されることになった。








　エピローグ




　深ふか作さく零れい士じの家は、武装強盗に襲しゆう撃げきされた、ということになった。

　零士は、卓球場に一泊して（零士は考える──こんなふうに仮眠室で目を覚ますのはいったい何度めだろうか？）、それから何事もなかったような顔をして、警察に保護された両親に会いに行った。父親にぶん殴なぐられて驚おどろき、母親に号泣されて困り果てた。

　それからすぐに父親の出世と転勤が決まった。

　色々と揉もめたあと、両親だけが転勤先に引っ越し、しかし零士は東京に残った。「学校を変えたくない！」と頑がん強きように主張してそれがなんとか通った形だった。

　零士は、これは「鬼き一いちが暗殺部のスポンサーにあたる大きな組織に手を回したのではないか」と考えた。零士の両親がもう二度と〈いるか人間〉との戦いに巻き込まれることのないように、必要な処置だったのではないか──。

　後日、鬼一にそんな質問をぶつけたら、彼は笑って「そういうこともあるかもな」と答えた。

　家に引きこもり、横浜をさまよっている間に葬そう儀ぎは終わっていたので、零士は未み但馬たじま裕ゆ佳か梨りの家に線香を上げに行った。裕佳梨には父親がおらず、母親と二人暮らしだったことをそのとき初めて知った。

　裕佳梨の母親は憔しよう悴すいしていて、母ではなく祖母だといわれても納得しそうなほど老けて見えた。

　仏壇には、裕佳梨の遺い影えいがあった。制服姿で、写真の中でも彼女はやはりつまらなそうな顔をしていた。零士が焼香をすませると、裕佳梨の母親が「裕佳梨は学校ではどんなふうでしたか？」と訊いてきた。

「家では、あまり会話がなかったんです……」

　零士は答えた。「裕佳梨さんはいつもつまらなそうな顔をしていました。でも、内側には強い思いを秘めていたと思います。彼女は、僕の前で一度だけ笑ったことがあります。とても幸せそうな笑顔でした。僕は、あの笑顔を一生忘れずに生きていきます」

　時間は残ざん酷こくだ。いずれ裕佳梨を失った悲しみも癒いやされて、薄れていくのかもしれない。そうなれば、また別の誰かに恋をすることもあるだろう。

　人間は一人で生きていくことはできない。──だとしても、未但馬裕佳梨を決して忘れはしない。彼女のことは、角質化した皮膚のように心の底からずっと離れない。

　別れ際に、裕佳梨の母親はこう言った。「裕佳梨があまり笑わなくなったのは、父親のせいだったと思います。今から二年ほど前でしょうか……私の夫は、ある日突然おかしくなったんです。それまでおとなしい人だったのに、異常なほど怒ど鳴なり散ちらすようになり、暴力的になった。夫は、ケダモノじみた目であの子を見るようになった……。そしてまたある日突然、夫は行方不明になりました。警察も捜査しましたが、何も出てこなかった。父親が消えて、裕佳梨も人が変わったように……」

　たぶんそれが、彼女が暗殺部に入った理由だったんだろうな、と零士は思った。なかば以上確信だった。裕佳梨は、自分の父親を殺したのだ。死体は、暗殺部が「きれいに」処理した。




　その日はなんとなく授業を受ける気になれなくて、零士はまっすぐ卓球場に向かった。

　窓が少ない長方形の建物だ。久しぶりなせいか、その不自然ささえ好ましい。以前もらった鍵かぎがそのまま使えた。通路を進んで、大部屋に入る。

　オフィスチェアに、未但馬裕佳梨が座っていた。ゆったりと腰を沈めて、背もたれに体重を預けて、相変わらずのつまらなそうな表情で、ミニスカートから伸びる美脚を大きく組んで文庫本のページをめくっている。美しいが、つまらなそうな少女。

「…………」

　零士は彼女の隣に座った。はっきりとした幻覚を見るのは生まれて初めてだ。こんなに生々しいのなら、幻覚も悪くないかもしれないなと、そんなふうに思えるくらいしっかりとした幻覚だった。

「裕佳梨さん」

「久しぶり」

「裕佳梨さん。渇かつ望ぼう、って言葉を使ったことはありますか？」

「渇望？　それは強い言葉だ。あんまり使わないね」

「僕はよく使います。例文『深作零士は背が高くなることを渇望している』」

「ふうん」

「……でも、もう今は渇いていない。心の中に無限の井戸ができたみたいに」

「心の中に無限の井戸」

　裕佳梨は同じ言葉を繰り返した。そして微かにうなずき、

「うん。その表現、好きだな」

「また、たまには会えますか？」零士は訊ねた。

「もちろん」と裕佳梨。「きみが癒されるか、次の恋をするまでは」

「…………」零士はまぶたを閉じた。しばらく部室の空気だけを楽しんでいた。まだ、彼女の香りのようなものが残っている気がした。数十秒して、まぶたを開けて隣を見ると、そこにはもう誰もいなかった。








──了　　　
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　あとがき




　この本ではなく、ちょっと前に富士見ファンタジア文庫で出した拙せつ著ちよ『シークレット・ハニー　船橋から愛をこめて』の話から。

『シークレット・ハニー』は、僕が一〇年ちょっと作家をやってきて、世の中に送り出した数十冊──軽く五〇冊以上──という本のなかで、初めて殺人描写がない一冊でした。本当に、それまで一冊も書いたことがなかったんです、人が死なない小説。

　僕の気分的には「ラブコメ書きたいなー」という感じだったので、ファミ通文庫でも「死なないやつ」をやるつもりだったんです。最初は。──でも、原稿にとりかかると、書き始めては自主的にボツにしての繰り返しで、一時期完全に筆が止まっていました。

　担当編集者さんには本当に申し訳ないですけど、こりゃあ、ファミ通文庫で新刊はあと数年は無理かな……とか、それくらいひどい停てい滞たいでした。

　ところが、ある日突然「暗殺部」の設定がわいてきて、あとはあっという間に原稿が完成しました。それまでの停滞は何だったんだ、と不ふ思し議ぎになるくらいあっさりと。なんででしょうね。理由は今でもよくわかんないです。ただ一つはっきりしているのは、僕がこの本──『僕の学校の暗殺部』──のことを、ものすごく気に入っているということです。読者のみなさんにも気に入っていただければ幸さいわいです。




　僕のなかで最近のブームは「読書」です。……いや、作家なんだからそんなの当然でしょう。我ながらいまさら何言ってるんだって感じですが、まあもうちょっとお付き合いください。

　僕は一〇年くらい前にプロの作家としてデビューしました。デビューしたら、学生の頃より読書量が減ったんです。本をたくさん書いていると、本をたくさん読むことができなくなる。僕の脳はかなり不ぶ器き用ようにできているのか、自分の小説に集中している状態だと、他の先生が書いた小説の内容が上う手まく頭に入ってこなくなるんですね。書くのに手一杯で、とにかく余裕がなかった。

　そんな感じでデビュー以降ずっと書き続けてきたわけですが、ある時期、急にスランプがやってきました。満足できるものが書けなくなり、やがて一文字も書けなくなった。心も体も調子が悪くて、食べて寝て、を繰り返すだけという状態に。さすがにこれはまずいな、と感じていても、特にどうすることもできず……。

　で、本が書けなくなった時期に、じゃあ、他の先生の本を読むか、となった。新旧ジャンルを問わず、自分のアンテナに引っかかった本を片っ端から読みました。読破に多大な労力を要するロシア文学に手を出すいい機会になった。谷たに崎ざき潤じゆん一いち郎ろうを読み村むら上かみ春はる樹きを読み開かい高こう健たけしを読み、『とらドラ！』を読み『電波女と青春男』を読み──結果的に、それがよかったんでしょうね。一冊読むたびに頭のなかがクリアになって、気がついたら再び小説が書けるようになっていました。

　執筆を再開したあとは、何もかもが「突然」に進んでいきました。『シークレット・ハニー』……ラブコメが書きたくなったのも「突然」。引き続きラブコメが書きたかったはずなのに、それが「暗殺部」に変わったのも「突然」。物語に向かって突っ走っていったのではなく、物語に引き寄せられた感じ、といえば伝わるでしょうか？

　僕の好きな作家バルガス=リョサの著作『若い小説家に宛てた手紙』（木き村むら榮えい一いち訳、新潮社）のなかに、こんな文章があります。





　　　テーマというのは、小説家が選び取るのではなく、テーマが小説家を選ぶのです。

　　（中略）

　　　小説家の証言を見ますと、これこれの物語、人物、状況、プロットが自分の人間性のもっとも奥深いところからでてくる欲求のように自分に迫り、つきまとってきたので、それからのがれるためには書くよりほかに方法がなかった、と語っている点で一致しています。






　初めて読んだときは意味がよくわからない文章だったんですが、今はちょっとだけわかるような気がします。本当にちょっとだけですが。……それとも、こうして引用しているうちはまだ全然（ほんの一ミリたりとも）わかってないのかもしれません、やっぱり。難しいものです。

　作家としてプロデビューする前（正確にはデビューしたあとも、つい最近まで）、僕が一番苦手だったのは「待つ」ことでした。何か「行動」したあと、その「結果」を「待つ」こと。これが一番しんどかった。本来、人間は長期間ストレスが増大し続ける状況には耐えられないようにできているんですよ、たぶん。

　でも、今は「待つ」こともそれほどストレスには感じません。「デビューできる作品」は、「デビューしてもいい時期」になるまで書けないのです。プロになってからもそういうことの繰り返し。積み重ねてさえいれば、焦あせる必要はない。そう考えると、ようやく肩から余計な力が抜けました。




　　　　＊




　本にも、いいタイミングと悪いタイミングがあります。この本、『僕の学校の暗殺部』は「いいタイミング」に恵まれました。そのおかげで、表紙・挿絵をふゆの春はる秋あき先生に描いていただけたのです。

　担当編集者さんから「ふゆの春秋先生でどうでしょう？」という連絡が来て、その画風が『暗殺部』のイメージにぴったりで驚おどろいたことがあります。最初、僕の頭の中にあったイメージはひどくぼんやりしたものだったのですが、ふゆの先生の絵を見たら自分が何をイメージしていたのかはっきりと自覚することができた。順序が逆？　いえいえ、ライトノベルにはたまにこういうことが起きるんです。ふゆの先生の絵の魅力は、キャラクターの透明感と、それによって強調される武器や小物の存在感だと思います。今回の仕事を引き受けてくださって、本当にありがとうございました。

　もし、今この時期に仕上がった本でなければ、ふゆの先生との出会いもなかったかもしれません。さっき言ったやつです。「デビューできる作品」は、「デビューしてもいい時期」になるまで書けない。それと同じです。




　僕は『なのエース』という雑誌で漫画の原作もやっていて、タイトルは『ちょっとかわいいアイアンメイデン』といいます（漫画はα・アルフライラ先生）。女子校の「拷問部」が舞ぶ台たいの青春コメディです。そして富士見ファンタジア文庫の『シークレット・ハニー　船橋から愛をこめて』では、主人公は「危機管理部」という部活動に所しよ属ぞくしています。そして今回は「暗殺部」……。ちょっと最近やりすぎているので、「学園・部活もの」に関しては、この「暗殺部」を最後にしばらく新企画をたちあげないように気をつけたいと思います。

「暗殺部」。ぜひぜひ続きを書いていきたいので、読者の皆様、応おう援えんよろしくお願い致します。








深ふか見み　真まこと







[image: ]







著者

深見 真

Makoto Fukami




熊本県出身。代表作『ヤングガン・カルナバル』徳間書店より文庫版刊行中。角川『なのエース』で、女子校の拷問部を舞台にした漫画『ちょっとかわいいアイアンメイデン』原作（現在単行本１巻発売中）。趣味は映画鑑賞と格闘技。最近、一番最初のベルトテスト（昇段審査みたいなやつ）に合格しました。















イラスト

ふゆの春秋

Haruaki Fuyuno




繊細な筆致で人気のイラストレーター。最近では『楽園島からの脱出』（電撃文庫）を担当。画集『トウカセカイ』（ワニマガジン社）も好評発売中。最近始めたアクアテラリウム（陸地のある水槽）にヌマエビと貝がやってきました。元々居たベンケイガニがおとなしいので、仲良く住んでいます。癒されます。

http://technofuyuno.net/



















イラスト／ふゆの春秋

デザイン／伸童舎












電子版　ファミ通文庫







僕ぼくの学がつ校こうの暗あん殺さつ部ぶ1








著　者　深ふか見み 真まこと





[image: ]





2013年3月12日　発行





[image: ]Makoto Fukami 2012





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『僕の学校の暗殺部』

2013年2月12日初版発行





発行人　浜村弘一

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ファミ通文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/













item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p012-013.jpg
4

.\?&w\

w\\\\






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/tobira_11.jpg
VRERLES T X—AHRYVER | OV ORED
MO0 R B S RRREN MR

<ED ¥ IKEPVBRESMREHN VR0
DYDNG - KODKM E=EHKE [TSINA] #4-dH RARMREER

g#l]lw# REWSKI2DYDN - VU-OK






item/image/tobira_10.jpg
D28 BSROPLHLHORN’ <EHEH D <WRPRHOL

{8040V LB IRIOD’ $DIODIONIOHRRIS | TS B

PROVERS BNV | [HEIDLF5R0] MPORSe]
‘A TROVVRIISNVRRARS]

ANTREN - DNDN - N ISR
L [P fNVIOIRWVI BRSNS | #RUEAZ T HE

FOoORMLN] e W






item/image/p057.jpg





item/image/p103.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		僕の通う学校には「暗殺部」がある。



		第一章　深作零士の、五つの切実な話



		第二章　入部テストに決まってる



		第三章　素晴らしき〈いるか人間〉の日々



		第四章　サンドイッチと三島由紀夫とエディ・マーフィ



		第五章　人間にいヽるヽかヽの考えはわからない



		第六章　地球コブ



		第七章　小学四年生のときに逆上がりが



		第八章　ラーメンとギョーザ虐殺



		第九章　闘争領域の拡大（あるいはその行為と食欲の関連性について）



		第一○章　現実的な「選ばれし勇者たち」の構造



		第一一章　封印されしツイン・ピークス



		エピローグ



		あとがき



		プロフィール



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p239.jpg





item/image/p119.jpg





item/image/p077.jpg





item/image/tobira_08.jpg
BEYUHADRKS MO REKSHEEVONM bR
MRS RS AU ¢ SUARIIER D60V BIEMHES
HOYUHADRSMSREKSHEV

HIREH TR KUEHK | ERHE= 0t

= D= % NN WM — o





item/image/tobira_09.jpg
DRV WEHORMBWH O VNI SNON
KOREHRRBOVPRE VeBHKR IXRSR

B SEEIN DRSS WHHIOSHIPONVEELHLDN

B RO CR—CEBF OSSO~

INMRINA - DA LI BB [RIE] SRRt

s
i

h \\»’

N

® R EFRBEHCH K (SRS 2VESERIVEECEHHELOSNV)






item/image/tobira_06.jpg
\«ﬁ\\l

\\\\\ |

\\\ A
R S

[@0vIRVvY HDHRELIJ/CKRSRED#HI TRV
W SNSRIV’ RS RUVEROH] L
RFHS 040 RKBHOS° WDMBLES SN

\\

Ry WEHER [HRR<] $RKGRER






item/image/tobira_07.jpg
\<ﬁ\\\§
\\\\\
7/
.-
>

LR RRIOHDD DO FALORIO
ERERSDD 210 [EEWPORe]” MHLECE
PRVSONVE MUNWESKNVED R
ESICESEE 0 DT EANEVICTS T o

CRADNN FRNEE [PEVIHE] $Reena

b

= \\»
e ———

gV SHEHHSEVWLAHRDR





item/image/p212_213.jpg





item/image/tobira_04.jpg
WR<HVBERLD 0RO NEES KVSONUKRO
AR O DN 8 50 ﬁmm%wimm&mﬁ? 4
PPNV N [HEBVK S SHEBRRLIS| V
RURRY JFUBIRSHKESUNNL LIS
IPERIEHOM SRV SIOHRLY KHEVHEEW BN
T LBSORSR04 HRNOR[/UNWNLERHOM S0

0¥ G@NSOME HRIOEXWRLPSHSI”

>

\

\\} P 3 111 ERHKHR [HERP | $tdRiRR R
—_— A4

w Bl o

PANLYIMHRVNBERKIHIBY - P=DNY¥






item/image/tobira_05.jpg
-
N0 THIK] RIFER @O VR R#I’ IKS
HEE VKNS B TLLHO0BR 047 RIS’
BRENHRONELUUOM KLIDN-OEBHEEL —

RO
TR [HRENS TS0 ERHE=m






item/image/p246.jpg





item/image/tobira_02.jpg
TO#RIS R FRUSVTIRENURN O VDIRR- RIS
ERENOMIDMRS’ KRER VRE VO W
BEMSIS° YRIROMEDSH-RESKIRHSROV
RRWBN’ | IBRKRSM WS ORGHOME° el
RVSEBES EEE-HSKOBSNO MV Qi
O | BREYIRVUESKNAUOEY HUEHINR]

MANHR - DHRIC XM HRNE NN LN —J ] #Rua=m

<BIFNK L UKHO0NMR






item/image/tobira_03.jpg
(NSHORB LGS IV SLNVPKHIVESS)
P<LSP< LR ON SH RO’ SLNVPKHI IS
R/DNRSSUSONUPH BIEWRe° HER Right
and Wrong VK- & Justice and Injustice S &
498 WNLBIRHOERWDIRS®

FANKE REHE [DDAVYRPN] ERHRINR

\

>

\
\

gl HKEOON (COR<E) €MDY






item/image/tobira_01.jpg
S
&
T
b
()
£
2
N
L]
=
b1y






item/image/p161.jpg





item/image/p041.jpg





item/image/logo_fb.png





item/image/gaiji-0001.png





